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はじめに 

 

 

市では、平成 13 年の男女共同参画都市宣言を契機に、上越市男女共同参画基本条例

（2002：平成 14 年）を制定するとともに上越市男女共同参画基本計画「男女共同参画

推進プラン 2010」（2002：平成 14 年）を策定し、以来、平成 22 年度までの 9 年間

を3年ごとに、前期・中期・後期として計画を立て、行政内部の推進をはじめ、市民や地

縁団体、事業者等との協働により様々な施策に積極的に取り組んでまいりました。 

 本報告書は、市民の男女共同参画に関する意識を把握し、平成23年度からの第2次男

女共同参画基本計画策定のための基礎資料にするとともに、その調査結果を今後の市の施

策に反映させ、一層の充実を図るために、本年4月に実施した市民意識調査結果をまとめ

たものです。 

 調査は、20 歳以上の市民 4,000 人を対象として郵送による配布回収を行い、1,355

人の方から回答を得ました。（回答率33.9％） 

 調査の結果、男女の地位の平等感はこれまでの、平成 16 年度 26.3％、平成 19 年度

29.5％と比べ、今回は 31.3％とゆるやかですが確実に向上しています。しかし 31.3％

という値は必ずしも社会全体に浸透しているとは言い切れず、これからも積極的な施策の

実施が必要です。 

また、今後「行政が力を入れるべき分野は何か」との問いに、「地域における子育てや介

護の支援など安心して暮らせる環境の整備」「職業生活と家庭生活が両立できる就業環境の

整備」などの回答が多数を占めました。このことから、今まで進めてきている市の男女共

同参画に関する事業についての広報・啓発活動のほか、仕事と子育てや介護等が両立でき

る環境の整備など就労支援の充実が求められていると考えられます。 

 この調査結果を十分に踏まえ、今後も男女共同参画社会の促進に向けた取組をより一層

推進していくため、市民の皆さんのご協力をよろしくお願いいたします。 
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本報告書を読む際の注意事項 

  

（１） 調査結果の数値は、原則として回答率（単位：％）で表記している。％の母数はその質問

に該当する回答者の数であり、その該当者の数はｎ＝で表記している。 

（２） 性別、年代別等の分析結果においては、その総数は全体の総数と一致しない場合がある。

これは、性別、年代等が無回答の場合、総数にのみカウントされるためである。 

（３） ％値は、小数点以下第2位を四捨五入し小数点第1位までを表示している。したがって、

比率の合計は必ずしも100％ではない場合（99.9％または100.1％など）がある。 

（４） 本調査のように全体（母集団）から一部を抽出して行う標本調査の場合、どの対象が選ば

れるかは偶然によって左右されるので、調査の結果は必ずしも母集団の値とは一致せず、

多少の誤差を生じる（標本誤差）。そこで、ここで示された数値（％）をそのまま 20 歳

以上の全市民の回答として単純に置き換えることはできないため、標本誤差を次のように

計算して、20歳以上の全市民の回答を推測する必要がある。 

 

標本誤差の計算結果 

 

     計算式 

 

 

 

 

※母集団とは、20歳以上の市内在住者の総数を表す。 

（平成22年 3月 31日現在市住民基本台帳） 

 
回答の比率 標本誤差 

10％または90％ ±1.59％ 

20％または80％ ±2.12％ 

30％または70％ ±2.43％ 

40％または60％ ±2.60％ 

50％ ±2.65％ 

 

Ｎ＝母集団数（167,552） 

ｎ＝比率算出の基数（1,355） 

Ｐ＝回答率 

 
n

PP
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1
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×
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−

×標本誤差＝
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１ 調査概要 

（１）調査の目的 

・基本計画の最終年度にあたり、平成２３年度以降も引き続き男女共同参画社会の推進を効果的

に進めるため、市民の男女共同参画に関する意識と実態を把握し、上越市第２次男女共同参画

基本計画策定の基礎資料とする。 

・男女共同参画社会の実現に向け、調査結果を今後の市の施策に反映させ、一層の充実を図る。 

 

（２）調査設計と回収状況 

①調査対象 

上越市在住の満20歳以上の男女 

②発送数 

４,000 

③抽出方法 

住民基本台帳に基づく無作為抽出 

④回収状況 

1,355（回収率33.9%） 

 

（３）回答者のプロフィール 

①性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総数に占める男女の割合(総数)n=1,355

女性
53.1%

無回答
2.6%

男性
44.4%

(全体)n=1,355

55～59歳
9.7%

65～69歳
9.3% 60～64歳

10.4%

無回答
0.4%70歳以上

28.6%

50～54歳
8.3%

45～49歳
7.2%

40～44歳
5.9%

25～29歳
3.0%

30～34歳
7.0%

20～24歳
3.3%

35～39歳
6.8%
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③未既婚 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④子どもの有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤家族構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(全体)n=1,355

いない
15.9%

無回答
1.3%

いる
82.7%

(全体)n=1,355

親と子と孫
15.2%

同居家族は
いない
7.2%

親と子
39.8%

夫婦のみ
21.3%

その他
15.1%

無回答
1.5%

(全体)n=1,355

死別
8.3%

結婚している

75.3%

離別
2.9%

結婚してい
ないがパー
トナーと暮
らしている

0.5%

未婚
10.6%

無回答
2.4%
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⑥生活時間 

ア .家事・育児・介護などの時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ . 収入を得る仕事の時間（通勤時間含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ  睡眠時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家事・育児・介護などの時間

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

～

３

０

分

～

１

時

間

～

１

時

間

３

０

分

～

２

時

間

～

４

時

間

～

６

時

間

～

８

時

間

～

１

０

時

間

１

０

時

間

を

超

え

る

無

回

答

全体(n=1,355)

男性(n=601)平均1時間52分

女性(n=719)平均4時間59分

収入を得る仕事の時間

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

～

２

時

間

～

４

時

間

～

６

時

間

～

８

時

間

～

１

０

時

間

１

０

時

間

を

超

え

る

無

回

答

全体(n=1,355)

男性(n=601)平均9時間22分

女性(n=719)平均7時間50分

睡眠時間

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

～

４

時

間

～

６

時

間

～

８

時

間

～

１

０

時

間

１

０

時

間

を

超

え

る

無

回

答

全体(n=1,355)

男性(n=601)平均7時間5分

女性(n=719)平均7時間4分
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エ  自由に使える時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自由に使える時間

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

～

１

時

間

～

２

時

間

～

４

時

間

～

６

時

間

～

８

時

間

～

１

０

時

間

１

０

時

間

を

超

え

る

無

回

答

全体(n=1,355)

男性(n=601)平均5時間32分

女性(n=719)平均4時間58分
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２ 調査結果 

（１）分野別の男女の平等感 

【設問】あなたは、次のような分野で男女の地位は平等になっていると思いますか。１～８のそれぞれ

について、一つだけ○をつけてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性の方が非常に優遇 どちらかといえば男性の方が優遇 平等

どちらかといえば女性の方が優遇 女性の方が非常に優遇 わからない

無回答

(全体)n=1,355

12.3%

12.2%

12.9%

18.2%

7.4%

17.8%

8.9%

45.3%

37.0%

11.5%

36.1%

37.7%

26.3%

49.7%

52.6%

24.1%

21.9%

49.0%

27.2%

19.0%

34.8%

12.8%

15.5%

9.7%

17.9%

7.4%

9.2%

9.9%

14.8%

16.8%

10.6%

14.5%

15.4%

11.6%

11.0%

2.0%

4.0%

5.3%

2.5%

3.5%

4.9%

1.5%

5.5%

2.0%

0.7%

1.2%

1.0%

0.3%

0.9%

0.7%

0.6%

5.5%

7.4%

3.2%

8.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家庭生活

職場

学校教育の場

町内会等の地域活動の場

政治の場

法律や制度上で

社会通念・習慣・しきたり等で

社会全体で

(男性)n=601

8.3%

9.0%

9.2%

13.5%

10.8%

5.2%

46.3%

39.1%

10.0%

34.1%

37.8%

23.5%

55.2%

53.4%

29.1%

27.3%

54.7%

36.3%

27.8%

46.3%

18.3%

20.6% 6.0%

16.5% 14.1%

7.5%

11.1%

12.0%

8.3%

8.2%

3.7%

1.2%

6.0%

3.0%

5.5%

6.2%

2.7%

7.7%

2.5%

1.2%

1.2%1.3%

0.5% 0.5%

1.3%

0.7%

5.5%

4.2%

5.7%

7.2%

6.3%

6.2%

4.0%

11.6%

5.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家庭生活

職場

学校教育の場

町内会等の地域活動の場

政治の場

法律や制度上で

社会通念・習慣・しきたり等で

社会全体で
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 「学校教育の場」での平等感は、49.0%と全分野の中でも最も多く、「法律や制度上」が 34.8％、

「町内会等の地域活動の場」が 27.2％と続いている。これら以外は 25%を下回り、「社会通念・習

慣・しきたりなど」は 12.8％と最も低くなっている。また、平等感を持つ人の割合は、全ての項

目において、女性より男性のほうが多い。 

(女性)n=719

15.6%

15.0%

15.6%

22.1%

10.2%

23.6%

11.8%

45.2%

35.5%

13.1%

38.8%

38.9%

29.6%

45.8%

53.1%

20.3%

18.2%

45.8%

19.7%

11.5%

25.6%

8.5%

11.4%

12.5%

18.6%

8.5%

10.6%

13.5%

6.8%

8.6%

16.1%

17.9%

12.1%

16.1%

16.8%

13.1%

12.4%

2.4%

2.5%

1.7%

4.0% 0.7%

4.2%

1.9%

2.1%

4.9%

0.1%

0.6%

0.3%

1.1%

0.1%

0.7%

1.3%

2.6%

10.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家庭生活

職場

学校教育の場

町内会等の地域活動の場

政治の場

法律や制度上で

社会通念・習慣・しきたり等で

社会全体で
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（２）結婚・家庭等の意識 

【設問】結婚、家庭等について、あなたのご意見をお聞きします。１～４までのそれぞれについて、一

つだけ○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 わからない 無回答

(全体)n=1,355

28.3%

8.1%

13.9%

11.1%

23.7%

30.8%

14.8%

19.7%

23.6%

23.0%

29.6%

28.9%

10.2%

19.7%

20.1%

16.2%

10.6%

11.5%

14.8%

10.0%

9.3%

6.4%

7.7%

7.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

結婚は個人の自由であるから、結婚してもしなくてもどちらでもよい

夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである

結婚しても必ずしも子どもをもつ必要はない

結婚しても相手に満足できないときは離婚すればよい

(男性)n=601

23.0%

8.5%

11.3%

10.0%

24.1%

34.9%

13.6%

18.6%

27.3%

21.1%

33.9%

32.8%

12.5%

16.6%

22.5%

18.3%

6.7%

12.6%

11.0%

13.3% 7.0%

7.7%

6.2%

6.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

結婚は個人の自由であるから、結婚してもしなくてもどちらでもよい

夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである

結婚しても必ずしも子どもをもつ必要はない

結婚しても相手に満足できないときは離婚すればよい
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(女性)n=719

33.1%

7.8%

16.6%

12.1%

23.4%

27.8%

16.0%

21.3%

21.3%

24.5%

26.8%

25.9%

8.3%

22.8%

18.1%

14.7%

6.1%

8.9%

11.7%

15.9%

8.2%

10.8%

10.2%

7.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

結婚は個人の自由であるから、結婚してもしなくてもどちらでもよい

夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである

結婚しても必ずしも子どもをもつ必要はない

結婚しても相手に満足できないときは離婚すればよい

 「夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」という意識は、「賛成」及び「どちらかといえば賛成」

が 38.9％、「反対」及び「どちらかといえば反対」が 42.7％と、反対が賛成を上回っている。た

だし、男性は「賛成」及び「どちらかといえば賛成」が 43.4％、「反対」及び「どちらかといえ

ば反対」が 37.7％と性別により役割分担を固定する意識を持つ人が多い傾向にある。 
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（３）役割分担 

【設問】家庭での夫婦の役割分担について、１～６のうちあなたが望ましい姿だと考えるものを一つ選

び「理想」欄に○をつけてください。また、あなたが実際に経験した状況に最も近いものを一

つ選び「現実」欄に○をつけてください。（現実欄は結婚（事実婚を含む）している方のみお

答えください。） 
 

 ［全年代］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
理　想

23.0%

12.8%

0.1%

0.0%

0.1%

4.0%

5.5%

2.8%

0.4%

0.5%

0.4%

54.8%

49.1%

60.4%

1.3%

0.8%

1.8%

22.3%

21.1%

21.7%

17.1%

0% 20% 40% 60% 80%

全体n=1,355

男性n=601

女性n=719

現　実

24.5%

26.5%

22.9%

0.5%

0.0%

0.9%

38.9%

33.1%

43.8%

1.0%

1.7%

0.4%

13.7%

14.2%

13.6%

0.8%

0.8%

0.8%

20.6%

23.8%

17.6%

0% 20% 40% 60% 80%

全体n=1,027

男性n=480

女性n=528

夫は主に仕事をし、妻が主に家事等をする 妻は主に仕事をし、夫が主に家事等をする

夫も妻も仕事をし、妻が主に家事等をする 夫も妻も仕事をし、夫が主に家事等をする

夫も妻も仕事をし、共に家事等をする その他

無回答



10 

 

 ［年代別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 理想では、「夫も妻も仕事をし、共に家事等をする」が他の回答と比べ圧倒的に高い数値となり、

意識の上では性別による役割分担の固定を否定する人が多いが、現実では「夫も妻も仕事をし、

妻が主に家事をする」が男女問わず最も多くなっており、実際は妻の負担が大きいと考えられる。

また、若年になるにつれ「夫も妻も仕事をし、共に家事等をする」を理想とする割合が高まって

おり、性別により役割分担を固定する意識が低くなってきている。 

理想 (全体)n=1,355

15.1%

14.4%

11.9%

16.3%

19.1%

20.6%

74.4%

70.6%

72.9%

58.0%

52.1%

35.1%

7.0%

9.1%

7.3%

18.4%

22.8%

39.9%

0.6%

2.3%

3.7%

4.5%

5.3%

3.7%

3.6%

1.6%

0.6%

0.7%

1.2%

0.5%

2.3%

2.0%

1.5%

0.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代n=86

30歳代n=187

40歳代n=177

50歳代n=245

60歳代n=267

70歳代以上n=388

現実 (全体)n=1,027

15.1%

23.5%

15.8%

23.7%

28.1%

16.0%

25.6%

36.9%

48.6%

42.9%

33.3%

23.5%

5.8%

12.3%

15.3%

12.7%

13.1%

9.0%

51.2%

25.1%

16.9%

18.4%

23.6%

50.3%

0.3%

0.7%

0.4%

0.6%

0.5%

1.0%

1.1%

0.4%

0.6%

0.5%
2.3%

1.1%

2.3%

1.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代n=86

30歳代n=187

40歳代n=177

50歳代n=245

60歳代n=267

70歳代以上n=388
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（４）既婚家庭での家事分担 

【設問】結婚（事実婚を含む）している方にお聞きします。あなたのご家庭では次のような家事を男性

は分担していますか。１～６までのそれぞれについて、一つだけ○をつけてください。 
 

 ［子育て・介護について「該当なし」を除く］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(全体)n=1,027

33.0%

19.5%

26.1%

31.9%

16.3%

55.3%

66.7%

68.6%

60.2%

43.0%

44.7%

11.7%

13.8%

13.5%

13.7%

25.1%

39.1%

17.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

掃除

洗濯

食事のしたく

食後の後片付け、食器洗い

子育て

介護

(男性)n=480

38.5%

21.9%

33.5%

32.6%

17.8%

48.5%

62.3%

63.3%

50.6%

36.5%

39.4%

12.9%

15.8%

15.0%

15.8%

30.9%

42.9%

21.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

掃除

洗濯

食事のしたく

食後の後片付け、食器洗い

子育て

介護

分担している 分担していない 無回答
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 「子育て」では「該当なし」の世帯を除くと、分担している家庭が 31.9％と「掃除」とならび

他の項目と比べ比較的高い値となっている。また、全ての分野の分担している割合の平均は前回

調査 20.6％から 24.1％と 3.5 ポイント上昇している。家庭内における家事分担が着実に推進して

いる。 

(女性)n=528

28.4%

18.0%

19.7%

31.7%

15.0%

61.6%

70.5%

73.7%

68.8%

48.9%

50.6%

10.0%

11.6%

11.7%

11.6%

19.4%

34.5%

14.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

掃除

洗濯

食事のしたく

食後の後片付け、食器洗い

子育て

介護
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（５）女性の人権の尊重 

【設問】あなたが、女性の人権が尊重されていないと感じるのは、どのようなことについてでしょう

か。あてはまるもの全てに○をつけてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体(複数回答)

48.7%

46.6%

39.2%

29.0%

24.8%

14.8%

13.9%

10.0%

2.9%

11.0%

51.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

家庭内での夫から妻への暴力（心や身体を傷つける暴言や暴力）

女性に対する痴漢行為やストーカー（つきまとい行為）

職場におけるセクシュアル・ハラスメント（性的いやがらせ）

売春・買春

女性の働く風俗営業

テレビや新聞・雑誌などで、商品とは直接関係がない女性のヌードや

水着姿、媚びたポーズ・視線を、内容に関係なく使用した広告など

固有名詞で呼ばれず、女性にだけ用いられる言葉（例…「○○さんの

奥さん」、「○○女史」「女医」など）

特にない

女性の容ぼうを競うミス・コンテスト

その他

無回答

男性(複数回答)

47.1%

44.4%

36.1%

24.3%

21.8%

16.0%

11.5%

9.7%

1.5%

9.7%

49.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

家庭内での夫から妻への暴力（心や身体を傷つける暴言や暴力）

女性に対する痴漢行為やストーカー（つきまとい行為）

職場におけるセクシュアル・ハラスメント（性的いやがらせ）

売春・買春

女性の働く風俗営業

テレビや新聞・雑誌などで、商品とは直接関係がない女性のヌードや

水着姿、媚びたポーズ・視線を、内容に関係なく使用した広告など

特にない

固有名詞で呼ばれず、女性にだけ用いられる言葉（例…「○○さんの

奥さん」、「○○女史」「女医」など）

女性の容ぼうを競うミス・コンテスト

その他

無回答
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 ＤＶやつきまとい、セクシュアルハラスメント、売・買春など、法律で規制されている項目に

ついては、他の項目と比べ女性の人権が尊重されていないと感じる傾向が高くなっている。 

女性(複数回答)

49.9%

48.5%

41.9%

32.5%

27.4%

17.9%

12.5%

10.4%

4.0%

11.3%

52.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

家庭内での夫から妻への暴力（心や身体を傷つける暴言や暴力）

女性に対する痴漢行為やストーカー（つきまとい行為）

職場におけるセクシュアル・ハラスメント（性的いやがらせ）

売春・買春

女性の働く風俗営業

テレビや新聞・雑誌などで、商品とは直接関係がない女性のヌードや

水着姿、媚びたポーズ・視線を、内容に関係なく使用した広告など

固有名詞で呼ばれず、女性にだけ用いられる言葉（例…「○○さんの

奥さん」、「○○女史」「女医」など）

特にない

女性の容ぼうを競うミス・コンテスト

その他

無回答
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（６）夫婦間の暴力 

【設問】あなたは、次のようなことが夫婦間（事実婚を含む）で行われた場合、それを暴力だと思いま

すか。あなたの考えに一番近いものを１～７のそれぞれについて、一つだけ○をつけてくださ

い。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

暴力だと思う 暴力の場合とそうでない場合がある 暴力にあたるとは思わない 無回答

(全体)n=1,355

81.1%

26.1%

62.8%

59.5%

41.7%

59.0%

36.9%

19.9%

19.6%

18.5%

31.7%

20.5%

20.4%

11.7%

11.9%

16.5%

15.3%

14.3%

15.2%

14.9%

15.6%

58.2%

6.1%

1.0%

6.6%

3.3%

6.9%

4.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平手で打ったり、身体を傷つける可能性のあるもので殴る

あなたの交友関係や電話を細かく監視する

あなたが大切にしているものを、わざと壊したりすてたりする

大声でどなる、馬鹿だグズだ等言葉による中傷や批判など

誰のおかげで、お前は食べられると思っているのだと言う

相手の言うことや存在を無視する

相手が嫌がっているのに、性的な行為を要求する

(男性)n=601

83.5%

21.5%

58.6%

55.7%

38.3%

57.1%

39.3%

25.1%

26.3%

25.3%

38.1%

25.5%

24.5%

8.7%

11.3%

9.0%

14.8%

12.8%

12.1%

12.5%

12.3%

12.8%

53.4%

7.0%

4.7%

6.5%

3.0%

0.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平手で打ったり、身体を傷つける可能性のあるもので殴る

あなたの交友関係や電話を細かく監視する

あなたが大切にしているものを、わざと壊したりすてたりする

大声でどなる、馬鹿だグズだ等言葉による中傷や批判など

誰のおかげで、お前は食べられると思っているのだと言う

相手の言うことや存在を無視する

相手が嫌がっているのに、性的な行為を要求する
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 平手で打ったり、殴る行為については、多くの人が暴力と感じているが、「交友関係や電話を細

かく監視する」行為は、暴力と感じている割合が他の項目と比べ極端に低くなっている。また、

全般的に男性の方が女性と比べ暴力と感じている割合が低い傾向にある。 

(女性)n=719

80.4%

30.6%

67.3%

63.3%

45.2%

62.0%

35.6%

16.0%

14.2%

13.5%

27.0%

16.6%

17.4%

12.1%

16.4%

15.9%

14.7%

15.9%

15.7%

16.4%

63.3%

5.4%

1.3%

4.9%

3.8%

7.4%

5.0%

12.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平手で打ったり、身体を傷つける可能性のあるもので殴る

あなたの交友関係や電話を細かく監視する

あなたが大切にしているものを、わざと壊したりすてたりする

大声でどなる、馬鹿だグズだ等言葉による中傷や批判など

誰のおかげで、お前は食べられると思っているのだと言う

相手の言うことや存在を無視する

相手が嫌がっているのに、性的な行為を要求する
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【設問】あなたは、夫婦間（元配偶者や事実婚を含む）で次のような暴力を受けたことがありますか。

１～３のそれぞれについて、一つだけ○をつけてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

何度もあった １、２度あった まったくない 無回答

(女性)n=642

13.9%

10.9%

12.6%

71.7%

70.1%

12.5%

12.9%

4.4%

3.6%

5.0%

72.4% 10.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体に対する暴行を受けた

精神的な嫌がらせや恐怖を感じるような脅迫を受けた

性的な行為を強要された

(男性)n=513

9.0% 75.0%

81.7%

11.5%

13.3%

15.2%

2.7%

0.4%

0.2%

5.8%

2.9%

82.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体に対する暴行を受けた

精神的な嫌がらせや恐怖を感じるような脅迫を受けた

性的な行為を強要された

(全体)n=1,179

10.4%

10.1%

8.3%

72.9%

74.9%

10.8%

13.1%

14.3%

4.0%

2.3%

2.5%

76.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体に対する暴行を受けた

精神的な嫌がらせや恐怖を感じるような脅迫を受けた

性的な行為を強要された
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 ［身体的、精神的、性的暴力を１つでも受けたことがある人］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 夫婦間で暴力を受けたことがある人は、男性と比べ女性の方が高い割合となっている。また女

性は「身体的暴力」「精神的暴力」「性的暴力」のいずれかを 1度でも受けたことがある人は 30.4％

と、約 1/3 の女性が夫婦間（元配偶者や事実婚を含む）で暴力を受けたことがあると回答してい

る。 

6.8%

9.5%

17.5%

12.7%

20.9%

74.9%

61.8%

8.4%

9.2%

7.8%

3.3%

67.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体n=1,179

男性n=513

女性n=642

あった(30.4%)
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（７）生活の中での優先度 

【設問】生活の中での「仕事」、「家庭生活」、「地域・個人の生活（地域活動・学習・趣味・付き合い等）」

の優先度について、１～８のうちあなたが望ましい姿だと考えるものを一つ選び「理想」欄に

○をつけてください。また、あなたが実際に経験した状況に最も近いものを一つ選び「現実」

欄に○をつけてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「仕事」を優先 「家庭生活」を優先

「地域・個人の生活」を優先 「仕事」と「家庭生活」を共に優先

「仕事」と「地域・個人の生活」を共に優先 「家庭生活」と「地域・個人の生活」を共に優先

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」を共に優先 わからない

無回答

理　想

2.4%

3.3%

1.7%

10.5%

9.5%

11.5%

1.2%

1.5%

1.0%

18.8%

20.5%

17.9%

2.6%

3.3%

1.9%

6.3%

4.7%

7.8%

33.8%

33.8%

34.1%

1.8%

1.2%

2.4%

22.7%

22.3%

21.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

全体n=1,355

男性n=601

女性n=719

現　実

31.5%

27.3%

6.2%

2.7%

9.2%

2.1%

2.3%

2.1%

18.2%

16.0%

20.2%

3.9%

4.0%

3.9%

2.0%

2.3%

1.8%

6.3%

6.3%

6.7%

3.8%

2.7%

4.5%

26.0%

26.3%

24.5%

37.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

全体n=1,355

男性n=601

女性n=719

 理想では男女共に「仕事と家庭生活と地域・個人の生活」を優先したい考えが最も高く、次い

で「仕事と家庭生活」が高くなっている。しかし、現実では「仕事」が優先され、特に男性は「仕

事」を優先している割合が他の項目と比べ高い傾向にある。 
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（８）女性の進出を望む職業や役職 

【設問】あなたが、次にあげるような職業や役職において今後女性がもっと増えるほうがよいと思うの

はどれですか。あてはまるもの全てに○をつけてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体(複数回答)

30.6%

30.3%

30.0%

28.5%

25.7%

25.5%

20.7%

17.8%

16.3%

15.9%

15.9%

14.2%

12.0%

2.8%

7.7%

41.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

国会議員、都道府県議会議員、市区町村議会議員

企業の管理職

裁判官、検察官、弁護士

都道府県、市区町村の首長

国家公務員、地方公務員の管理職

自治会長、町内会長等

起業家・経営者

国連などの国際機関の管理職

大学教授

新聞・放送の記者

労働組合の幹部

特にない

農協の役員

わからない

その他

無回答

男性(複数回答)

34.1%

31.9%

31.4%

30.6%

30.4%

25.6%

20.6%

18.8%

17.1%

15.8%

14.8%

14.3%

9.8%

3.3%

5.5%

46.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

国会議員、都道府県議会議員、市区町村議会議員

都道府県、市区町村の首長

裁判官、検察官、弁護士

企業の管理職

自治会長、町内会長等

国家公務員、地方公務員の管理職

起業家・経営者

国連などの国際機関の管理職

大学教授

新聞・放送の記者

特にない

労働組合の幹部

農協の役員

わからない

その他

無回答



21 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 男女共に「国会議員、都道府県議会議員、市区町村議会議員」をはじめとする政治の分野へ女

性の進出を望む回答が多く、法曹分野や企業の管理職などがこれに続く。 

女性(複数回答)

31.0%

29.2%

27.3%

27.0%

25.7%

21.7%

21.3%

17.1%

17.0%

16.1%

15.7%

14.3%

13.9%

2.5%

8.6%

38.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

国会議員、都道府県議会議員、市区町村議会議員

企業の管理職

裁判官、検察官、弁護士

国家公務員、地方公務員の管理職

都道府県、市区町村の首長

起業家・経営者

自治会長、町内会長等

国連などの国際機関の管理職

大学教授

労働組合の幹部

特にない

新聞・放送の記者

農協の役員

わからない

その他

無回答
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（９）教育・男女平等 

【設問】あなたは学校生活の中で、次のようなことを言われたり、経験したことがありますか。あては

まるもの全てに○をつけてください。 

 

 ［全年代］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体(複数回答)

29.3%

28.6%

23.0%

14.9%

1.7%

1.4%

1.3%

15.2%

34.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

共学で、クラスの出席簿が男女で別々になっていた

「女らしく」「男らしく」ふるまうようにいわれた

特にない

生徒会や学級委員の選出などで、会長・委員長は男子、副会長や書記は女子と役割分担がで

きていた

同じことをして、男子だけ（女子だけ）がとがめられた

進学指導で女子なのだから短大に（男子なのだから４年制に）進むようにといわれた

その他

進学指導で女子なのだから文系に（男子なのだから理系に）進むようにといわれた

無回答

共学で、クラスの出席簿が男女で別々になっていた

「女らしく」「男らしく」ふるまうようにいわれた

特にない

生徒会や学級委員の選出などで、会長・委員長は男子、副
会長や書記は女子と役割分担ができていた
同じことをして、男子だけ（女子だけ）がとがめられた

進学指導で女子なのだから短大に（男子なのだから４年制
に）進むようにといわれた
その他

進学指導で女子なのだから文系に（男子なのだから理系
に）進むようにといわれた
無回答

男性(複数回答)

29.8%

28.0%

20.6%

16.3%

1.8%

1.2%

0.8%

14.3%

32.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

特にない

共学で、クラスの出席簿が男女で別々になっていた

「女らしく」「男らしく」ふるまうようにいわれた

生徒会や学級委員の選出などで、会長・委員長は男子、副会長や書記は女子と役割分担がで

きていた

同じことをして、男子だけ（女子だけ）がとがめられた

進学指導で女子なのだから文系に（男子なのだから理系に）進むようにといわれた

進学指導で女子なのだから短大に（男子なのだから４年制に）進むようにといわれた

その他

無回答

特にない

共学で、クラスの出席簿が男女で別々になっていた

「女らしく」「男らしく」ふるまうようにいわれた

生徒会や学級委員の選出などで、会長・委員長は男子、副
会長や書記は女子と役割分担ができていた
同じことをして、男子だけ（女子だけ）がとがめられた

進学指導で女子なのだから文系に（男子なのだから理系
に）進むようにといわれた
進学指導で女子なのだから短大に（男子なのだから４年制
に）進むようにといわれた
その他

無回答

女性(複数回答)

30.9%

25.6%

25.3%

13.8%

2.1%

1.7%

0.7%

14.5%

39.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

共学で、クラスの出席簿が男女で別々になっていた

「女らしく」「男らしく」ふるまうようにいわれた

特にない

生徒会や学級委員の選出などで、会長・委員長は男子、副会長や書記は女子と役割分担がで

きていた

同じことをして、男子だけ（女子だけ）がとがめられた

進学指導で女子なのだから短大に（男子なのだから４年制に）進むようにといわれた

その他

進学指導で女子なのだから文系に（男子なのだから理系に）進むようにといわれた

無回答

共学で、クラスの出席簿が男女で別々になっていた

「女らしく」「男らしく」ふるまうようにいわれた

特にない

生徒会や学級委員の選出などで、会長・委員長は男子、
副会長や書記は女子と役割分担ができていた
同じことをして、男子だけ（女子だけ）がとがめられた

進学指導で女子なのだから短大に（男子なのだから４年
制に）進むようにといわれた
その他

進学指導で女子なのだから文系に（男子なのだから理系
に）進むようにといわれた
無回答
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 ［設問毎の年代別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「共学で、クラスの出席簿が男女で別々になっていた」は 40 歳代をピークに、若年になるにつ

れ低くなっている。また、「「女らしく」「男らしく」ふるまうようにいわれた」は、20 歳代を除

き全ての年代で 20%を超えている。進学に関する項目はどの年代でも低い結果となった。なお、「特

にない」は 20 歳代が特に高くなっていることから、学校での男女平等感は年々浸透している傾向

にあるのではないかと考えられる。 

13.1%

14.4%

16.7%

21.8%

18.0%

15.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

生徒会や学級委員の選出などで、会長・委員長は男

子、副会長や書記は女子と役割分担ができていた 

1.4%

0.4%

0.3%

1.0%

1.3%

1.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

進学指導で女子なのだから文系に（男子なのだから

理系に）進むようにといわれた 

1.4%

1.1%

0.6%

1.5%

1.8%

0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

進学指導で女子なのだから短大に（男子なのだから

４年制に）進むようにといわれた 

28.9%

31.3%

30.9%

24.4%

16.4%

22.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

共学で、クラスの出席簿が男女で別々になっていた 

22.3%

20.5%

21.0%

22.6%

24.3%

15.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

「女らしく」「男らしく」ふるまうようにいわれた 

14.1%

14.0%

11.9%

10.2%

6.3%

13.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

同じことをして、男子だけ（女子だけ）がとがめら

れた 

0.3%

1.4%

0.0%

0.8%

2.9%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

その他 

18.6%

16.9%

18.7%

17.8%

29.0%

31.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

特にない 
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（10）地域リーダーに女性が少ない理由 

【設問】ＰＴＡや町内会などの地域団体の役員の長に女性が就くことの妨げとなっている主な原因は何

だと思いますか。主なもの３つを選んで○をつけてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体(複数回答)

47.2%

28.5%

21.8%

21.5%

19.3%

9.5%

7.9%

2.4%

12.9%

47.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

女性は家事・育児が忙しく、地域活動に専念できないから

女性自身が責任ある地位につきたがらないから

男性が会長・副会長などとなるのが社会慣行だから

指導力のある女性が少ないから

女性は組織活動の経験が少ないから

女性では相手に軽く見られるから

わからない

男性が会長・副会長などでは、みんながついてくるが、女
性だとついてこないから

その他

無回答

男性(複数回答)

44.1%

28.3%

22.5%

17.6%

15.5%

11.5%

6.0%

2.7%

11.6%

53.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

女性自身が責任ある地位につきたがらないから

女性は家事・育児が忙しく、地域活動に専念できないから

男性が会長・副会長などとなるのが社会慣行だから

指導力のある女性が少ないから

女性は組織活動の経験が少ないから

女性では相手に軽く見られるから

わからない

男性が会長・副会長などでは、みんながついてくるが、女
性だとついてこないから

その他

無回答
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 「女性は家事・育児が忙しく、地域活動に専念できない」、「女性自身が責任ある地位につきた

がらない」の 2つが他の項目と比べ高い値になっている。また、男女共に「男性が会長・副会長

などとなるのが社会慣行だから」と回答する人が男性 28.3％、女性 29.5％と前回調査（男性

29.6％、女性 29.9％）とほぼ同じ値となり、地域においては、性別により役割分担を固定する意

識の解消が進んでいない傾向にある。 

女性(複数回答)

43.1%

29.5%

24.8%

22.9%

21.4%

9.7%

7.6%

2.4%

12.5%

51.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

女性は家事・育児が忙しく、地域活動に専念できないから

女性自身が責任ある地位につきたがらないから

男性が会長・副会長などとなるのが社会慣行だから

女性は組織活動の経験が少ないから

女性では相手に軽く見られるから

指導力のある女性が少ないから

男性が会長・副会長などでは、みんながついてくるが、女
性だとついてこないから

わからない

その他

無回答
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（11）職業観 

【設問】女性が職業を持つことについて、１～７のうちあなたが望ましい姿だと考えるもの一つを選び、

「理想」欄に○をつけてください。また、あなたの経験や今後の予定、身近な女性で最も近い

もの一つを選び、「現実」欄に○をつけてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理　想

0.9%

1.2%

0.7%

1.8%

2.5%

1.4%

4.0%

5.2%

3.1%

34.1%

35.6%

33.8%

34.5%

30.9%

1.1%

1.0%

1.3%

2.0%

2.7%

1.5%

21.5%

21.0%

20.0%

38.2%

0% 10% 20% 30% 40%

全体n=1,355

男性n=601

女性n=719

現　実

1.2%

1.3%

1.1%

5.1%

4.8%

5.4%

12.0%

15.5%

9.5%

24.6%

20.1%

29.1%

26.3%

26.5%

26.4%

1.0%

1.0%

1.0%

3.0%

3.8%

2.5%

26.8%

27.0%

25.0%

0% 10% 20% 30% 40%

全体n=1,355

男性n=601

女性n=719

 「理想」「現実」共に、「子どもができても、ずっと職業を持つ」と「子どもができたら職業を

やめ、育児が終わったら再び職業を持つ」の 2つが他の項目と比べ割合が高い。また、女性に着

目すると、理想では「子どもができたら職業をやめ、育児が終わったら再び職業を持つ」が 38.2％

と高いが、現実では 26.4%と 11.8 ポイント低くなっている。 

女性は職業を持たない
結婚するまでは、職業を持つ
子どもができるまでは、職業を持つ
子どもができても、ずっと職業を持つ

子どもができたら職業をやめ、育児が終わったら再び職業を持つ
その他
わからない
無回答



27 

 

（12）男性が育児休暇を取得しづらい理由 

【設問】男性が育児休暇を取得しづらい（しない）理由として考えられるもの全てに○をつけてくださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体(複数回答)

52.0%

50.0%

43.6%

37.0%

31.3%

17.8%

17.3%

5.0%

4.4%

2.1%

1.4%

7.9%

52.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

仕事が中断できない

職場に理解がない

経済面が不安

男性が育児休暇を取得する意識がない

職場に制度がない

男性ひとりでの育児に不安がある

近所の目が気になる

仕事を休みたくなかった

男性も育児休暇を取得できることを知らなかった

わからない

その他

特にない

無回答

男性(複数回答)

49.3%

46.8%

40.9%

35.1%

33.1%

19.0%

14.5%

5.8%

4.7%

2.0%

1.7%

5.0%

55.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

仕事が中断できない

職場に理解がない

経済面が不安

男性が育児休暇を取得する意識がない

職場に制度がない

男性ひとりでの育児に不安がある

仕事を休みたくなかった

近所の目が気になる

男性も育児休暇を取得できることを知らなかった

わからない

その他

特にない

無回答
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 「仕事が中断できない」、「職場に理解がない」が 50％を超えているほか、経済面の不安や制度

の不備なども高い値となっていて、職場で男性が育児休暇を取得する意識・環境が整っていない

ことがうかがえる。また、「男性が育児休暇を取得する意識がない」が 43.6％、「男性ひとりでの

育児に不安がある」31.3％など、育児に対する消極的な意見も多くみられる。 

女性(複数回答)

53.7%

50.9%

47.1%

39.6%

30.5%

20.9%

16.4%

4.6%

4.0%

2.4%

1.1%

8.8%

55.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

職場に理解がない

経済面が不安

仕事が中断できない

男性が育児休暇を取得する意識がない

職場に制度がない

男性ひとりでの育児に不安がある

近所の目が気になる

仕事を休みたくなかった

男性も育児休暇を取得できることを知らなかった

わからない

その他

特にない

無回答
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（13）就業状況 

【設問】あなたは現在どのような職業にお就きですか。一つだけ選んで○をつけてください。 

 

 

 

 

 ［就業状況］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ［就業状況（年代別）］ 

 （男性） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

勤め人（管理職の正規社員・職員） 勤め人（管理職以外の正規社員・職員） 勤め人（臨時・パート・派遣・契約社員等）

自営業・家族従事者（農業） 自営業・家族従事者（商業） 自営業・家族従事者（工業）

経営者などの有職者 内職 家事従事者
学生 無職 その他

無回答

6.3%

11.8%

22.4%

29.0%

17.5% 17.2%

7.3%

4.2%

8.3%

2.1%

15.6%

10.6%

20.2%

6.0%

4.6%

5.2%

3.1%

3.7%

3.2%

2.0%

3.0%

1.3%

2.0%

3.7%

0.6%

0.4%

0.7%

0.2%

9.7%

0.3%

0.8%

0.7%

0.7%

22.4%

23.2%

24.3%

1.4%

2.5%

1.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体n=1,355

男性n=601

女性n=719

15.4%

28.6%

5.7%

22.5%

28.8%

32.9%

6.9%

38.5%

69.6%

70.7%

65.7%

65.7%

55.0%

53.8%

30.0%

9.7%

5.7%

5.7%

7.5%

5.7%

30.6%

19.4%

9.7%

10.4%

10.5%

5.7%

5.6%

7.5%

5.0% 5.0%

7.7%

5.7%

10.4%

38.5%

5.7%

5.7%

23.6%

37.3%

60.8%

4.9%

6.0%

10.5%

1.5%

7.3%

0.7%

7.7%

17.4%

7.3%

6.5%

1.9%

2.5%2.9%

2.4%

2.9%

3.3%

1.9%

2.5%

2.9%

2.4%

2.0%

1.5%

6.9%

8.6%

2.9%

1.3%

1.4%

5.7%

0.7%

1.5%

0.7%

4.9%

8.7%

1.9%

4.3%

2.8%

3.3%

1.4%

4.5%

2.8%

2.9%

1.4%

3.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20～24歳n=13

25～29歳n=23

30～34歳n=41

35～39歳n=35

40～44歳n=35

45～49歳n=40

50～54歳n=52

55～59歳n=70

60～64歳n=72

65～69歳n=67

70歳以上n=153
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 （女性） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 男性の 25 歳から 59 歳までは正規職員が 60%以上を占めているが、女性では 25 歳から 29 歳の

55.5％が正規職員としての最大値となっている。また、女性は 30 歳から 39 歳までの間で正規職

員が減少し、家事従事者、無職又は、臨時・パートへの転職が増加している。その後 40 歳代から

就労者が増加していることから、Ｍ字カーブ（女性は結婚、出産を機に退職し、子育てが落ち着

いたころに再就職する人が多く、女性の労働力率が一時低下すること）の存在が確認できる。 

11.1%

5.1%

46.9%

44.4%

43.4%

29.1%

44.2%

35.1%

25.4%

11.5%

38.2%

34.9%

45.6%

28.8%

29.5%

13.4%

10.3%

4.9%

9.0%

10.3%

4.9%

11.9%

4.9%

17.0%

20.0%

9.3%

15.3%

26.2%

23.9%

27.6%

18.5%

15.6%

5.5%

7.0%

10.5%

8.5%

9.8%

25.4%

34.5%

44.9%

4.9%

5.2%

23.6%

3.5%

2.3%

1.8%

5.7%

1.5%

1.7%

0.5%

3.0%

1.7%

28.1%

22.2%

30.2%

1.9%

3.4%

1.8%

2.3%

6.5%

6.8%

3.5%

1.8%

3.1%

1.4%

3.0%

3.4%

5.2%

0.9%

1.5%

0.5%

3.6%

3.4%

3.1%

11.1%

3.8%

11.1%

4.5%

3.1%

1.4%

3.3%

3.4%

3.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20～24歳n=32

25～29歳n=18

30～34歳n=53

35～39歳n=55

40～44歳n=43

45～49歳n=57

50～54歳n=59

55～59歳n=61

60～64歳n=67

65～69歳n=58

70歳以上n=216
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（14）職場における男女平等 

【設問】（勤め人（管理職の正規社員・職員、管理職以外の正規社員・職員）の方のみお答えください。）

あなたの職場では次のようなことがありますか。１～１０までのそれぞれについて、一つだけ

○をつけてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有職者の回答(男性n=245)

42.4%

35.5%

32.7%

31.0%

18.4%

8.2%

4.1%

3.7%

2.0%

44.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

職種にかかわらず、お茶くみなどの雑用は、女性がするこ
とが多い

女性が配属されない職種がある

募集や採用人数で、女性は男性より不利である

女性は昇進、昇格が遅い、または望めない

女性は同期、同年齢で入社した男性との賃金・昇格の差が
ある

女性は同じポストの男性より、研修等の教育を受ける機会
が少ない

家族手当が女性につかない

定年の年齢に男女差がある

女性は結婚すると退職しなくてはいけない、または、職場
結婚をすると退職しなくてはいけない

女性は出産すると退職しなくてはいけない

有職者の回答(全体n=390)

39.2%

35.1%

33.8%

32.6%

20.3%

14.6%

4.1%

3.6%

3.3%

49.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

職種にかかわらず、お茶くみなどの雑用は、女性がするこ
とが多い

女性が配属されない職種がある

女性は昇進、昇格が遅い、または望めない

女性は同期、同年齢で入社した男性との賃金・昇格の差が
ある

募集や採用人数で、女性は男性より不利である

女性は同じポストの男性より、研修等の教育を受ける機会
が少ない

家族手当が女性につかない

定年の年齢に男女差がある

女性は出産すると退職しなくてはいけない

女性は結婚すると退職しなくてはいけない、または、職場
結婚をすると退職しなくてはいけない
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有職者の回答(女性n=141)

39.0%

37.6%

33.3%

27.0%

25.5%

22.7%

6.4%

4.3%

2.8%

58.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

職種にかかわらず、お茶くみなどの雑用は、女性がするこ
とが多い

女性は昇進、昇格が遅い、または望めない

女性は同期、同年齢で入社した男性との賃金・昇格の差が
ある

女性が配属されない職種がある

募集や採用人数で、女性は男性より不利である

家族手当が女性につかない

女性は同じポストの男性より、研修等の教育を受ける機会
が少ない

女性は出産すると退職しなくてはいけない

定年の年齢に男女差がある

女性は結婚すると退職しなくてはいけない、または、職場
結婚をすると退職しなくてはいけない

 「職種にかかわらず、お茶くみなどの雑用は、女性がすることが多い」が 49.5％と約半数を占

めており、前回調査 50.2％から 0.7 ポイント減少したが、職場では性別により役割分担を固定す

る意識が根強く残っていることがうかがえる。また前回調査と比べ「女性は出産すると退職しな

くてはならない」が 8.0％から 3.6％へ 4.4 ポイント減、「女性は結婚すると退職しなくてはいけ

ない、または、職場結婚をすると退職しなくてはいけない」が 9.4％から 3.3％へ 6.1 ポイント減

とＭ字カーブの緩和が着実に進み、「結婚・育児＝退職」という労働環境は改善されてきている。
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（15）就労の継続 

【設問】（全員の方がお答えください。）あなたは、今までに仕事を辞めたり中断したり、あるいは転職

したことがありますか。また、その理由は何ですか。主なもの一つを選んで○をつけてくださ

い。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ［仕事を辞めた、中断した理由］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

29.2%

45.4%

61.6%

48.8%

73.2%

5.8%

10.2%16.7%

9.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体n=1,355

男性n=601

女性n=719

ない ある 無回答

(全体)n=835

14.4%

15.4%

5.3%

9.1%

5.3%

5.0%

6.0%

5.1%

3.7%

2.0%

7.7%

1.7%

0.4%

0.4%

2.4%

5.4%

10.8%

0% 10% 20% 30%

結婚のため

出産・育児のため

自分の健康や体力の問題

高齢になったため

仕事の内容があわなかったため

親や病気の家族の世話のため

労働条件に対する不満があったため

よりよい条件の仕事があったため

長期継続しにくい職場の雰囲気があったため

家業につくため

会社側の都合

配偶者の転勤のため

家族の理解、協力が得にくいため

大学その他で勉強するため

特に理由はない

その他

無回答
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 女性のうち 73.2％が離職を経験しており、そのうち「結婚のため」と「出産・育児のため」で

全体の 45.7%となっている。また、「結婚のため」に離職した女性は前回調査と比べ 13.5 ポイン

トの大幅減少となり、「出産・育児のため」に離職した女性は 5.6 ポイントの減少となっている。

(男性)n=293

1.4%

0.3%

7.5%

12.6%

10.6%

2.7%

10.2%

11.6%

5.5%

3.4%

11.3%

0.0%

0.3%

0.7%

2.7%

10.2%

8.9%

0% 10% 20% 30%

結婚のため

出産・育児のため

自分の健康や体力の問題

高齢になったため

仕事の内容があわなかったため

親や病気の家族の世話のため

労働条件に対する不満があったため

よりよい条件の仕事があったため

長期継続しにくい職場の雰囲気があったため

家業につくため

会社側の都合

配偶者の転勤のため

家族の理解、協力が得にくいため

大学その他で勉強するため

特に理由はない

その他

無回答

(女性)n=526

21.9%

23.8%

4.2%

6.5%

2.3%

6.5%

3.8%

1.7%

2.9%

1.3%

5.5%

2.7%

0.4%

0.2%

1.9%

2.7%

12.0%

0% 10% 20% 30%

結婚のため

出産・育児のため

自分の健康や体力の問題

高齢になったため

仕事の内容があわなかったため

親や病気の家族の世話のため

労働条件に対する不満があったため

よりよい条件の仕事があったため

長期継続しにくい職場の雰囲気があったため

家業につくため

会社側の都合

配偶者の転勤のため

家族の理解、協力が得にくいため

大学その他で勉強するため

特に理由はない

その他

無回答
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（16）家庭での役割の評価 

【設問】「育児・介護などの家庭で担われている役割は社会的にも重要であるため、社会全体で評価し

ていこう」という考えがありますが、あなたは具体的にどのような形で評価することが必要だ

と思いますか。１～５までのそれぞれについて、一つだけ○をつけてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手当の支給や税制上での優遇などで経済的に評価する 表彰などで社会的に評価する

経済的・社会的に評価する必要はない その他

わからない 無回答

(全体)n=1,355

54.2%

60.7%

13.7%

4.9%

34.0%

10.6%

6.3%

34.8%

15.3%

10.8%

10.1%

20.7%

15.4%

19.5%

22.7%

20.8%

15.9%

1.8%

2.7%

1.0%

0.9%

0.8%

0.7%

21.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

育児

介護

育児・介護以外の家事

町内会などの地域活動

(男性)n=601

55.1%

59.6%

13.1%

6.8%

37.9%

11.8%

8.3%

39.6%

17.8%

12.1%

11.0%

20.6%

15.3%

16.0%

18.6%

15.5%

13.8%

4.5%

2.8%

0.3%

0.7%

0.5%

0.7%

17.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

育児

介護

育児・介護以外の家事

町内会などの地域活動
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 「育児」や「介護」では、過半数以上が「手当の支給や税制上での優遇などで経済的に評価」

することが必要と感じているが、「育児・介護以外の家事」は「経済的・社会的に評価する必要は

ない」が 34.8％と最も高くなっている。「町内会などの地域活動」は「表彰などで社会的に評価

する」が 34.0％と最も高くなっている。 

(女性)n=719

54.8%

62.9%

14.7% 31.6%

10.0%

31.8%

13.6%

9.7%

9.5%

21.0%

15.6%

20.7%

24.2%

23.4%

18.2%

3.5%

1.1%

1.3%

4.7%

1.1%

1.0%

1.3%

1.4%

22.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

育児

介護

育児・介護以外の家事

町内会などの地域活動
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（17）メディアにおける性・暴力表現 

【設問】あなたは、テレビ、新聞、雑誌、インターネット、コンピュータゲームなどでのメディアにお

ける性・暴力表現について、問題があると思いますか。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ［年代別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない

そう思わない わからない 無回答

 男女共に「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」の回答が約 60％に達している。ただし、

年代別では 20～24 歳が 40％と他の年代と比べ性・暴力表現についての意識が低くなっている。 

27.7%

27.1%

30.3%

30.9%

30.6%

17.3%

13.5%

18.6%28.9%

3.5%

9.0%

5.9%

4.1%

2.2%

6.3%

14.7%

13.1%

16.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体n=1,355

男性n=601

女性n=719

20.0%

29.3%

22.1%

25.0%

30.0%

31.0%

28.0%

39.0%

26.2%

20.0%

26.8%

39.1%

27.5%

40.7%

36.4%

26.2%

34.9%

22.4%

7.3%

5.3%

5.4%

7.2%

6.2%

9.8%

16.3%

13.5%

15.6%

9.8%

10.5%

14.1%

16.3%

8.0%

10.6%

14.9%

15.1%

30.2%23.2%

37.1% 38.1%

35.8%

2.3%

5.6%

5.7%

6.1%

2.7%

4.1%

10.0%

6.5%

11.6%

12.2%

24.4%

2.3%

4.8%

4.3%

3.8%

4.4%

10.3%

9.9%

15.2%

11.5%

14.7%

14.6%

15.6%

19.6%

3.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20～24歳n=45

25～29歳n=41

30～34歳n=95

35～39歳n=92

40～44歳n=80

45～49歳n=97

50～54歳n=113

55～59歳n=132

60～64歳n=141

65～69歳n=126

70歳以上n=388
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【設問】（前問の問いに対して「そう思う」または「どちらかといえばそう思う」とお答えされた方の

みお答えください。）テレビ、新聞、雑誌、インターネット、コンピュータゲームなどでのメ

ディアにおける性・暴力表現について、どのような点で問題があると思いますか。あてはまる

もの全てに○をつけてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体(複数回答)

62.8%

50.5%

39.4%

26.6%

2.0%

1.5%

2.0%

69.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

そのような表現を望まない人や子どもの目に触れている

社会全体の性に関する道徳観・倫理観が損なわれている

児童に対する性犯罪を助長する

女性の性的側面を過度に強調するなど、女性の人権が侵害されている

女性に対する暴力を助長する

その他

わからない

無回答

男性(複数回答)

61.3%

44.7%

37.2%

25.2%

2.0%

1.7%

2.3%

62.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

社会全体の性に関する道徳観・倫理観が損なわれている

そのような表現を望まない人や子どもの目に触れている

児童に対する性犯罪を助長する

女性の性的側面を過度に強調するなど、女性の人権が侵害されている

女性に対する暴力を助長する

その他

わからない

無回答
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 全ての項目が 25％を超え、メディアにおける「性・暴力表現」について問題があると感じてい

る。特に、女性の「そのような表現を望まない人や子どもの目に触れている」が 75.7％と高い値

となり、無差別に提供される「性・暴力表現」への問題意識が高い結果となっている。 

女性(複数回答)

63.3%

55.1%

41.4%

27.6%

2.1%

1.4%

1.9%

75.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

そのような表現を望まない人や子どもの目に触れている

社会全体の性に関する道徳観・倫理観が損なわれている

児童に対する性犯罪を助長する

女性の性的側面を過度に強調するなど、女性の人権が侵害されている

女性に対する暴力を助長する

その他

わからない

無回答
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【設問】（全員の方がお答えください。）テレビ、新聞、雑誌、インターネット、コンピュータゲームな

どのメディアにおける性・暴力表現について制限をする場合、どのような方法で制限するのが

よいと思いますか。あてはまるもの全てに○をつけてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体(複数回答)

42.3%

33.0%

32.8%

30.3%

25.2%

14.9%

12.2%

2.6%

1.5%

14.7%

44.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

インターネット接続業者によるブロッキング（※１）の実施

メディアや制作会社が加盟している業界団体による自主規制

フィルタリングの設定などによる受信側の制限

メーカーによるフィルタリング（※２）技術の開発

法改正や新しい法律の制定による規制

行政機関による指導・管理体制の強化

有害情報通報相談窓口の活用促進

わからない

特に制限の必要はない

その他

無回答

男性(複数回答)

42.8%

33.1%

31.9%

31.1%

26.5%

14.8%

10.1%

4.3%

1.5%

10.8%

44.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

メディアや制作会社が加盟している業界団体による自主規制

インターネット接続業者によるブロッキング（※１）の実施

法改正や新しい法律の制定による規制

フィルタリングの設定などによる受信側の制限

メーカーによるフィルタリング（※２）技術の開発

行政機関による指導・管理体制の強化

有害情報通報相談窓口の活用促進

わからない

特に制限の必要はない

その他

無回答
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 ※１「ブロッキング」とは、インターネットにアクセスするためのサービスを提供している接続業者
において、有害なサイトへのアクセスを遮断する手法です。 

 ※２「フィルタリング」とは、携帯電話やパソコンなどでインターネットを利用する際に、有害なサ
イト（インターネット上で情報が掲載されている場所）へのアクセス（接続）を制限する機能で
す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「インターネット接続業者によるブロッキングの実施」、「メディアや製作会社が加盟している

業界団体による自主規制」が 40％を超え、情報発信側の規制を求める意見が多い。 

女性(複数回答)

41.0%

34.9%

34.4%

28.1%

24.2%

14.6%

13.5%

1.5%

1.3%

16.7%

45.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

インターネット接続業者によるブロッキング（※１）の実施

メディアや制作会社が加盟している業界団体による自主規制

メーカーによるフィルタリング（※２）技術の開発

フィルタリングの設定などによる受信側の制限

法改正や新しい法律の制定による規制

行政機関による指導・管理体制の強化

有害情報通報相談窓口の活用促進

わからない

その他

特に制限の必要はない

無回答
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（18）女性に関する相談機関の認知度 

【設問】女性が抱えている悩みを相談するところについて、ご存知の機関全てに○をつけてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体(複数回答)

32.0%

22.7%

20.6%

18.6%

15.1%

14.3%

10.6%

7.0%

0.7%

30.6%

42.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

女性被害１１０番（県警察本部）

市民相談室（市）

ＤＶ・児童虐待相談フリーダイヤル（県中央福祉相談センター）

女性の人権ホットライン（法務局）

女性相談（市男女共同参画推進センター）

マザーズコーナー（ハローワーク上越）

配偶者暴力相談支援センター（県女性福祉相談所）

男女平等推進相談室（新潟県）

新潟労働局企画室総合労働相談コーナー

その他の機関

無回答

男性(複数回答)

30.6%

23.5%

18.3%

18.0%

14.1%

13.6%

13.1%

8.8%

0.5%

31.6%

47.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

女性被害１１０番（県警察本部）

市民相談室（市）

ＤＶ・児童虐待相談フリーダイヤル（県中央福祉相談センター）

女性の人権ホットライン（法務局）

女性相談（市男女共同参画推進センター）

マザーズコーナー（ハローワーク上越）

配偶者暴力相談支援センター（県女性福祉相談所）

男女平等推進相談室（新潟県）

新潟労働局企画室総合労働相談コーナー

その他の機関

無回答
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 「女性被害 110 番（県警察本部）」の認知度が男女問わず最も高いが、全体で 42.7％と過半数

に達していなく、女性では 38.9％の認知度にとどまっている。 

女性(複数回答)

33.7%

22.8%

22.3%

19.3%

16.0%

14.7%

8.2%

5.4%

0.8%

28.5%

38.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

女性被害１１０番（県警察本部）

市民相談室（市）

女性の人権ホットライン（法務局）

ＤＶ・児童虐待相談フリーダイヤル（県中央福祉相談センター）

女性相談（市男女共同参画推進センター）

マザーズコーナー（ハローワーク上越）

配偶者暴力相談支援センター（県女性福祉相談所）

男女平等推進相談室（新潟県）

新潟労働局企画室総合労働相談コーナー

その他の機関

無回答
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（19）地域推進員の認知度 

【設問】上越市では、各小学校区に２人ずつ男女共同参画地域推進員を委嘱しています。このことにつ

いて、一つだけ○をつけてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域推進員の役割や、自分の地域の推進員が誰かを知っている

地域推進員の役割は知っているが、自分の地域の推進員が誰かは知らない

地域推進員の役割は知らないが、自分の地域の推進員が誰かは知っている

全く知らない

無回答

 男女共同参画地域推進員自体を知らないが約 70％を占めており、認知度の低さが明らかになっ

た。また、「地域推進員の役割は知っているが、自分の地域の推進員は知らない」も全体で 15.9％

にとどまり、地域における認知度の低さも顕著となっている。 

15.9%

18.8%

13.8%

69.8%

71.0%

70.0%

8.5%

5.8%

9.2%

2.0%

3.3%

4.5% 2.6%

2.3%

2.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体n=1,355

男性n=601

女性n=719
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（20）男女共同参画に関することば及び国・県・市の取組の認知度 

【設問】あなたは、次に掲げるものの名称やことばについてご存知ですか。１～２０のそれぞれについ

て、一つだけ○をつけてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体(複数回答)

17.4%

51.2%

8.6%

9.0%

4.1%

18.4%

14.8%

18.5%

16.5%

10.3%

20.4%

18.3%

7.7%

30.7%

9.0%

13.7%

8.3%

11.7%

19.3%

26.5%

23.8%

24.4%

25.2%

17.8%

21.8%

23.0%

22.5%

28.0%

27.8%

19.3%

8.7%

61.1%

69.7%

74.8%

54.6%

42.0%

45.2%

50.4%

49.7%

48.3%

57.3%

52.3%

70.0%

75.3%

70.8%

46.6%

22.1%

22.8%

41.5%

14.2%

14.6%

17.5%

17.0%

17.1%

18.2%

19.4%

16.6%

16.7%

17.1%

17.3%

17.5%

17.9%

18.0%

17.5%

17.9%

19.3%

16.6%

16.1%

16.2%
6.8%

2.6%

2.4%

3.7%

3.3%

3.3%

4.8%

1.0%

1.0%

1.4%

1.3%

2.2%

3.8%

6.9%

7.0%

2.0%

1.5%

1.8%

5.4%

5.0%

5.5%

5.5%

5.8%

6.9%

2.0%

2.8%

4.0%

8.3%

4.7%

8.8%

4.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男女共同参画社会

ＤＶ…ドメスティック・バイオレンス（配偶者やパートナー等からの暴力）

ポジティブ・アクション（積極的改善措置）

アンペイドワーク（無償労働）

リプロダクティブ・ヘルス／ライツ（性と生殖に関する女性の健康・権利）

ジェンダー（社会的性別）

ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）

上越市男女共同参画都市宣言（市）

上越市男女共同参画基本条例（市）

上越市男女共同参画基本計画（市）

上越市男女共同参画推進センター（市）

上越市女性相談事業（市）

上越市男女共同参画フェスタ（市）

男女共同参画推進情報誌『カスタネット』（市）

市の各種審議会等へのクオータ制導入（市）

ハッピーパートナー企業（県）

男女共同参画社会基本法（国）

男女雇用機会均等法（国）

ＤＶ防止法…配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律（国）

女性差別撤廃条約（国連）

男性(複数回答)

24.0%

50.9%

8.5%

11.1%

20.1%

15.6%

8.0%

18.8%

17.8%

7.3%

11.8%

22.3%

19.0%

9.3%

30.1%

10.3%

14.0%

10.8%

12.6%

19.1%

26.0%

23.8%

23.5%

24.1%

17.0%

19.1%

25.0%

24.1%

30.6%

28.0%

16.5%

8.8%

63.2%

69.6%

77.0%

56.7%

40.9%

45.9%

51.1%

51.2%

51.2%

60.4%

57.7%

74.0%

76.0%

73.7%

45.3%

20.6%

21.6%

41.4%

10.6%

12.1%

14.1%

14.1%

14.6%

14.8%

17.0%

13.0%

13.3%

14.0%

14.3%

14.6%

15.3%

15.0%

14.5%

15.1%

16.1%

12.8%

13.1%

13.3%

4.8%

2.3%

2.3%

4.5%

4.7%

4.7%

6.0%

4.0%

2.3%

1.2%

1.5%

1.2%

0.7%

4.7%

3.2%

2.0%

9.2%

7.2%

6.7%

5.8%

5.7%

5.5%

2.0%

2.3%

2.0%

8.8%

5.2%

7.5%

6.0%

8.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男女共同参画社会

ＤＶ…ドメスティック・バイオレンス（配偶者やパートナー等からの暴力）

ポジティブ・アクション（積極的改善措置）

アンペイドワーク（無償労働）

リプロダクティブ・ヘルス／ライツ（性と生殖に関する女性の健康・権利）

ジェンダー（社会的性別）

ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）

上越市男女共同参画都市宣言（市）

上越市男女共同参画基本条例（市）

上越市男女共同参画基本計画（市）

上越市男女共同参画推進センター（市）

上越市女性相談事業（市）

上越市男女共同参画フェスタ（市）

男女共同参画推進情報誌『カスタネット』（市）

市の各種審議会等へのクオータ制導入（市）

ハッピーパートナー企業（県）

男女共同参画社会基本法（国）

男女雇用機会均等法（国）

ＤＶ防止法…配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律（国）

女性差別撤廃条約（国連）

言葉も内容も知っている 言葉と一部の内容を知っている 言葉は知っている 知らない 無回答
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女性(複数回答)

12.4%

52.7%

9.0%

7.5%

17.4%

14.6%

18.6%

15.6%

9.2%

19.5%

18.2%

31.6%

7.6%

13.8%

11.3%

19.6%

27.8%

24.6%

26.0%

27.1%

19.3%

24.9%

21.6%

21.3%

26.0%

28.2%

21.7%

9.0%

60.5%

71.2%

74.4%

53.7%

43.8%

45.2%

50.5%

49.1%

46.3%

55.1%

48.3%

67.9%

76.1%

69.7%

48.8%

23.6%

24.2%

42.1%

15.7%

15.0%

18.5%

17.7%

17.5%

19.2%

19.9%

18.2%

18.1%

18.2%

18.2%

18.4%

18.6%

19.1%

18.4%

18.6%

20.3%

18.2%

17.0%

17.0%
6.0%

3.5%

2.8%

2.5%

3.1%

2.2%

2.2%

3.9%

1.3%

0.8%

1.3%

1.4%

2.2%

3.8%

6.7%

6.8%

5.8%

2.1%

0.8%

1.5%

5.4%

4.7%

5.3%

4.5%

4.6%

4.9%

1.9%

2.4%

3.5%

6.5%

8.3%

3.9%

10.3%

4.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男女共同参画社会

ＤＶ…ドメスティック・バイオレンス（配偶者やパートナー等からの暴力）

ポジティブ・アクション（積極的改善措置）

アンペイドワーク（無償労働）

リプロダクティブ・ヘルス／ライツ（性と生殖に関する女性の健康・権利）

ジェンダー（社会的性別）

ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）

上越市男女共同参画都市宣言（市）

上越市男女共同参画基本条例（市）

上越市男女共同参画基本計画（市）

上越市男女共同参画推進センター（市）

上越市女性相談事業（市）

上越市男女共同参画フェスタ（市）

男女共同参画推進情報誌『カスタネット』（市）

市の各種審議会等へのクオータ制導入（市）

ハッピーパートナー企業（県）

男女共同参画社会基本法（国）

男女雇用機会均等法（国）

ＤＶ防止法…配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律（国）

女性差別撤廃条約（国連）

 当事業で目指している「男女共同参画社会」について、「言葉も内容も知っている」、「言葉と一

部の内容を知っている」と答えた割合が合わせて 35.9％と、社会的に認知されていないことがう

かがえる。また、関連する言葉や事業についても、「知らない」との回答が 50％を超えるものも

多く、認知度の低さが目立つ。 
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（21）行政の今後の取組 

【設問】「男女共同参画社会」を実現するために、今後、行政はどのようなことに力を入れていくべき

だと思いますか。あてはまるもの全てに○をつけてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体(複数回答)

51.3%

48.4%

31.7%

31.4%

28.6%

27.3%

25.4%

23.9%

21.5%

20.7%

15.2%

14.5%

10.0%

2.0%

1.3%

10.9%

51.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

子育てや介護等でいったん仕事を辞めた人の再就職を支援する

保育の施設・サービスや、高齢者や病人の施設や介護サービスを充実する

子育てや介護中であっても仕事が続けられるよう支援する

労働時間の短縮や在宅勤務の普及など男女共に働き方の見直しを進める

国・地方公共団体の審議会委員や管理職など、政策決定の場に女性を積極的に登用する

学校教育において男女共同参画社会についての学習を充実する

法律や制度の面で見直しを行う

民間企業・団体等の管理職に女性の登用が進むよう支援する

男女の平等と相互の理解や協力について広報・ＰＲする

女性や男性の生き方や悩みに関する相談の場を提供する

従来、女性が少なかった分野（研究者等）への女性の進出を支援する

男女の平等と相互の理解や協力についての学習機会を充実する（参加者が少人数のセミナー

等）

男女の平等と相互の理解や協力についての学習機会を充実する（参加者が１００人規模の講

演会等）

わからない

特にない

その他

無回答

子育てや介護等でいったん仕事を辞めた人の再就職を支
援する
保育の施設・サービスや、高齢者や病人の施設や介護
サービスを充実する
子育てや介護中であっても仕事が続けられるよう支援す
る
労働時間の短縮や在宅勤務の普及など男女共に働き方の
見直しを進める
国・地方公共団体の審議会委員や管理職など、政策決定
の場に女性を積極的に登用する
学校教育において男女共同参画社会についての学習を充
実する
法律や制度の面で見直しを行う

民間企業・団体等の管理職に女性の登用が進むよう支援
する
男女の平等と相互の理解や協力について広報・ＰＲする

女性や男性の生き方や悩みに関する相談の場を提供する

従来、女性が少なかった分野（研究者等）への女性の進
出を支援する
男女の平等と相互の理解や協力についての学習機会を充
実する（参加者が少人数のセミナー等）
男女の平等と相互の理解や協力についての学習機会を充
実する（参加者が１００人規模の講演会等）
わからない

特にない

その他

無回答

男性(複数回答)

47.9%

46.1%

36.3%

33.1%

30.4%

29.3%

26.8%

26.0%

21.6%

20.1%

16.3%

16.0%

8.5%

3.3%

1.5%

8.7%

48.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

子育てや介護等でいったん仕事を辞めた人の再就職を支援する

子育てや介護中であっても仕事が続けられるよう支援する

保育の施設・サービスや、高齢者や病人の施設や介護サービスを充実する

国・地方公共団体の審議会委員や管理職など、政策決定の場に女性を積極的に登用する

学校教育において男女共同参画社会についての学習を充実する

法律や制度の面で見直しを行う

労働時間の短縮や在宅勤務の普及など男女共に働き方の見直しを進める

民間企業・団体等の管理職に女性の登用が進むよう支援する

男女の平等と相互の理解や協力について広報・ＰＲする

女性や男性の生き方や悩みに関する相談の場を提供する

従来、女性が少なかった分野（研究者等）への女性の進出を支援する

男女の平等と相互の理解や協力についての学習機会を充実する（参加者が１００人規模の講

演会等）

男女の平等と相互の理解や協力についての学習機会を充実する（参加者が少人数のセミナー

等）

わからない

特にない

その他

無回答

子育てや介護等でいったん仕事を辞めた人の再就職を支
援する
子育てや介護中であっても仕事が続けられるよう支援す
る
保育の施設・サービスや、高齢者や病人の施設や介護
サービスを充実する
国・地方公共団体の審議会委員や管理職など、政策決定
の場に女性を積極的に登用する
学校教育において男女共同参画社会についての学習を充
実する
法律や制度の面で見直しを行う

労働時間の短縮や在宅勤務の普及など男女共に働き方の
見直しを進める
民間企業・団体等の管理職に女性の登用が進むよう支援
する
男女の平等と相互の理解や協力について広報・ＰＲする

女性や男性の生き方や悩みに関する相談の場を提供する

従来、女性が少なかった分野（研究者等）への女性の進
出を支援する
男女の平等と相互の理解や協力についての学習機会を充
実する（参加者が１００人規模の講演会等）
男女の平等と相互の理解や協力についての学習機会を充
実する（参加者が少人数のセミナー等）
わからない

特にない

その他

無回答



48 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性(複数回答)

55.2%

49.4%

34.6%

28.0%

25.5%

24.9%

24.9%

22.7%

22.0%

21.1%

14.7%

13.4%

11.0%

1.3%

1.0%

11.5%

56.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

保育の施設・サービスや、高齢者や病人の施設や介護サービスを充実する

子育てや介護等でいったん仕事を辞めた人の再就職を支援する

子育てや介護中であっても仕事が続けられるよう支援する

労働時間の短縮や在宅勤務の普及など男女共に働き方の見直しを進める

国・地方公共団体の審議会委員や管理職など、政策決定の場に女性を積極的に登用する

学校教育において男女共同参画社会についての学習を充実する

法律や制度の面で見直しを行う

民間企業・団体等の管理職に女性の登用が進むよう支援する

男女の平等と相互の理解や協力について広報・ＰＲする

女性や男性の生き方や悩みに関する相談の場を提供する

従来、女性が少なかった分野（研究者等）への女性の進出を支援する

男女の平等と相互の理解や協力についての学習機会を充実する（参加者が少人数のセミナー

等）

男女の平等と相互の理解や協力についての学習機会を充実する（参加者が１００人規模の講

演会等）

わからない

その他

特にない

無回答

保育の施設・サービスや、高齢者や病人の施設や介護
サービスを充実する
子育てや介護等でいったん仕事を辞めた人の再就職を支
援する
子育てや介護中であっても仕事が続けられるよう支援す
る
労働時間の短縮や在宅勤務の普及など男女共に働き方の
見直しを進める
国・地方公共団体の審議会委員や管理職など、政策決定
の場に女性を積極的に登用する
学校教育において男女共同参画社会についての学習を充
実する
法律や制度の面で見直しを行う

民間企業・団体等の管理職に女性の登用が進むよう支援
する
男女の平等と相互の理解や協力について広報・ＰＲする

女性や男性の生き方や悩みに関する相談の場を提供する

従来、女性が少なかった分野（研究者等）への女性の進
出を支援する
男女の平等と相互の理解や協力についての学習機会を充
実する（参加者が少人数のセミナー等）
男女の平等と相互の理解や協力についての学習機会を充
実する（参加者が１００人規模の講演会等）
わからない

その他

特にない

無回答

 子育て、介護、仕事の両立や再就職の支援を求める意見が多い。また、セミナーや講演会など

の学習機会の充実については 10.0％～14.5％と他の項目と比べ低い結果となった。意識啓発より

も行政サービス、支援の充実や拡充を求める意見が多い。 
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（22）講演会等の開催日時 

【設問】講演会等を行う場合に、あなたが最も参加しやすいと思う日時について、一つだけ○をつけて

ください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体n=1,355

7.0%

11.8%

9.0%

24.7%

25.0%

5.8%

9.0%

6.5%

18.4%

16.8%

15.9%

11.2%

14.0%

15.5%

12.4%

9.8%

9.7%

8.8%

11.6%

9.6%

10.7%

13.9%

7.9%

5.9%

14.3%

5.6%

11.4%

7.5%

5.9%

12.8%

9.6%

6.5%

4.9%

5.8%

4.3%

8.5%

11.4%

9.0%

26.5%

5.1%

2.7%

3.1%

16.3%

19.8%

19.2%

2.1%

11.6%

10.7%

10.7%

12.8%

15.5%

10.2%

3.4%

7.5%

2.6%

1.1%

1.2%

4.5%

2.7%

2.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代n=86

30歳代n=187

40歳代n=177

50歳代n=245

60歳代n=267

70歳代以上n=388

平日の１０時から１２時 平日の１３時から１８時 平日の１８時から２０時

土曜日の１０時から１２時 土曜日の１３時から１８時 土曜日の１８時から２０時

日曜日、祝日の１０時から１２時 日曜日、祝日の１３時から１８時 日曜日、祝日の１８時から２０時

無回答

男性n=601

12.2%

19.0%

8.3%

6.7%

15.8%

17.6%

22.1%

15.8%

11.1%

14.5%

10.7%

9.0%

13.7%

11.1%

9.2%

5.3%

10.7%

6.5%

7.2%

17.2%

8.6%

13.1%

10.1%

5.2%

22.2%

8.0%

8.2%

5.0%

5.6%

10.7%

13.9%

10.1%

22.2%

2.5%

2.8%

4.0%

2.5%

3.9%

20.0%

22.4%

22.2%

7.2%

12.0%

13.2%

11.1%

2.6%

16.0%

21.1%

13.9%

7.9%

4.6%

2.8%

3.9%

6.7%

0.8%

2.2%

3.3%

3.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代n=36

30歳代n=76

40歳代n=75

50歳代n=122

60歳代n=139

70歳代以上n=153
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女性n=719

10.0%

18.5%

6.0%

15.0%

38.4%

29.6%

11.0%

10.0%

20.8%

16.2%

10.0%

6.4%

16.0%

16.7%

14.0%

10.8%

5.6%

6.5%

20.0%

9.3%

15.0%

17.5%

9.6%

5.1%

11.7% 9.2%

6.5%

6.0%

11.0%

5.0%

4.8%

6.0%

6.0%

9.2%

7.2%

29.2%

1.9%

4.0%

0.5%

12.0%

18.5%

18.0%

2.4%

1.9%

12.0%

9.3%

10.0%

4.8%

12.0%

12.0%

6.0%

2.8%

7.4%

1.9%

1.7%

3.0%

1.9%

2.0%

4.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代n=50

30歳代n=108

40歳代n=100

50歳代n=120

60歳代n=125

70歳代以上n=216

 男女共に、20 歳代から 50 歳代は平日の 18 時から 20 時まで、60 歳代以上は平日の 10 時から

18 時の間が比較的多い傾向にある。女性の 20 歳代から 50 歳代はこれに加え土曜日の 10 時から

18 時までとする回答も多い。 
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（23）市の取組について 

【設問】上越市では、男女共同参画基本計画を策定しています。基本計画は、２２年度において第１次

計画が終了し、第２次計画の策定を行うこととしていますが、第１次計画に引き続きより一層

推進することが必要と思うもの３つに○をつけてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体(複数回答)

28.0%

20.1%

16.0%

12.0%

11.7%

10.7%

9.0%

8.3%

7.3%

6.9%

6.3%

4.1%

3.8%

3.6%

3.2%

2.0%

1.9%

1.4%

0.5%

32.1%

39.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

地域における子育てや介護の支援など安心して暮らせる環境の整備

職業生活と家庭生活が両立できる就業環境の整備

男女平等の視点に立った社会制度・慣行の見直し

労働の場における男女の均等な機会と待遇の確保

女性に対するあらゆる暴力の根絶

生涯を通じた女性の健康支援

個人の尊厳の尊重と男女の固定的役割分担意識の解消

学校等における男女平等教育の強化

女性人材の積極的な育成

男女平等と個の確立をめざした生涯学習の推進

企業、団体、学校、地域等における方針決定の場への女性の参画促進

家庭生活における一人ひとりの自立の推進

女性の能力開発・育成と発揮のための支援

メディアにおける女性の人権の尊重

市の施策･方針決定過程への女性の参画拡大

地域社会への男女共同参画の促進

国際社会の男女平等に向けた取組の理解・促進

農林水産業に従事する女性の社会的・経済的地位の向上

リプロダクティブ・ヘルス／ライツ(性と生殖に関する健康／権利)に関する意識の浸透

商工自営業に従事する女性の経営等への参画

無回答

地域における子育てや介護の支援など安心して暮らせる
環境の整備
職業生活と家庭生活が両立できる就業環境の整備

男女平等の視点に立った社会制度・慣行の見直し

労働の場における男女の均等な機会と待遇の確保

女性に対するあらゆる暴力の根絶

生涯を通じた女性の健康支援

個人の尊厳の尊重と男女の固定的役割分担意識の解消

学校等における男女平等教育の強化

女性人材の積極的な育成

男女平等と個の確立をめざした生涯学習の推進

企業、団体、学校、地域等における方針決定の場への女
性の参画促進
家庭生活における一人ひとりの自立の推進

女性の能力開発・育成と発揮のための支援

メディアにおける女性の人権の尊重

市の施策･方針決定過程への女性の参画拡大

地域社会への男女共同参画の促進

国際社会の男女平等に向けた取組の理解・促進

農林水産業に従事する女性の社会的・経済的地位の向上

リプロダクティブ・ヘルス／ライツ(性と生殖に関する健
康／権利)に関する意識の浸透
商工自営業に従事する女性の経営等への参画

無回答

男性(複数回答)

24.6%

23.6%

15.1%

11.5%

11.1%

9.8%

8.5%

8.5%

7.7%

6.5%

5.8%

5.5%

5.3%

4.2%

3.3%

3.0%

2.5%

1.7%

0.5%

33.6%

32.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

地域における子育てや介護の支援など安心して暮らせる環境の整備

職業生活と家庭生活が両立できる就業環境の整備

男女平等の視点に立った社会制度・慣行の見直し

労働の場における男女の均等な機会と待遇の確保

女性に対するあらゆる暴力の根絶

学校等における男女平等教育の強化

個人の尊厳の尊重と男女の固定的役割分担意識の解消

男女平等と個の確立をめざした生涯学習の推進

企業、団体、学校、地域等における方針決定の場への女性の参画促進

女性人材の積極的な育成

生涯を通じた女性の健康支援

市の施策･方針決定過程への女性の参画拡大

地域社会への男女共同参画の促進

家庭生活における一人ひとりの自立の推進

メディアにおける女性の人権の尊重

女性の能力開発・育成と発揮のための支援

国際社会の男女平等に向けた取組の理解・促進

農林水産業に従事する女性の社会的・経済的地位の向上

リプロダクティブ・ヘルス／ライツ(性と生殖に関する健康／権利)に関する意識の浸透

商工自営業に従事する女性の経営等への参画

無回答

地域における子育てや介護の支援など安心して暮らせる
環境の整備
職業生活と家庭生活が両立できる就業環境の整備

男女平等の視点に立った社会制度・慣行の見直し

労働の場における男女の均等な機会と待遇の確保

女性に対するあらゆる暴力の根絶

学校等における男女平等教育の強化

個人の尊厳の尊重と男女の固定的役割分担意識の解消

男女平等と個の確立をめざした生涯学習の推進

企業、団体、学校、地域等における方針決定の場への女
性の参画促進
女性人材の積極的な育成

生涯を通じた女性の健康支援

市の施策･方針決定過程への女性の参画拡大

地域社会への男女共同参画の促進

家庭生活における一人ひとりの自立の推進

メディアにおける女性の人権の尊重

女性の能力開発・育成と発揮のための支援

国際社会の男女平等に向けた取組の理解・促進

農林水産業に従事する女性の社会的・経済的地位の向上

リプロダクティブ・ヘルス／ライツ(性と生殖に関する健
康／権利)に関する意識の浸透
商工自営業に従事する女性の経営等への参画

無回答
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 「地域における子育てや介護の支援など安心して暮らせる環境の整備」を必要とする回答が

39.7％と最も高く、10％を超えた項目は 20 項目中 7項目となった。就業環境や慣行の見直し、待

遇や意識面での改善など、性差に関する広範な分野での推進が求められていると考えられる。 

女性(複数回答)

32.0%

17.7%

17.2%

16.7%

12.5%

12.0%

9.3%

7.5%

7.2%

6.7%

5.8%

5.0%

3.8%

1.9%

1.5%

1.5%

1.3%

1.1%

0.6%

28.4%

46.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

地域における子育てや介護の支援など安心して暮らせる環境の整備

職業生活と家庭生活が両立できる就業環境の整備

男女平等の視点に立った社会制度・慣行の見直し

労働の場における男女の均等な機会と待遇の確保

生涯を通じた女性の健康支援

女性に対するあらゆる暴力の根絶

個人の尊厳の尊重と男女の固定的役割分担意識の解消

女性人材の積極的な育成

学校等における男女平等教育の強化

家庭生活における一人ひとりの自立の推進

男女平等と個の確立をめざした生涯学習の推進

企業、団体、学校、地域等における方針決定の場への女性の参画促進

女性の能力開発・育成と発揮のための支援

メディアにおける女性の人権の尊重

市の施策･方針決定過程への女性の参画拡大

農林水産業に従事する女性の社会的・経済的地位の向上

地域社会への男女共同参画の促進

国際社会の男女平等に向けた取組の理解・促進

リプロダクティブ・ヘルス／ライツ(性と生殖に関する健康／権利)に関する意識の浸透

商工自営業に従事する女性の経営等への参画

無回答

地域における子育てや介護の支援など安心して暮らせる
環境の整備
職業生活と家庭生活が両立できる就業環境の整備

男女平等の視点に立った社会制度・慣行の見直し

労働の場における男女の均等な機会と待遇の確保

生涯を通じた女性の健康支援

女性に対するあらゆる暴力の根絶

個人の尊厳の尊重と男女の固定的役割分担意識の解消

女性人材の積極的な育成

学校等における男女平等教育の強化

家庭生活における一人ひとりの自立の推進

男女平等と個の確立をめざした生涯学習の推進

企業、団体、学校、地域等における方針決定の場への女
性の参画促進
女性の能力開発・育成と発揮のための支援

メディアにおける女性の人権の尊重

市の施策･方針決定過程への女性の参画拡大

農林水産業に従事する女性の社会的・経済的地位の向上

地域社会への男女共同参画の促進

国際社会の男女平等に向けた取組の理解・促進

リプロダクティブ・ヘルス／ライツ(性と生殖に関する健
康／権利)に関する意識の浸透
商工自営業に従事する女性の経営等への参画

無回答
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（24）その他、自由記入など 

【問１０】家庭での夫婦の役割分担について、どうあるべきだと思いますか。 

（理想） 

お住まい 回答 性別 年齢 世帯 職業 

牧区 夫も妻も仕事をして手のあいた方が家事をする。 女性 60～64歳 親と子 自営（商業） 

大潟区 夫、妻のいずれかが外で働き、他の一方が家で働くのが良い。 男性 60～64歳 親と子 自営（商業） 

合併前上越市 夫が主に仕事をし、夫婦で家事等をする。 女性 40～44歳 親と子 管理職以外の勤め人

合併前上越市 夫も妻も仕事をし、使用人が家事をする。 女性 40～44歳 親と子 無職 

合併前上越市 得意とする事を話し合って担当する 女性 50～54歳 親と子 管理職の勤め人 

合併前上越市 お互いの特性を生かした仕事、家事の分担を 女性 50～54歳 親と子 家事従事者 

合併前上越市 子どもの躾・教育は両親の義務 女性 70歳以上 家族なし － 

－ 夫は主に仕事をし、共に家事等をする 男性 25～29歳 家族なし 管理職以外の勤め人

（現実） 

お住まい 回答 性別 年齢 世帯 職業 

牧区 夫も妻も仕事をし、夫と妻の出来に家事を分担する。 男性 50～54歳 親と子と孫 管理職の勤め人 

大潟区 同居している妻の母親が主に家事をしている 男性 35～39歳 親と子 パートなど 

三和区 学生なのでまだ現実感がないです。 男性 20～24歳 その他 学生 

名立区 祖母が家事をする 女性 40～44歳 親と子 管理職の勤め人 

合併前上越市 女性が求める社会的地位を、現実には女性が希望していな

い。 

男性 40～44歳 親と子 経営者など 

合併前上越市 夫も妻も仕事しないで、共に家事等をする。 男性 55～59歳 その他 無職 

合併前上越市 学校の行事などは協力してくれる 女性 40～44歳 その他 パートなど 

 

【問１２】あなたが、女性の人権が尊重されていないと感じるのは、どのようなときでしょうか。 

お住まい 回答 性別 年齢 世帯 職業 

大島区 行事・祭事事あった時。女性ばかり立ち働かなくてはいけな

い時。正月等、女性だけゆっくりできない。 

女性 45～49歳 家族なし 管理職以外の勤め人

柿崎区 会議上で女性の発言権（指名しない、時間を与えない）。日

曜のテレビ番組や当主討論での社民党党首の扱い。 

女性 70歳以上 家族なし 無職 

大潟区 わからない 女性 40～44歳 親と子 管理職以外の勤め人

大潟区 賃金 女性 45～49歳 親と子 パートなど 

大潟区 雇用 女性 45～49歳 親と子 パートなど 

頸城区 「女のくせに」と言う言葉 女性 55～59歳 その他 管理職以外の勤め人

板倉区 選挙（女は参加できないから） 男性 40～44歳 親と子 管理職以外の勤め人

板倉区 設問がおかしいのでは？男女関係なく同じような事がなさ

れた場合、男性の人権も尊重されていないのでは？又、当事

者の意識しだいなのではないか？ 

女性 50～54歳 親と子と孫 自営（商業） 

清里区 最近の女性は肌を露出しすぎるスタイルだから特に良くな

い。もっとつつましく女性らしく。男を自らさそうような服

装は良くない。 

女性 70歳以上 親と子 家事従事者 

三和区 人権が尊重されているかでなく、総じて権利を主張し、理解

が欠如している。 

男性 70歳以上 親と子と孫 無職 

合併前上越市 会社での出世 男性 20～24歳 その他 学生 

合併前上越市 給与の差、昇進等、就職率、就職体系 男性 30～34歳 親と子と孫 管理職以外の勤め人

合併前上越市 職場等の待遇 男性 35～39歳 親と子 管理職の勤め人 

合併前上越市 職場内の出世等 男性 35～39歳 親と子 管理職以外の勤め人

合併前上越市 「女性の人権が尊重されていない」と声高きに叫ぶ人をみた

とき 

男性 40～44歳 親と子 管理職以外の勤め人

合併前上越市 質問自体が女性側からの質問で馬鹿げている。 男性 40～44歳 － パートなど 

合併前上越市 社会的な場はほとんどが男女平等になっているが、日本古来

の風習等で男尊女卑的ものも残っている。 

男性 50～54歳 親と子 管理職の勤め人 
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お住まい 回答 性別 年齢 世帯 職業 

合併前上越市 仕事場のお客様から女には仕事を任せられないと断られる。

（年配の男性より） 

女性 20～24歳 その他 管理職以外の勤め人

合併前上越市 男性の暴力行為、偉そうな態度 女性 30～34歳 家族なし 管理職以外の勤め人

合併前上越市 法事等でのお茶くみ・配膳。悲しみの頂点の方（つれあいを

亡くされた）なのに、葬式中参列者にお茶を用意していると

き 

女性 30～34歳 夫婦のみ 家事従事者 

合併前上越市 女性は嫁として家に入るべき、嫁は労働力と夫の母、親戚か

ら言われるとき。夫婦別姓がみとめられていないこと。 

女性 30～34歳 親と子 管理職以外の勤め人

合併前上越市 共働きであっても、家事は女性がするものという風潮があっ

たり、そういったことを感じたりする時。 

女性 30～34歳 親と子 管理職以外の勤め人

合併前上越市 男性と同等収入の職が少ない 女性 30～34歳 親と子 パートなど 

合併前上越市 出産などが会社内にて当たり前の事として思われていない。 女性 30～34歳 親と子 無職 

合併前上越市 仕事で、女性のくせに……みたいな態度をとられる 女性 35～39歳 家族なし パートなど 

合併前上越市 産休・育休取得にかかわる職場の地位、子育て中にかかわる

年休や休暇取得の不利益と周囲の理解不足 

女性 40～44歳 親と子 管理職以外の勤め人

合併前上越市 目に入ってくるものは現代の中で仕方がなく、個人の道徳の

問題と思います。 

女性 40～44歳 その他 管理職以外の勤め人

合併前上越市 今の世の中は男性の方がやりにくいところが目立つ様に思

う。1～8の事柄も女性が武器に女性がそうさせている様に

思う。 

女性 45～49歳 親と子 パートなど 

合併前上越市 老人の男尊女卑の考え方 女性 50～54歳 親と子 パートなど 

合併前上越市 女性ほど同性に対し非常に厳しい。 女性 50～54歳 親と子 自営（農業） 

合併前上越市 夫婦でいるのに、妻を無視してしゃべる男性に会った時 女性 60～64歳 夫婦のみ 家事従事者 

合併前上越市 夫の反社会的行為をその妻のせいにする風潮がある 女性 70歳以上 夫婦のみ 無職 

合併前上越市 職場、家庭内でもまだまだ不平等が多すぎる。女性にも反省

してもらいたい。 

女性 70歳以上 夫婦のみ － 

合併前上越市 言葉遣い＝女のざまして。女のくせに。女みたいな奴だ。女

になんか負けてたまるか。 

女性 70歳以上 親と子と孫 無職 

合併前上越市 集会等で主義主張する女性を敬遠する男性が多い 女性 70歳以上 親と子と孫 その他 

合併前上越市 昔ながらの風習による発言 女性 70歳以上 その他 無職 

合併前上越市 よその扱い － 50～54歳 家族なし 無職 

 

【問１６】今後女性がもっと増えるほうがよいと思う職業や役職をお教えください。 

お住まい 回答 性別 年齢 世帯 職業 

柿崎区 現場の仕事にも進出すべき 男性 60～64歳 夫婦のみ パートなど 

柿崎区 男性女性の問題でなく、それぞれの特性、個別の能力による

ものだと思う。 

男性 70歳以上 夫婦のみ 無職 

大潟区 白バイは?! 男性 25～29歳 その他 その他 

大潟区 医師 男性 60～64歳 その他 無職 

頸城区 女性だろうと、男性だろうと実力とやる気がなければダメ!!。

増えるほうがいいとか考えが違うと思う。 

男性 40～44歳 親と子 自営（工業） 

板倉区 質問に疑問を感じる。 男性 55～59歳 親と子 管理職の勤め人 

清里区 ここ一番となる決断力はやはり男性の方が冷静になれると

思うのでどんな場合でも。 

女性 70歳以上 親と子 家事従事者 

三和区 女性が増えるほうがいいとはかぎらない。 男性 40～44歳 親と子と孫 管理職以外の勤め人

三和区 人格、識見が優れて入れば、上記の職種、職業、役職に進出

する２は望ましい。数の問題ではない。 

男性 70歳以上 親と子と孫 無職 

合併前上越市 医者。特に女性患者の多い分野 男性 20～24歳 その他 学生 

合併前上越市 適していれば本人の自由 男性 30～34歳 親と子 管理職以外の勤め人

合併前上越市 女性の社会進出は様々な面で望ましいことだと思う。家庭や

地域とのバランスが難しいが。 

男性 30～34歳 親と子と孫 管理職以外の勤め人

合併前上越市 どんな職業でも男女が偏っているのはおかしい。 男性 35～39歳 親と子 管理職の勤め人 

合併前上越市 ・どの職業も男女の差は無くし、女性の多くが役職に就いて

も良い。 

・役職に就くのは責任も付くのであるから、男女の差は無く

なる。 

男性 60～64歳 その他 管理職以外の勤め人
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お住まい 回答 性別 年齢 世帯 職業 

合併前上越市 野球、特に高校野球 男性 65～69歳 親と子と孫 パートなど 

合併前上越市 カウンセラーアドバイザーなど、女性、ママ目線で。 女性 20～24歳 その他 管理職以外の勤め人

合併前上越市 企業の人事課 女性 25～29歳 夫婦のみ 家事従事者 

合併前上越市 一般企業 女性 35～39歳 親と子 管理職以外の勤め人

合併前上越市 全てにおいて男女に差をつけるべきではない。能力があれば

能力に見合った役職に就くべき。 

女性 35～39歳 親と子 家事従事者 

合併前上越市 全体的に色々な職種において増えていけばよいと思う。 女性 35～39歳 親と子 無職 

合併前上越市 能力のある人間ならNo.6～12全てにおいて、女性も増える

べきだと思う。 

女性 40～44歳 親と子 家事従事者 

合併前上越市 医師 女性 40～44歳 親と子と孫 パートなど 

合併前上越市 校長 女性 50～54歳 親と子と孫 管理職以外の勤め人

合併前上越市 長として上に立つ方は、昔も今も男性が望ましいと思いま

す。その下の補佐は女性がいればいいと思います。 

女性 65～69歳 親と子と孫 管理職の勤め人 

合併前上越市 女のお医者さん 女性 70歳以上 家族なし 無職 

合併前上越市 男女共に同じ様にしたい 女性 70歳以上 親と子 － 

合併前上越市 女性が先頭に立って1から12迄の仕事をすると家庭がだめ

になる原因。 

女性 70歳以上 親と子と孫 無職 

合併前上越市 小・中・高等学校の校長 女性 70歳以上 親と子と孫 無職 

 

【問１７】あなたは学校生活の中で、男女で差別するようなことを言われたり、経験したことがありま

すか。 

お住まい 回答 性別 年齢 世帯 職業 

牧区 時代がちがってわからない 女性 70歳以上 夫婦のみ 自営（農業） 

柿崎区 高校進路を選ぶ時母親に女子だから、洋裁を身につけなさい

と言われた。 

女性 60～64歳 親と子と孫 自営（商業） 

大潟区 性教育を男女別に受けた 女性 45～49歳 親と子 パートなど 

頸城区 小1の1学期だけ男女で、あとは別。 女性 70歳以上 家族なし 無職 

板倉区 戦争中で無我夢中で学生時代を過ごしました。 女性 70歳以上 家族なし － 

清里区 男子の次ぎ女子と名簿があってもいいと思う。特にこだわる

必要なし。 

女性 70歳以上 親と子 家事従事者 

合併前上越市 性の指導など、内容によっては別々にした方（区別した方）

がいい場合もある。 

男性 30～34歳 親と子と孫 管理職以外の勤め人

合併前上越市 金がなく進学出来なかった 男性 70歳以上 夫婦のみ 無職 

合併前上越市 戦時中なので男は専ら軍事教練のみ食事のことなど全くし

ない。現在料理等不可。 

男性 70歳以上 親と子と孫 無職 

合併前上越市 「女子はこの教室から出て行きなさい！」と突然高校教師に

言われた。 

女性 40～44歳 親と子と孫 自営（農業） 

合併前上越市 廊下に立たされた。忘れものはとりにやらされた。 女性 60～64歳 親と子と孫 その他 

合併前上越市 昔の事なので 女性 60～64歳 その他 無職 

合併前上越市 昭和初期の教育を受けている者で何も言えない 女性 70歳以上 家族なし － 

合併前上越市 昭和20年～30年代の世相として仕方が無かったと思う。 女性 70歳以上 親と子と孫 その他 

合併前上越市 初経教育は女子のみが集合して授業を受けました － 70歳以上 夫婦のみ 家事従事者 

 

【問１８】PTAや町内会などの地域団体の役割の長に女性が就くことの妨げになっている主な原因は

何だと思いますか。 

お住まい 回答 性別 年齢 世帯 職業 

浦川原区 他地域で育ってきている。文化、風習が違う。 男性 60～64歳 親と子と孫 パートなど 

柿崎区 妨げになっていない。女性自身がやりたがらないと思う。 男性 45～49歳 親と子 管理職以外の勤め人

柿崎区 人柄、特性を適切、正当に判断できる社会になっていないこ

と。 

男性 70歳以上 夫婦のみ 無職 

大潟区 封建的な世界と考えが多いから 男性 30～34歳 親と子 管理職の勤め人 

大潟区 その様な事はないと思っている。 男性 50～54歳 親と子と孫 管理職以外の勤め人
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お住まい 回答 性別 年齢 世帯 職業 

大潟区 女性が役員の仕事を優先しようとすると、職場や家族から文

句を言われる。 

女性 45～49歳 親と子 パートなど 

大潟区 現在はむしろ女性の方が役員になりたがっているように見

えるが？ 

女性 60～64歳 親と子 自営（農業） 

中郷区 女が出てくる場所ではないように町内会長がいう。出て行き

づらく役は男ばかり。その町内会長も自分のいうことを通そ

うとする。 

女性 30～34歳 親と子 パートなど 

清里区 夜の会合など男性は何から何まで体力があると思う。 女性 70歳以上 親と子 家事従事者 

三和区 男性はどこかで女性を自分より下に見ている部分があると

思う。 

男性 45～49歳 その他 管理職以外の勤め人

三和区 町内会について、若年層は子育て、仕事で忙しく、仕事をし

ていない老人中心で運営されている。高齢者は男女平等の観

念がずれている。 

女性 45～49歳 親と子 パートなど 

合併前上越市 組織をまとめる力が基本的にないから。（社会経験がある人

が少ないためか？） 

男性 30～34歳 夫婦のみ 管理職以外の勤め人

合併前上越市 「男性が長」という考えが根強いから。 男性 30～34歳 親と子と孫 管理職以外の勤め人

合併前上越市 本質的に女性よりも男性の方が長に向いているから。こうい

うことを言うと男女差別とすぐ批判する風潮が逆に怖い。女

性は男性よりも弱い。それなのに男女平等といって無理に長

をさせることが問題。 

男性 40～44歳 － － 

合併前上越市 女性は感情が先にくる事が多い 男性 55～59歳 その他 管理職以外の勤め人

合併前上越市 日本の民族的歴史から来ている。今後はこのような障害無い

ようにしていかなくてはこの問題を問う皆様の機関でも同

じ事をしていますよ。 

男性 60～64歳 その他 管理職以外の勤め人

合併前上越市 まだ全体的に男性優先になっている 男性 65～69歳 親と子と孫 － 

合併前上越市 今後ますます細やかな配慮が必要になってくるので、女性の

長が必要と思う。 

男性 70歳以上 夫婦のみ その他 

合併前上越市 今は女の方も増えてきているように思います。（PTAは） 女性 20～24歳 その他 管理職以外の勤め人

合併前上越市 男性の側に女性に任せるという意識がないから 女性 30～34歳 親と子 管理職以外の勤め人

合併前上越市 女性が役員の長になることができる状況にない。配慮が足り

ない。（会合の時間や仕組み） 

女性 35～39歳 親と子 管理職以外の勤め人

合併前上越市 女性が長につくと、男性が協力しない。バカにすることがあ

る。 

女性 40～44歳 親と子 管理職以外の勤め人

合併前上越市 年配男性の理解が乏しかったりする場合がある。出来る範囲

や分担で女性も長になり、まとめる事が出来る。 

女性 40～44歳 その他 管理職以外の勤め人

合併前上越市 時間がない場合もあると思います。 女性 70歳以上 親と子 無職 

合併前上越市 学歴もなく、指導力もないので無理 女性 70歳以上 その他 無職 

 

【問１９】女性が職業を持つことについて、望ましい姿だと考えるものを教えてください。 

（理想） 

お住まい 回答 性別 年齢 世帯 職業 

柿崎区 5において「やめる」間の収入保障がある。 男性 70歳以上 夫婦のみ 無職 

大潟区 子育て期間は休職でき、子育てが終わったら復職できるとよ

い。 

女性 60～64歳 親と子 自営（農業） 

頸城区 共働きをしなくても良い状況（経済面）であれば家事、育児

をする。 

女性 45～49歳 親と子 管理職以外の勤め人

頸城区 本人の意志（育児に専念したいか、仕事を続けたいか） 女性 55～59歳 親と子と孫 家事従事者 

三和区 子どもができたら育児休業又は時間短縮で仕事をする。 女性 45～49歳 親と子 パートなど 

合併前上越市 夫婦で相談して決める。 男性 35～39歳 親と子 管理職の勤め人 

合併前上越市 その女性が選べる（仕方なく働く、仕方なく退職するとなら

ない方がいいな） 

男性 35～39歳 親と子 管理職以外の勤め人

合併前上越市 働く気があれば働けばいい。そうでなければ働かなくてもよ

い。 

男性 40～44歳 親と子 管理職以外の勤め人

合併前上越市 本人の意志のままに 男性 55～59歳 その他 管理職以外の勤め人

合併前上越市 育休が3歳まであり、会社に保育園が設立されている。 女性 20～24歳 その他 管理職以外の勤め人

合併前上越市 本人の希望 女性 50～54歳 親と子 無職 
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お住まい 回答 性別 年齢 世帯 職業 

合併前上越市 ４．に完全な子育てサポート体制があること 女性 60～64歳 夫婦のみ 家事従事者 

合併前上越市 子どもは母の愛情が大事 女性 70歳以上 親と子と孫 無職 

（現実） 

お住まい 回答 性別 年齢 世帯 職業 

安塚区 現在育児中で無職 男性 35～39歳 親と子 管理職以外の勤め人

中郷区 いったん辞めたら、今の世の中就職困難となる。 女性 60～64歳 その他 無職 

合併前上越市 仕事がない 男性 35～39歳 その他 管理職の勤め人 

合併前上越市 就業に対する、女性自身の考え方 男性 40～44歳 親と子 経営者など 

合併前上越市 新婚ですが、就活しても「お子さんの予定は？」と聞かれ、

落ちる。 

女性 25～29歳 夫婦のみ 家事従事者 

合併前上越市 その時々の環境により変化する。育児、介護等家族構成によ

り変化。 

女性 50～54歳 親と子 家事従事者 

合併前上越市 子どもがいなく、職業を続けた。 女性 55～59歳 夫婦のみ 無職 

 

【問２０】男性が育児休暇を取得しづらい（しない）理由として考えられるものを教えてください。 

お住まい 回答 性別 年齢 世帯 職業 

浦川原区 職場環境が整っていないのではないか。 男性 65～69歳 その他 無職 

柿崎区 とても大変な子育てをしたがらない。 女性 70歳以上 夫婦のみ 無職 

大潟区 取っても本当に元の職場に戻れるか不安。代わりに来た人の

処遇は？ 

男性 55～59歳 親と子 管理職以外の勤め人

大潟区 職場に制度があっても取りやすい環境になっていない。 女性 45～49歳 親と子 パートなど 

大潟区 現実として、男性は育休を取れない。公務員以外の場合、育

休を取れば退職せざるを得ない。 

女性 60～64歳 親と子 自営（農業） 

頸城区 意思がない 男性 40～44歳 親と子 自営（工業） 

板倉区 世話としてくれる人がない時は、夫に休みを取ってもらって

もよいと思います。 

女性 70歳以上 親と子 家事従事者 

清里区 男女平等と云えども基本はやはり母親の細やかな配慮で育

児をすべし。今の母親は相手を頼りすぎる。 

女性 70歳以上 親と子 家事従事者 

三和区 授乳のことは？母親がとる方が望ましい。 女性 45～49歳 親と子 パートなど 

合併前上越市 会社内の目 男性 25～29歳 その他 管理職以外の勤め人

合併前上越市 制度があっても、会社の雰囲気や慣例が影響すると思いま

す。 

男性 25～29歳 その他 管理職以外の勤め人

合併前上越市 「育児は女の仕事」という考えが根強いのではないか。 男性 30～34歳 親と子と孫 管理職以外の勤め人

合併前上越市 取得復帰後の職場 男性 35～39歳 親と子 管理職の勤め人 

合併前上越市 現実的に一般企業、特に中小企業では無理です。国、県、自

治体で認めて、当たり前にならなければ全体的に無理です!!

男性 45～49歳 親と子 管理職の勤め人 

合併前上越市 男性は女性と違って体が違うので乳汁がでない。 男性 65～69歳 夫婦のみ パートなど 

合併前上越市 職場ではだれも取っていないから 男性 65～69歳 夫婦のみ パートなど 

合併前上越市 子どもができたら職業をやめ、育児が終わったら再び職業を

持つ 

男性 65～69歳 親と子 無職 

合併前上越市 子どもがなく経験がない。 男性 70歳以上 親と子と孫 無職 

合併前上越市 上司がまだ男性も育休を取得する世代ではないので、職場環

境的にも取得しづらいのではないかと思います。 

女性 20～24歳 その他 管理職以外の勤め人

合併前上越市 社内の目が気になる 女性 35～39歳 親と子 管理職以外の勤め人

合併前上越市 育児能力に不足がある 女性 35～39歳 その他 家事従事者 

合併前上越市 年寄り（同居してなくても）の理解がない。 女性 40～44歳 親と子 管理職以外の勤め人

合併前上越市 男女共に不安や慣れない時の支援体制が整っていれば精神

的にずっと楽に育児が出来るし、経済的なバックアップがあ

れば尚ゆとりも出てくると思われます。 

女性 55～59歳 家族なし パートなど 

合併前上越市 母性本能のある女性の方が、子どもの感性を育むのにむいて

いるので、あえて男性ではなく女性優先が望ましい。 

女性 60～64歳 家族なし その他 

合併前上越市 男性の本音として取得したくないのでは？ 女性 70歳以上 家族なし 無職 

合併前上越市 男性の育児に対する研究不足。男性は育児は女性ときめつけ

ている。 

女性 70歳以上 夫婦のみ 無職 
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【問２３】仕事を辞めたり、中断したり、あるいは転職した理由は何ですか。 

お住まい 回答 性別 年齢 世帯 職業 

安塚区 自分の意志 男性 65～69歳 その他 その他 

大潟区 会社の無知 男性 30～34歳 親と子 管理職の勤め人 

大潟区 会社の経営を整理した為 男性 55～59歳 その他 管理職の勤め人 

頸城区 親の世話をするため帰ってきた 男性 40～44歳 親と子 自営（工業） 

頸城区 Ｊターンのため 男性 50～54歳 親と子 管理職以外の勤め人

頸城区 収入額の為 男性 60～64歳 夫婦のみ パートなど 

板倉区 疎開のため印刷局を昭和20年7月にやめて、板倉へ移住。 女性 70歳以上 家族なし － 

清里区 ３ちゃん農業から会社へ 女性 70歳以上 親と子 家事従事者 

合併前上越市 やりたい仕事に就職できた。 男性 25～29歳 その他 管理職以外の勤め人

合併前上越市 職場の経験が必要なため 男性 30～34歳 親と子 管理職以外の勤め人

合併前上越市 家庭の都合 男性 35～39歳 親と子 管理職の勤め人 

合併前上越市 キャリアアップ 男性 35～39歳 親と子 管理職の勤め人 

合併前上越市 自身の向上のため 男性 40～44歳 親と子 経営者など 

合併前上越市 賃金が少なかったため 男性 40～44歳 その他 パートなど 

合併前上越市 Ｕターン 男性 50～54歳 親と子 管理職の勤め人 

合併前上越市 前の会社が倒産したため 男性 50～54歳 その他 管理職以外の勤め人

合併前上越市 定年を前に嫌がらせにあって 男性 55～59歳 夫婦のみ その他 

合併前上越市 金のため、生活のため 男性 55～59歳 親と子 管理職以外の勤め人

合併前上越市 人間関係 男性 55～59歳 その他 管理職の勤め人 

合併前上越市 会社倒産による 男性 55～59歳 その他 管理職以外の勤め人

合併前上越市 独立し起業 男性 65～69歳 夫婦のみ 経営者など 

合併前上越市 東京都千代田区に35年前居住。娘が小児ぜんそくなり、会

社の重役を振って帰郷。 

男性 65～69歳 親と子と孫 その他 

合併前上越市 会社設立、社長、会長、顧問 男性 70歳以上 家族なし その他 

合併前上越市 自営の為 男性 70歳以上 親と子 無職 

合併前上越市 仕事は好きだったが、いくら頑張っても昇進、昇格が望めな

かった為 

女性 30～34歳 夫婦のみ 管理職の勤め人 

合併前上越市 公務員で結婚のため、他県へ行くことになったため。 女性 40～44歳 親と子 管理職以外の勤め人

合併前上越市 短時間正社員制度がない。正社員に戻れる制度がない。 女性 40～44歳 親と子 家事従事者 

合併前上越市 会社が自分の信念に合わなかったため。子どもと過ごす時間

が重要だと考えたため。 

女性 40～44歳 親と子と孫 自営（農業） 

合併前上越市 職場がつぶれたから 女性 40～44歳 その他 パートなど 

合併前上越市 会社が倒産 女性 55～59歳 親と子 無職 

合併前上越市 新潟で日本舞踊の道に入った為 女性 70歳以上 家族なし 無職 

合併前上越市 バブル閉所 － 50～54歳 家族なし 無職 

 

【問２４】「育児・介護などの家庭で担われている役割の評価」について、あなたは具体的にどのよう

な形で評価することが必要だと思いますか。 

お住まい 回答 性別 年齢 世帯 職業 

大潟区 (育児、介護) 

1、2項目に対しては保育園やデイケアなど支援体制を整え

る 

女性 45～49歳 親と子 パートなど 

頸城区 (育児、介護) 

経済的な事より、もっと精神的な支援等が充実すれば良いと

思います。 

女性 55～59歳 夫婦のみ 家事従事者 

頸城区 (育児、介護、育児・介護以外の家事、町内会などの地域活動)

孤立してしまう傾向があるので、連携できるような体制づく

りをする。 

女性 55～59歳 親と子と孫 家事従事者 

頸城区 (育児、介護、育児・介護以外の家事) 

育児や介護を税制・手当でするのではなく、場所を増やして

その費用を無料に近くする。 

女性 70歳以上 家族なし 無職 
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お住まい 回答 性別 年齢 世帯 職業 

板倉区 (町内会などの地域活動) 

４について色々ありすぎて… 

女性 50～54歳 親と子と孫 自営（商業） 

三和区 (育児、介護) 

育児、介護は当然しなければならないし、表彰されなくても

やめないよう努力が必要なことである。 

男性 35～39歳 その他 管理職以外の勤め人

三和区 (育児、介護) 

1,2では全国一律に確実に実施できる制度の確立と環境づく

り、4においては感謝状的な表彰 

男性 70歳以上 親と子 パートなど 

合併前上越市 (育児・介護以外の家事) 

家族が理解してくれていれば、別に社会的になど必要ない。

男性 35～39歳 親と子 管理職以外の勤め人

合併前上越市 (育児・介護以外の家事) 

家事などはどのように評価するのか？平等な評価は望めな

い 

男性 35～39歳 親と子 管理職以外の勤め人

合併前上越市 (町内会などの地域活動) 

地域活動は個人の生きがいと社会に対する還元 

男性 65～69歳 夫婦のみ 無職 

合併前上越市 (育児、介護) 

育児、介護は手当の支給は必要なく、社会が子育て、介護に

施設等、福祉に充実すべき。 

男性 65～69歳 親と子と孫 無職 

合併前上越市 (育児・介護以外の家事) 

町内会の回覧板などで広く地域に知らせて、身近な人たちが

評価していく。 

女性 20～24歳 親と子 管理職以外の勤め人

合併前上越市 (介護) 

ヘルパーの定期的無償派遣等サポート的なことで 

女性 20～24歳 その他 管理職以外の勤め人

合併前上越市 (町内会などの地域活動) 

地域活動への参加時間が負担になっているのが現実。地域活

動に力を入れすぎないでほしい。 

女性 30～34歳 親と子 パートなど 

合併前上越市 (育児・介護以外の家事) 

家庭内で何かする。労いの言葉をかけたり、贈り物をしたり

など。 

女性 35～39歳 親と子 無職 

合併前上越市 (育児・介護以外の家事、町内会などの地域活動) 

３．４は評価するよりも周りの人から感謝されたり、地域行

事に参加したり協力し合ったりすることでいいと思う。 

女性 40～44歳 親と子 管理職以外の勤め人

合併前上越市 (育児、育児・介護以外の家事、町内会などの地域活動) 

育児中の休暇取得を取りやすい制度と周囲の理解を絶対な

ものにする。特別休暇を制定する。 

女性 40～44歳 親と子 管理職以外の勤め人

合併前上越市 (育児、介護、育児・介護以外の家事、町内会などの地域活動)

お金や名誉で評価できない価値ある仕事という価値観を子

どものうちから浸透させて社会全体の意識を変える。 

女性 40～44歳 親と子と孫 自営（農業） 

合併前上越市 (育児) 

・育児は自分の子どもを自分で育てるのが当たり前で、社会

的の評価を求めてできるものではない。 

・育児、介護は親と同居していたもので、親の介護は自分の

仕事として思っていたし、自分の子ども達を見ていただいた

ので、恩返しのつもりでやりました。 

女性 60～64歳 夫婦のみ 家事従事者 

合併前上越市 (町内会などの地域活動) 

表彰まではしなくても、多少の手当ては地域住民の気持ちと

して妥当と思う 

女性 60～64歳 親と子 家事従事者 

合併前上越市 (育児・介護以外の家事) 

家庭観での評価意識が重要。 

女性 60～64歳 親と子と孫 家事従事者 

合併前上越市 (育児) 

育児は家族ができる一個の単位で、家族で育てるのが望まし

いと思います。 

女性 65～69歳 親と子 自営（農業） 

 

【問２６】テレビ、新聞、雑誌、インターネット、コンピュータゲームなどでのメディアにおける性・

暴力表現について、どのような点で問題があると思いますか。 

お住まい 回答 性別 年齢 世帯 職業 

柿崎区 殺伐としている番組が多すぎる 女性 60～64歳 親と子と孫 無職 
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お住まい 回答 性別 年齢 世帯 職業 

柿崎区 社会的に影響のあるテレビや広告に携わる者については薬

（ヤク）犯罪のように追放すべき。ある方の全裸事件は直ぐ

に許されたのは何故？芸術性のカケラもなしに。 

女性 70歳以上 家族なし 無職 

大潟区 犯罪に繋がるようなゲームやインターネットがある 女性 45～49歳 親と子 パートなど 

頸城区 何でもかんでも騒ぎすぎ!!。情報を流せばいいなんておかし

い。 

男性 40～44歳 親と子 自営（工業） 

板倉区 女性に対してのみでなく、全般的に暴力や犯罪を助長する。 男性 25～29歳 その他 管理職以外の勤め人

板倉区 企業等の収益向上に向け性的表現が過度になっている。 男性 60～64歳 親と子と孫 自営（農業） 

合併前上越市 子どもの育成環境としてよくない。 男性 30～34歳 親と子と孫 管理職以外の勤め人

合併前上越市 男性に対する暴力を助長する（なぜこの選択肢がないのです

か？最近、増えていますよ。男性差別ですか？） 

男性 40～44歳 － － 

合併前上越市 見えないところで犯罪が増える。働かない人間、精神的に内

にこもっている人間の管理、外に出て人に関わる事により犯

罪は減ると思う。 

女性 40～44歳 その他 管理職以外の勤め人

合併前上越市 男女に関わらず、メディアで冗談の一部としての性表現が、

現実でも「何をやってもいい」という錯覚をおこさせ、真剣

に悩む人を「空気が読めない」「自意識過剰」と批判する風

潮がある。 

女性 45～49歳 親と子 管理職以外の勤め人

合併前上越市 男子への刷り込み的な表現。「女とはこんな物」 女性 50～54歳 親と子 パートなど 

合併前上越市 毎日のように殺人事件がおきているが、テレビ（特に民放）

のドラマで殺人事件が多すぎる。どうにかならないかと思

う。 

女性 50～54歳 親と子 自営（農業） 

合併前上越市 報道が過大すぎる。騒ぎ立てすぎる。価値観を押しつけない。 女性 60～64歳 家族なし その他 

 

【問２７】テレビ、新聞、雑誌、インターネット、コンピュータゲームなどでのメディアにおける性・

暴力について制限をする場合、どのような方法で制限するのがよいと思いますか。 

お住まい 回答 性別 年齢 世帯 職業 

浦川原区 情報が溢れている中にあって、規制は難しい。情報善悪の判

断を出来る教育が必要。 

男性 65～69歳 その他 無職 

大潟区 有害サイトの規制 女性 45～49歳 親と子 パートなど 

頸城区 面白おかしく騒ぎすぎ!! 男性 40～44歳 親と子 自営（工業） 

頸城区 道徳教育の充実 男性 50～54歳 親と子 経営者など 

板倉区 行政が規制するしかない⑥が正解 男性 40～44歳 親と子 管理職以外の勤め人

名立区 子どもの時より学校や地域活動の中で教育を行う社会風土

を作る。 

男性 55～59歳 親と子 管理職以外の勤め人

合併前上越市 規制してもしなくても犯罪の全体的総量は変わらない 男性 35～39歳 親と子 管理職以外の勤め人

合併前上越市 家庭にて 男性 50～54歳 夫婦のみ 管理職以外の勤め人

合併前上越市 モラルの向上 男性 50～54歳 親と子 管理職以外の勤め人

合併前上越市 無理 男性 50～54歳 親と子 管理職以外の勤め人

合併前上越市 倫理、道徳教育の充実 男性 60～64歳 夫婦のみ その他 

合併前上越市 書き込みなど、身元を分かるようにする。 女性 20～24歳 その他 管理職以外の勤め人

合併前上越市 子どもの目につきやすい、又子ども向けの本で性的表現が多

すぎる。青年誌の子どもをターゲットとした性的表現（ロリ

コン）も犯罪への推進剤となる分は制限すべき。 

女性 35～39歳 親と子 家事従事者 

合併前上越市 難しい問題なので市民、有識者、海外の例など議論が必要 女性 40～44歳 親と子 家事従事者 

合併前上越市 不特定多数の人々が出入りするコンビニエンスストア・スー

パーマーケットなどのトイレ前やマンガ雑誌棚で成人マン

ガ表紙が当たり前のように人の目にとまるように並べられ

ているのは不快です。 

女性 55～59歳 家族なし パートなど 

合併前上越市 欲しくも求めもしない情報が多すぎる。判断力の無い子ども

や若者は必要ない。 

女性 60～64歳 家族なし その他 

合併前上越市 受け手側のレベルが上がり、そういうものに興味を示さなく

なったり、無視したりするようになるのが理想。喜んで見て

いる人が大勢いるうちは無理。やはり家庭教育・学校教育だ

と思う。 

女性 70歳以上 家族なし － 
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お住まい 回答 性別 年齢 世帯 職業 

合併前上越市 メディアの進化についていけない、自己管理できる人間にな

ること・育てること（親、学校、社会） 

女性 70歳以上 夫婦のみ 無職 

 

【問２８】女性が抱えている悩みを相談するところについて、ご存知の機関を教えてください。 

お住まい 回答 性別 年齢 世帯 職業 

柿崎区 病院の婦人科の受付に置いてある手引で以前拝見したこと

がある。 

女性 60～64歳 親と子と孫 自営（商業） 

合併前上越市 市役所子育て支援課 女性 20～24歳 その他 管理職以外の勤め人

合併前上越市 いのちの電話 女性 70歳以上 親と子 無職 

 

【問３１】「男女共同参画社会」を実現するために、今後、行政はどのようなことに力を入れていくべ

きだと思いますか。 

お住まい 回答 性別 年齢 世帯 職業 

柿崎区 子育てや介護中の成人男女に休業中の身分、給与の保障と再

復帰の保障を法制化する。職業と経済の保障のない事が「男

女共同参画社会」実現を阻害しているのでは。 

男性 70歳以上 夫婦のみ 無職 

柿崎区 海外の様子や見聞をひろめること。日本人の偏見については

学童のホームステイや旅行、留学によって一変される。 

女性 70歳以上 家族なし 無職 

頸城区 本人の意識が高まらなければ、何をやってもムダ!! 男性 40～44歳 親と子 自営（工業） 

合併前上越市 パネルディスカッションなど、意見交換会 男性 30～34歳 親と子と孫 管理職以外の勤め人

合併前上越市 実現しているので、特に行政が行う事はないし、行政が介入

する事柄ではない。 

男性 35～39歳 親と子 管理職の勤め人 

合併前上越市 男女共同参画社会の実現にどちらかといえば賛成できない。 男性 70歳以上 家族なし その他 

合併前上越市 子育ても家庭問題も全て一緒に考えられる環境に 女性 20～24歳 その他 管理職以外の勤め人

合併前上越市 悪い事件はかりをニュースにしない。良いイメージとも前に

出す。 

女性 40～44歳 その他 管理職以外の勤め人

合併前上越市 人生全般に行き届く配慮（心）が大切にされる構造づくりに

力点を！ 

女性 55～59歳 家族なし パートなど 

合併前上越市 今の働く若い世代の人より、無職（退職者等）の学習機会を

細かい地域ごと等で行った方が参加しやすい。 

女性 60～64歳 親と子 家事従事者 

合併前上越市 男女児の教育は平等に受けさせる。 女性 70歳以上 親と子と孫 無職 

合併前上越市 地域推進員の活動をもっと地域において発揮しPRして欲し

い。現在では知らない人が多数いると思う。 

女性 70歳以上 親と子と孫 その他 

 

【問３４】今後、男女共同参画を推進していくためには、どのように取り組んでいけばよいか、ご意見・

ご要望・ご提案などご記入ください。 

お住まい 回答 性別 年齢 世帯 職業 

安塚区 男女共同という名の割には女性側のアンケート内容ばかり

である事が疑問である。 

男性 40～44歳 その他 管理職以外の勤め人

安塚区 女性の参画意志を高めること 男性 65～69歳 その他 その他 

安塚区 明るい希望の持てる上越市にして下さい。山村の雪対策もお

願いします。 

女性 70歳以上 夫婦のみ 家事従事者 

安塚区 年よりの男性1人暮らしかわいそう。もう少し外へ出て話を

聞いた方がいいように思います。 

女性 70歳以上 親と子と孫 － 

浦川原区 男女平等と云う制度とか教育意識を解消しないと女性が共

同参画しにくいと思う。門口を広げないといけないと思う。

男性にはないパワーが有るし、能力もはるかに男性と異なる

力がある。 

男性 70歳以上 親と子と孫 パートなど 

浦川原区 ジェンダーとセックスを混同すべきではないと思う。「らし

さ」は大切な概念なので消す必要はないと思う。 

女性 20～24歳 その他 パートなど 

浦川原区 夫婦間で理解し合っても同居老人や近所の老人の昔ながら

の固定的な考えが変わらないとむずかしいと思う。嫁のくせ

にとか、夜家をあける、家事をしない等があると話のタネに

されてしまう。 

女性 55～59歳 親と子 パートなど 



62 

お住まい 回答 性別 年齢 世帯 職業 

浦川原区 高齢者へのアンケートとして文字の大きさ、文量、内容の難

しさとも不適切と思われる。市の担当者が地域の老人会等の

集まりにちょっと顔を出し直接声を聞いていかれるとよい。

女性 70歳以上 親と子 パートなど 

大島区 メディアを通じPRの浸透。小さな自治体に女性を役職化させ

る。 

男性 70歳以上 夫婦のみ 無職 

牧区 入院費が高すぎます。年をとりお金がかかりすぎるとこまり

ます。 

男性 60～64歳 その他 管理職の勤め人 

柿崎区 男女平等とは何ですか？男と女が全く同じことをするのが

平等ではない。男女には性差がある。個人差もあるが、それ

ぞれが得意なことを成しとげることが大切だ。あくまでも

「権利」としての平等をすすめて欲しい。 

男性 55～59歳 親と子 自営（農業） 

柿崎区 よくわからない 男性 60～64歳 夫婦のみ 管理職以外の勤め人

柿崎区 今迄の社会の慣例から、社会（職場を含む）への女性参加は

徐々に向上してきてはいるが、まだまだこれからの面が多い

と思います。更に試行錯誤して、社会及び企業への進言を進

めて下さい。 

男性 60～64歳 夫婦のみ パートなど 

柿崎区 ①カタカナを使わない。日本語を使う。 

②男女の雇用を保障する。生活が保障されないで、このよう

な事業を推進するなどとんでもないこと。 

③希望する者、すべて正規職員とする。 

④「共生まちづくり課」をすみやかに解散し、市民の望むも

のに取り組んでほしい。市民意識とかなり離れている。税金

の無駄遣い。 

男性 65～69歳 親と子 無職 

柿崎区 男女の平等とはどういうことなのか。そもそも「平等である」

とは何がどういう状態になることをいうのか。男女共に生き

る。よりよくし生きることとか関わらせて固定的、短絡的な

考え方にならないよう配慮しながら語り合う、考え合う場を

持つ必要が、現今こそ必要。男女の特性に応じた平等とはど

うあればよいか、視点を明確にして対処すべきであろう。

男性 70歳以上 夫婦のみ 無職 

柿崎区 女性はお産・子育て・介護等、女性は働く場（会社）が制限

される。どうしても女性は男性と違い、働けないことが多い。

子どもを預る施設の不足。 

家事・子育て等、女性の役割が多い。 

女性は休むことが多くなる（学校・子どもの成長に連れて）

男性 70歳以上 親と子 パートなど 

柿崎区 特にありません。 女性 25～29歳 その他 無職 

柿崎区 難しく答のでないものもありました。 女性 60～64歳 親と子 自営（農業） 

柿崎区 現に共働き夫婦が多くなっていますが、平等という事をどう

解釈するかということが問題だと思います。男女それぞれ自

分の考えをしっかり持っている事だと思います。 

女性 60～64歳 親と子と孫 無職 

柿崎区 ・男女平等観の育成は家庭にあります。家族が円満に暮す中

で、その資質の大半は形成されます。親の親たる教養や、そ

の親の見本があること。従って、核家族よりも3世帯位の同

居家族が最適に思われます。 

・学校教育の中で培われるもの、それは男女平等そのもので

す。進学率も高く、将来の女性の登用や進出は当然のものと

なります。国際的にも通用する人材育成については少なくと

もマイクを向けられたら物おじせず応答できるような自信

のある人間づくりを所望します。 

・組織の中で活躍する段階では、自己の確立、企案の作製（単

発、命じられたまま）、最も留意すべきは感情的に自我を通

そうとすること。時や機会を経て、調整力を練ることが大切

に思います。私の反省でもあります。 

女性 70歳以上 家族なし 無職 

柿崎区 男女共、自立した人材育成が基盤 女性 70歳以上 家族なし 無職 

柿崎区 説明文章などもう少し分かりやすい言葉を使い誰でも理解

出来るような内容で案内をしてほしいです。それでないと何

を言っているのか、何が言いたいのかが分かりません。一生

懸命色々な事をされてもなかなか一般の方々には理解され

ません。 

女性 70歳以上 夫婦のみ 無職 

柿崎区 高齢者には難しく思います。 女性 70歳以上 親と子 家事従事者 
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お住まい 回答 性別 年齢 世帯 職業 

柿崎区 アンケートはもう少し若い人の意見を取り上げて下さい。私

は75歳以上にあてはまります。 

女性 70歳以上 親と子 無職 

大潟区 市、区の議員、組織他にいつまでも年寄りのおやじがいるの

ではなく、男女比半々、いろいろな年代の人がいて、いろい

ろな意見をかわせるようにならないと、いつまでもつまらな

いしがらみばかりで共同参画につながらないと思います。

男性 30～34歳 親と子 管理職の勤め人 

大潟区 男女共同参画に関するPRをもっと各個人に浸透させるよう

なセミナーなどをもっと行った方が良いと思う。 

男性 35～39歳 親と子 パートなど 

大潟区 ・女性は出産という重要なことを担っている。男女共同参画

を真に実のあるものにするためには、そのことを中心に考え

なくてはいけないと思います。少子化対策も睨んでのことで

す。 

・産休・育休制度を拡充、充実させること、子育て支援の充

実、職場復帰後の身分保障等を全職場に取り入れさせる施策

を講ずることが基本で最重要視しなければならない。 

・教育の場で男女平等の理解を徹底して教え込むカリキュラ

ムの新設（既存の科目の強化）が急務である。 

・性暴力、性犯罪を一掃させるには若年層のうちから教育し

ていく必要があると考えるが、大人に対する啓蒙も本当は必

要。昨今あまりにも大人による姓がからむ事件が多く、危惧

している。何とか地域と行政の力で犯罪をなくす方法はない

ものか。 

男性 55～59歳 夫婦のみ 管理職の勤め人 

大潟区 原則、国民の意識が変わらなければダメでしょう。法律や規

則で上から押し付けてもダメです。変わるには大義名分が必

要。経済的な裏付けがあれば変わる。こうすれば得だとなれ

ば変わる。金を出さないで行動を変えるには100年掛けて意

識が変わるのを待つしかないでしょう。 

男性 60～64歳 夫婦のみ 自営（工業） 

大潟区 人間の歴史の中で、男女共同参画でなかった歴史なんてある

のでしょうか。男優先社会というは本当に男が考え出して作

ってきたものなんでしょうか？ケンカに負ける男の子は女

子にも馬鹿にされるのが普通だったし、若い頃、女子社員に

よく見られた意見で「わがままな私をびしっと抑えてくれる

頼もしい男がよい」などという話しをよく聞かされたもので

す。社会や時代をリードする男子たれ！というのが男女を問

わず男の理想とされてきたのではないですか。 

男性 60～64歳 親と子 自営（商業） 

大潟区 男の馬鹿より女の利口。あなた方の回りにもいるでしょう。 男性 70歳以上 親と子 － 

大潟区 ・保育施設に対して要望します。土曜日の保育時間を17:00

から18:00までにしてください。保育園は働いている人のた

めの施設であり、土曜日も5時まで働いているので、5時に

は迎えに行けません。（同居していた祖父母は他界）。合併

前の大潟町の時は6時まで保育してくれました。 

・いろいろな窓口を広げて女性の負担になる事を行政が補助

してくれることを強く望みます。 

女性 40～44歳 親と子 管理職以外の勤め人

大潟区 女性にとっては、出産～幼児期に一番ハンデを感じると思い

ます。「子育ては、大切な仕事である」ということの理解を

世間に広めるとともに、①経済的な心配をせずに集団生活に

適応できる年齢まで家庭で保育できるように、そしてその

後、前の職場に復帰または再雇用してもらえるような制度、

しくみ（男女とも）②子育てもしながら仕事も続けていたい

親にとっては、急な欠勤、早退ができるような職場の対応と

雰囲気づくりを支援してほしいです。大変なことはわかるの

ですが、男女が平等になるためには、どうしても必要なので

はないかと思います。「子どもは安く（無料で）保育園で預

かるので勤めに出なさい。」ではなく、両親がしっかり子育

てできる環境を整えてほしいと思います。一定の期間しか子

育てできないのですから…。 

女性 45～49歳 親と子 パートなど 
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お住まい 回答 性別 年齢 世帯 職業 

大潟区 ・男女平等と言うよりは、個々の能力に応じて評価されるべ

きだと思う。 

（男性向き・女性向きの職業があると思うし、どちらでもよ

いものもある） 

・家庭生活での共同意識が高まれば、固定的役割分担も解消

される。 

・行政は税制補助より環境整備補助をしてほしい。 

（高校無償化はよいと思うが、子ども手当については個々の

補助より保育園や企業（職場とのワークバランス）理解支援）

女性 45～49歳 親と子 パートなど 

大潟区 最近「男女共同参画」と言う言葉、意味は以前よりは知られ

ていると思います。まず、身近な事から取り組めたらと思い

ます。地域の慣習やしきたりがまだ現実根強いものがありま

す。平等にとは、とても大きなリスクがあると思いますが、

年々改善されてきている部分もみられます。 

女性 65～69歳 夫婦のみ 自営（工業） 

大潟区 女性は子どもを産むという大役があるので何もかも平等と

いうのは大変むずかしい面がある。それに適性も違うので考

えたほうがよいと思う。 

女性 70歳以上 家族なし 家事従事者 

頸城区 ・「男女共同参画社会の推進を図っている所です」とありま

したが正直そんな事を行っていること自体知りませんでし

た。市民はほとんど特に若い人は全く知らないと思います。

厳しいようですが、期待はしていません。 

・「市ではこうゆう事を行っています」とまずは市民に知っ

てもらう方が大切なのでは？ 

男性 25～29歳 その他 管理職以外の勤め人

頸城区 今の社会は男女平等ではない。女性に対するこだわりが高す

ぎる。男性の方が今は苦しい時代かもしれません。何か大事

な事を見落としていませんか？ 

男性 40～44歳 親と子 自営（工業） 

頸城区 今回アンケートを実施して、共同参画に対する知識がほとん

どないことを実感しました。各戸配布のテキスト・パンフレ

ット等作成して頂き、市民全体の目に届くような方法で、ま

ずは行っていただけたらと思います。 

男性 45～49歳 親と子 管理職以外の勤め人

頸城区 問33にある第1次計画の内容を知らなかったので、同封して

頂けたらより正確に答えることができたと思います。 

女性 20～24歳 親と子 学生 

頸城区 そもそも「男女共同参画」という言葉を全く知らなかった。

多分、多くの人が知らないと思う。小冊子でも配ってみて

は？と思います。 

女性 35～39歳 夫婦のみ 家事従事者 

頸城区 男女共同にする必要がないと思っているのに強制的に書か

されるのはどうなんでしょうか。ヒマじゃないのでやめて欲

しい。 

女性 40～44歳 親と子 無職 

頸城区 このようなアンケートを頂いたことで考える機会になりま

した。すみません、遅くなりまして。学校生活では、男女別

の名簿が当たり前になっていましたが、今は男女混合の出席

簿が当たり前になっていて。部屋を掃除する事が苦手な私

は、毎日だんなさんに嫌味を言われています。個人が一人一

人で自分の身の回りのことをする習慣、自立することが大切

になると思います。 

女性 40～44歳 その他 パートなど 

頸城区 男女平等の労働の環境づくり － 70歳以上 親と子 － 

吉川区 男は男の役割。女は女の役割。 男性 55～59歳 親と子 パートなど 

吉川区 ・「男は仕事中心で家事はしない」という風潮にあるので、

男でも家事をするという世の中になってほしい。 

・子どもの健診にパパが積極的に参加するように呼びかけた

り…。 

女性 25～29歳 親と子と孫 管理職の勤め人 

吉川区 子どもが熱を出したり病気になった時に子守りを頼める人

がいないとか、仕事が休めない場合の子守りを気軽にお願い

できる施設やベビーシッターさんがいると大変ありがたい

です。 

女性 30～34歳 その他 パートなど 
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吉川区 アンケートの内容が多すぎるため、アンケートに最後まで集

中できなかった。もっと分かりやすい内容にして焦点をしぼ

った方がよいと思う。私は精神科認定看護師のため情報や内

容には興味があり知りたいと思い勉強しているが、一般の人

達には難しいと思いました。もっとＰＲする。例えば必要な

時に情報が入ってこなければ分からないわけで、必要になる

時は突然来たりするんですよね（パワハラやセクハラ）。そ

の時に相談してみようと思ってもＰＲがたまにしかないと

分かんないですよね。いつでも、情報を発信していくことが

大事だと思います。よろしくお願いします。 

女性 40～44歳 その他 管理職以外の勤め人

吉川区 80過ぎの高齢のため良く分かりません。主人もなくなり御

期待にそえないと思います。すみません。 

女性 70歳以上 親と子 無職 

吉川区 女性の立場から出しゃばれば男の人に頭から叩かれる。こん

なことのないように。 

－ 70歳以上 親と子と孫 家事従事者 

中郷区 話は聞くけど活動など全くよくわからない！もっと市民に

報告するべき。一部の人たちだけでしている様に思う。しか

も出席している人は同じ人ばかり。 

女性 30～34歳 親と子 パートなど 

中郷区 今までこのような計画を実施していたとは知りませんでし

た。もっとPRしてほしいです。変化したところはどうなんで

すか。 

女性 60～64歳 夫婦のみ 自営（商業） 

中郷区 私も82歳ですので、わからない事もありますし、若い人と

の考えが違っているのであまり書くことありません。 

女性 70歳以上 夫婦のみ － 

板倉区 雇用機会均等法施行以後、均等に応募しているのは表面だけ

であり、実際は男しかできない仕事に女性を入れる意志は会

社には存在しないし、ハローワークにも紹介する意向はない

と、職安の担当者から聞きました。こんな事では話になりま

せん。 

男性 40～44歳 親と子 管理職以外の勤め人

板倉区 行政側として適当と認める会議には女性委員を半数とか指

定して、政策決定に女性の意見を反映させるなどなかなか進

んで行かないと思う。 

男性 60～64歳 親と子と孫 自営（農業） 

板倉区 男女共同参画を推進していくためには、推進センターの強化

充実が必要です。そのために行政の一層のバックアップが必

要です。（特に地域の総合事務所にもそのための人材の配置

と権限を与えてください） 

男性 70歳以上 夫婦のみ 無職 

板倉区 御主旨には賛同いたしますが、設問の方法に異議がありま

す。 

女性 65～69歳 － － 

板倉区 全文分かんないのでお答えしませんですみません。私は年を

とりましたので分かりませんでごめんなさい。皆さん本当に

ありがとうございました。 

－ 70歳以上 － － 

清里区 特にございません。 男性 45～49歳 その他 管理職の勤め人 

清里区 男女平等の社会はすばらしいと思います。平等という言葉に

は大変深い意味が有り、大変難しい（実現することが）。お

互いの家庭内においてまず男女平等な事をやると言う事が

大事で有り実現したい。 

男性 55～59歳 夫婦のみ 自営（工業） 

清里区 最近特に多い育児放棄やギャクタイは核家族でじいちゃん、

ばあちゃんの生活の知恵やら育児を助けてもらってないか

らの結果でしょう。 

県外のある市で行政が結婚を世話してる情報がテレビで放

映されてました。いい事だとな思いました。上越市にも期待

する一人です。 

女性 70歳以上 親と子 家事従事者 

三和区 行政関連で男女共同参画の言葉が浸透しているようだが一

般的にまだまだ言葉じたいが知られていないように思う。

男性 20～24歳 その他 学生 

三和区 ・性と生殖の観点から100％男女平等はあり得ないのではな

いでしょうか？ 

・学校等において小学校からの男女平等教育 

・職業生活と家庭生活が両立できる社会環境づくり 

・育児・家事部門の固定的役割分担意識の解消の早期環境づ

くり（低年齢） 

・育児・介護等の制度、施設の充実と環境づくりが多くの女

性の社会参加の推進と男女共同参画の推進につながり少子

化対策につながればと甘く考えております。 

男性 70歳以上 親と子 パートなど 



66 
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三和区 差別偏見が前提のようなアンケート調査でないか。問16で

回答したように、住みよい地域づくりにお互い努力と理解が

必要である。 

男性 70歳以上 親と子と孫 無職 

三和区 解らない。個人的・家庭的・地域的事情が各々あるので、一

概に女性不利とは言えない。考えれば考えるほど解らなくな

る。 

男性 70歳以上 親と子と孫 無職 

三和区 この高齢化社会において、男女間の差は学校、会社では少な

くなってきているが、高齢層では変化なし。（町内会等で特

に感じる。）高齢層むけのとりくみがもっと必要。例（男）

子どもに台所で家事の手伝いをさせていたら、祖父が「男の

子は台所に入るもんじゃない。」と子どもに注意した。 

女性 45～49歳 親と子 パートなど 

三和区 男女平等といっても体のつくり、力強さなど違いがあるのだ

から、平等な仕事は無理があると思います。男らしさ、女ら

しさを認めてこそ、平等だと私は思います。お互いの得意分

野を認めて生活していきたいと思います。幸せは、すべて自

分の中にあるのだから、あまり価値、評価という言葉は好き

ではありません。 

女性 55～59歳 親と子 家事従事者 

三和区 転んでから留守番してるだけです。自由に歩けないのですみ

ません。 

女性 70歳以上 － 無職 

名立区 男女共同参画というあたりまえの事をあたり前に実現して

いる社会になるように、行政の立場からいろいろな事をして

もらいたい。 

男性 30～34歳 親と子 管理職の勤め人 

名立区 就職難の今はとても厳しい事が多いと思います。短時間の仕

事に対しても女性が保障されれば安心して子育て、介護もで

きると思います。 

女性 50～54歳 その他 管理職以外の勤め人

合併前上越市 なし 男性 20～24歳 親と子 パートなど 

合併前上越市 男市長、女市長といったように男女両方の長をつくり、互い

に議論すれば、互いの言い分がよくわかると思う。 

男性 20～24歳 その他 学生 

合併前上越市 女性の立場を向上したとしても、意識がなければ権利の増長

につながると思う。 

男性 25～29歳 家族なし 管理職以外の勤め人

合併前上越市 気軽に参加できる場を提供してほしい。（情報も常に得られ

るシステムの確立を目指してほしい） 

男性 25～29歳 親と子 管理職以外の勤め人

合併前上越市 ・アンケートがむずかしいと思います。 

・男女共同参画がなにかというのが非常にあいまいです。正

直メディアでも人によって言ってることが違いますし、少し

前とはイメージも変わってきました。わかりにくいです。

・女性が社会に出ていくことは必要ですが、女性らしさ、男

性らしさを否定するのはできないと思います。 

男性 25～29歳 親と子 管理職以外の勤め人

合併前上越市 女性のことについてしか書かれていませんが。男性と女性は

役割が異なり、その役割の違いから男性の方が不利益を被っ

ていることも多々あるかと思います。質問項目全体に、非常

に違和感を感じました。 

男性 25～29歳 親と子と孫 無職 

合併前上越市 本アンケートにおいて、性について取り上げていたが、児童

の教育がおろそかになっている。中学からSEXしているガキ

が多いこのごろ。しっかりとした性教育を行うべきである。

学校でコンドームの使い方やピルなどの教育とSEXの正し

い方法を学習させるべきである。日本男児はＡＶが正しいＳ

ＥＸのやり方と思っている奴が多すぎる。中出ししなかった

ら子どもはできないと思っている奴すらいる。生でやる時点

で危険であるということ、性病の認識と予防、もっと性教育

に時間を使うべきである。 

男性 25～29歳 その他 管理職以外の勤め人

合併前上越市 質問が多い！ 男性 30～34歳 夫婦のみ 管理職以外の勤め人

合併前上越市 男だとか女だとかこだわりすぎる。今の世の中は昔に比べれ

ば自由だし、個人の考え方、生き方の違いで世間が、政治が

うだうだうるさすぎ。人格をもっと育てたほうがいい。親も

子ももっと育たないと若い者も（自分も含め）ダメ。人のせ

いばかりはおかしい。 

男性 30～34歳 親と子 管理職以外の勤め人

合併前上越市 まずは労働の場と家庭の育児生活が両立できる就業環境の

整備を最優先に取り組んで頂きたいです（法律や条例等の制

定） 

男性 30～34歳 親と子 管理職以外の勤め人
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合併前上越市 ・意識改革←市民のやる気＋精神的・経済的ゆとり 

・共同して参画していく具体的な場面、活動を設ける 

・仕事、家庭、地域において、バランスをとりながら皆でつ

くっていくという活動ができるような環境づくり 

※市民が参画したくなるような魅力的な街づくり、参画でき

るような環境づくり、モデルづくり、働きかけが必要なのだ

と思います。 

男性 30～34歳 親と子と孫 管理職以外の勤め人

合併前上越市 何をやっているのかわからない！もっと見えるようにやっ

てもらいたいです！ 

男性 30～34歳 その他 パートなど 

合併前上越市 子どもの頃の教育と、当たり前と思う環境、意識が重要だと

思います。 

男性 35～39歳 夫婦のみ 管理職以外の勤め人

合併前上越市 学校において名簿が男女混合や、男子も女子も「さん」付け。

幼稚園に至るまで「さん」付けとはあきれ果てる次第なり。

男女共同は大切だが、行き過ぎというか、馬鹿げた現象も起

きている事を認識すべき。田嶋陽子やヒステリーPTAおばさ

んのような社会にはなってはならない。 

男性 35～39歳 親と子 管理職の勤め人 

合併前上越市 男女の性差を認めたうえで、男女の役割や社会への参加の仕

方を考えた方が良い。むやみに男女を同一化させようとする

社会はストレスを生み、不協和音を増やすだけ。行政は見守

ればよい。女性が差別を受けて不利であるという事は何もな

い。現在の状況を不平等とさわぐのは、何を指している事か

理解していないですが、こんこような活動に税金を使うべき

ではない。現在においても男女はそれぞれの役割を、それぞ

れが納得して協力して社会に参加していると思います。 

男性 35～39歳 親と子 管理職の勤め人 

合併前上越市 ・ワークシェアリング（雇用の拡大）、労働時間に対する法

的規制 

・非正規職員差別の撤廃（ボーナス制度の廃止） 

・住みやすい街をつくる（コンパクトシティー、ボローニャ

式街づくり） 

男性 35～39歳 親と子 管理職の勤め人 

合併前上越市 何もかも平等というのではなく、男性と女性の違い。男らし

さ、女らしさを尊重してなかでの対等な関係を目指すべきで

はないでしょうか。 

男性 35～39歳 親と子 管理職以外の勤め人

合併前上越市 性別によって人権に差があるようなことはあってはならな

いと思いますが、一方で男性・女性は同じではないというこ

とは事実であり、あらゆるもの全てを平等とすることはでき

ないのではないか。 

男性 35～39歳 親と子 管理職以外の勤め人

合併前上越市 特になし 男性 35～39歳 親と子と孫 管理職以外の勤め人

合併前上越市 アンケートだけではなく、直接足を運んで耳を傾けて欲し

い。 

男性 35～39歳 その他 管理職以外の勤め人

合併前上越市 男女平等、ジェンダーフリーなどはすべて反対です。男と女

は違うと言う認識が必要だと思います。男女平等などと大声

を吐いておきながら、社会保障や制度については完全に女性

が有利な状況であり、これについて女性は弱いからと言い訳

をし、矛盾に気づかない人たちの多い事にうんざりする。女

性は損をしていると思い込み過ぎている。性差による役割分

担をはっきりさせて、社会を形成していく教育をすべきだと

思う。女性に肉体労働は厳しい訳だし、やはり職業における

差は仕方のない事だと思う。だから男は結婚するのが嫌にな

る訳も当然だと思う。 

男性 40～44歳 親と子 管理職以外の勤め人

合併前上越市 アンケート自体が女性側を良くする方法への質問にかたよ

っているので何をもって共同参画なのか。女性を援護しすぎ

ているのでは。もっと平等にしてもらいたい。 

男性 40～44歳 － パートなど 

合併前上越市 女性の男性化が著しく、良い意味での女性らしさが失われて

います。男女平等には賛同しますが、本来の男らしさ・女ら

しさを見失わないようお願いします。離婚や不仲の原因は、

女性の男性化にも大きな要因があることをご理解下さい。

男性 40～44歳 － － 

合併前上越市 女性自身の能力不足が言えると思う。男性より女性だからと

いう社会概念は絶対に消えない!そこが問題であり、その部分

をごまかし続ける事はできない。適材適所で女性の価値観も

含めて、共同参画を推進していく方法しかないと思う。10

年後の女性に期待する。 

男性 45～49歳 親と子 管理職の勤め人 
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合併前上越市 太古の昔より男女は共同で社会を形成してきたと思います。

この施策が、男女が共同で参画していないということを前提

としているならば、それは違うと思います。 

男性 45～49歳 親と子 管理職以外の勤め人

合併前上越市 男女共同参画という言葉は知っていても、基本条例や基本計

画などは全く知りません。もっと広く知ってもらう工夫が必

要ですし、知ろうとする側の意識も変えなくてはならないと

思う。そういう意味では今回のアンケートは良かったと思

う。 

男性 45～49歳 親と子 管理職以外の勤め人

合併前上越市 特になし 男性 45～49歳 その他 自営（工業） 

合併前上越市 わからない（必要なのか） 男性 50～54歳 夫婦のみ 管理職以外の勤め人

合併前上越市 職場での環境を整備し、行政指導・条例等でより男女平等な

社会活動生活が出来るよう規制・指導を行ってほしい。 

男性 50～54歳 親と子 管理職の勤め人 

合併前上越市 男女の質的差はよく理解した上で進めていくべきである。 男性 50～54歳 親と子 管理職以外の勤め人

合併前上越市 ・男女平等の視点に立った社会制度、慣行の見直し 

・労働の場における男女平等の理解の考え方を見直し 

男性 50～54歳 親と子 管理職以外の勤め人

合併前上越市 良いにつけ悪いにつけ、男と女は違います。100％の公平・

平等は無理と思います。どこでバランスさせるかでしょう。

男性 50～54歳 親と子 管理職以外の勤め人

合併前上越市 せっかくモニター（アンケート）になってるので、回答用紙

に記入するだけではなく、可能であれば男女が集まって意見

交換するのもよいかと思います。年齢を問わずに!! 

男性 50～54歳 その他 無職 

合併前上越市 男女共同参画には反対です。本来、政治や社会、企業内にお

いて、制度による役職決定などあっていいはずがありませ

ん。能力に見合った形で決められ組織化されることが望まし

いと考えます。選択の自由の中で、政治家或いは政権党は生

まれるではないですか。そんな中でも選択を誤れば、結果は

国民、市民に返ってくる。それが政治に限らずあらゆる場面

で制度化された中でポストが決定されるようになれば、どん

な未来が想像されるでしょうか。間違えないで欲しいのは、

女性が高いポストに就くことに反対をしているのではあり

ません。自由が保障された中で選ばれた女性総理大臣はほと

んどの人達が認めるでしょう。 

男性 50～54歳 － － 

合併前上越市 継続的な取組を希望します。 男性 55～59歳 夫婦のみ 管理職の勤め人 

合併前上越市 ・職場や社会での地位より、子ども達を立派に育てることを

もっと評価すべきと思う。女性は出産、授乳というハンデが

あるから、もっと支援すべきです。充分ではないが子育て支

援は一歩前進かな。公務員、大手企業等一部を除けば、育児

休暇等長い期間のブランクの後、元の職場に戻るのは困難だ

から、せめて子育て期間中の援助と、その後の仕事に多いパ

ート、臨時社員等も同一職種、同一賃金となればいいのでは

ないかと思います。 

・表現の自由、言論の自由の名のもと、ヌードや性描写、暴

力シーンが氾濫している。良心や自主規制では歯止めになら

ず一定の規制が必要。また、一部の女性に過度の露出や、性

風俗や売春等の職に自ら就く人も見られ、それが女性全体の

意識とみられることになりかねないので、社会全体での取り

組みが必要。「猫の前に鰹節をぶら下げて取るな」はかなり

厳しい。 

男性 55～59歳 夫婦のみ 管理職以外の勤め人

合併前上越市 男性が仕事のみの生活から解放され、家事もできるような時

間的ゆとりが必要だと思います。時間外労働の短縮が必要で

す。男女共同参画の理論ももちろん大事だが、より大事なの

は、実践です。男性の家事の実態を把握することが必要だと

思います。 

男性 55～59歳 その他 管理職の勤め人 

合併前上越市 広報等に話題と共に記事を載せる。 男性 60～64歳 親と子 パートなど 

合併前上越市 男女共同参画と決めつけず、協調性をもたせる事。 男性 60～64歳 親と子 無職 

合併前上越市 この問題は一口には言えない、非常に難しい問題であり、機

会をみて各人らにPRやCRするしかないと思います。 

男性 60～64歳 親と子と孫 無職 
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お住まい 回答 性別 年齢 世帯 職業 

合併前上越市 男女共同参画の言葉の中にあまり表現されない点が最近よ

く聞かれる中で、場面によっては男性が男だからというだけ

で身を切られる思いをした人もいる。色々難しい点が多い。

又、女性にしか出来ない事、男性にしか出来ない事、これも

重要と考えていかないと、平等の言葉に隠されてしまう。科

学が進歩して女性は希望すれば、場合によっては妊娠が可能

になって来ている。言葉としては不適切とは思うが、女性、

男性の本来の能力の教育又は男女の一生のプロセスがない

がしろになって社会が動いているように思う。教育の場で道

徳教育が行われているのか、家庭の中でも同じと思う。 

男性 60～64歳 その他 管理職以外の勤め人

合併前上越市 女性の立場はかなり改善され強い女性が増えた（自分の意見

を言う）ように思われる。男性も並行して改善していくべき

ではないか…!!それが望ましい事だ。 

男性 65～69歳 夫婦のみ パートなど 

合併前上越市 男性の役割が低下している。こうした社会では男女平等より

女性中心にならざるを得ない。 

男性 65～69歳 夫婦のみ 無職 

合併前上越市 若い年齢の男女の皆さんに無差別アンケートをすることに

よって、又男女共同参画をよく理解して頂く広報等でPRする

ことで輪を広げることになると思う。 

男性 65～69歳 夫婦のみ その他 

合併前上越市 学校教育のあり方を改善、教員のレベルアップ 男性 65～69歳 親と子と孫 経営者など 

合併前上越市 分かり易い簡略チラシを広報配布時を利用し、年に数回配布

し、啓蒙を強化したらと思います。（継続は力なり） 

男性 65～69歳 親と子と孫 無職 

合併前上越市 ・ハンディある女性という面が強く、女性の人権確保が前に

出すぎ、肝心な男性がむしろ老いていかれているのではない

か。 

・現在表に出ている女性が一般女性の代表とは思えない。

・登用はあくまで能力と適正の問題であろう。 

男性 65～69歳 親と子と孫 無職 

合併前上越市 市、町内が男女共同参画を進めない限りダメで、遅れている

町内ではまだまだ男性と云う意識がある限りダメだ。町内の

役員から女性登用をするべきだ。 

男性 65～69歳 親と子と孫 － 

合併前上越市 小学校時代より基礎的教育から育てる事。高齢化の進む中、

介護の支援など環境の整備が必要と思う。 

男性 70歳以上 家族なし 無職 

合併前上越市 男女共同参画をどしらかといえば賛成ではありませんので、

（問33）と（問34）は印をつけません。 

男性 70歳以上 家族なし その他 

合併前上越市 アンケートの内容が難しすぎて、とてもつかれる。これでは

良いアンケートがとれない（何でもよいから適当に……と言

うようなことになりがち）。 

男性 70歳以上 夫婦のみ 自営（農業） 

合併前上越市 男、女。性の特性を常に尊重していくことを基本に…。 男性 70歳以上 夫婦のみ 無職 

合併前上越市 なし 男性 70歳以上 夫婦のみ 無職 

合併前上越市 市広報等、重点的、見易く、メリハリのつく、簡潔に。それ

ぞれじっくり読む暇のない－編集者の意図に反して－方々

が多い 

興味をそそるような工夫・アイディアを加えて。－周知する

目的を第1に。 

男性 70歳以上 夫婦のみ 無職 

合併前上越市 職業生活と家庭生活の両立及び均等な機会と待遇の確保こ

そ、男女平等の基本である。 

男性 70歳以上 夫婦のみ 無職 

合併前上越市 男性の実践の行動力と、女性の細やかな配慮の自然な融合と

コントロールが相互に組み合わされてゆく心掛けが必要と

考える。 

男性 70歳以上 夫婦のみ その他 

合併前上越市 はずかしいことですが知らないことがたくさんありました。

男性女性それぞれ特性があるのにそれを生かす考え方が入

っていないのはなぜ？何もかも平等にするのが良い事とは

言えない。体力、特殊技能、子育てで得た経験、オーラの持

つ魅力など、個性を無視している。 

男性 70歳以上 夫婦のみ － 

合併前上越市 日常的に常に考えていないので、提案などは思いつかない。 男性 70歳以上 親と子 経営者など 

合併前上越市 男女共学の経験なし 男性 70歳以上 親と子 無職 



70 

お住まい 回答 性別 年齢 世帯 職業 

合併前上越市 このアンケートについて意見をのべます。 

１．「～した経験がありますか？」という設問は、どの位の

時間のスパンで答えるのか明確でない。社会は急速に進歩変

化しており、10年前、5年前の問題は、ここ数年で解決され

てきています。10年前に「ある」という問が２．３年のス

パンで答えれば「ない」となります。 

２．市役所その他から時折アンケートがありますが、集計し

た結果が公表されていますか。公費を使った調査（アンケー

ト）は公表されるべきと思います。私の記憶では、結果が送

られてきたのは１．２回だけです。 

男性 70歳以上 － 無職 

合併前上越市 上越市でお見合いパーティー（皆が参加できるイベントな

ど）を行うともっと男女が仲良くなると思う。 

男女の育児休暇をもう一度見直した方がいいと思った。 

女性 20～24歳 親と子と孫 パートなど 

合併前上越市 男女共同参画はとても重要な課題だと思います。平等社会と

言ってもまだ完全ではないのが現状です。特に子育てをしな

がら仕事をすることの大変さは日々実感しています。1人で

も多くのママやパパが子育てをしながら生活しやすい環境

を整えてください。また、それに伴い子ども達の人権につい

ても考えてください。モンスターペアレントによってモンス

ターになってしまった子どもが多く見受けられます。親から

暴力を受けた子どもは愛情を求めています。1人でも多くの

声に耳を傾けて下さい。切ない事件を増やさない為にも、み

んなに明るい未来がまっているように力を貸してください。

お願いします。 

女性 20～24歳 その他 管理職以外の勤め人

合併前上越市 男女は基本的に違うものなので、全てにおいて平等というの

は難しいと思う。もともと差があるのだから、それを踏まえ

たうえで支え合えるようなシステムがあればよいと思う。

女性 25～29歳 親と子 管理職以外の勤め人

合併前上越市 なぜ女性ばかりが子育てで仕事を辞めたり、仕事を続けても

具合が悪くなれば母親が休みを取るのが当たり前なんだろ

うか。上越市もいろいろ取り組んでいるのだろうが、もっと

女性が結婚後も働ける環境、設備を整えてほしいし、年配の

人にも昔の考えを変えるよう、セミナーとかをしてほしい

（任意じゃなく）。私も早く前のように働きたいが、現実無

理なのが悲しい。 

女性 25～29歳 親と子 家事従事者 

合併前上越市 子育て中の女性や介護などで自分の時間をもてない女性が

多い。ファミリーヘルプ保育園や市営の病児保育室、気軽に

利用できる単発のデイサービス施設など、現実の生活にすぐ

に役立つ行政の支援が必要。講演会やPR活動よりも、即効性

のある施策に期待します。 

女性 30～34歳 夫婦のみ 管理職以外の勤め人

合併前上越市 ひとりひとりが家事（お茶くみ、掃除、手軽な食事作り）で

簡単なものをできるようにしておくこと。いわば生活力をつ

けて基本的生活ができるように自立を含めた視点でみてい

けばおのずと男女平等、仕事と家庭のバランスもとれていく

と思う。小学生へ調査指導のボランティアをしていますが、

料理ができない子が多いです。料理の前に包丁を握った事の

ない子や、調理中に出る野菜クズを触れない子もいます。

女性 30～34歳 夫婦のみ 家事従事者 

合併前上越市 ・問19について、女性は結婚し、子どもを持つことが前提

の質問にムカつきます。子どもを望めない女性に対する配慮

がない! 

・男女共同参画についてのアンケートといいながらほとんど

「女性」の扱いについてしか質問していない。これでは男女

平等とはとてもいえない! 

・女性が冷遇されているという考え方は違うと思う。男性の

方が不当に優遇されすぎているだけだ。女性の地位を上げる

のではなく、男性側を女性と同等に扱うべきだ。そうすれば

男性も女性の扱いがひどいものだったことが実感できるだ

ろう。 

女性 30～34歳 親と子 管理職以外の勤め人

合併前上越市 働いていても子どもを育てやすい環境を充実させて下さい

（病児保育等）。産休、育休を取得しても不利にならないよ

うに企業にしっかり指導してほしい。 

女性 30～34歳 親と子 管理職以外の勤め人
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お住まい 回答 性別 年齢 世帯 職業 

合併前上越市 ・平等と言いながらも、意識の中で女性は家庭に入り家事・

子育てをするというものが入っている。 

・若い人の中でもまだまだ平等という考えはあまりない。

・社会全体でそういう意識は間違いだということのアピール

・育休（男性の）を取れる会社の表彰など 

女性 30～34歳 親と子 パートなど 

合併前上越市 上越市は子育て支援などで、とても内容が充実していると思

います。今年引越してきたばかりなので、子育てひろばや、

市民プラザでの活動はとても助かっています。 

女性 30～34歳 親と子 家事従事者 

合併前上越市 上越市にて行われている男女共同参画基本計画など知らな

い方の方が多いのではないだろうか？もっと介護されてい

る方や子育て中の方などの声を直接聞き、現況その方々が何

を求めているのか、どのような事を整備していく必要がある

のかを、拾い上げ現場が求めている事を実践していくべきだ

と思います。もっと税金を有効に使って頂きたいです。 

女性 30～34歳 親と子 無職 

合併前上越市 ・まず行政機関や企業が多くの優秀な女性を採用し、それを

国民（市民）に示す事から始めないと、特に年配の方々はな

かなか理解できないと思います。（年配の方々の（考え方）

影響は大きいと思うので…） 

・保育園の料金が高くて、パートだと収入とほとんど同じに

なってしまうので、なかなか積極的に働きに出られないケー

スがある。 

女性 35～39歳 夫婦のみ パートなど 

合併前上越市 世の中（社会）全体が、男女共同参画を主張し、完全ではな

いが大方浸透してきていると思う。財源がない今、市が優先

してやらなければならないことは山積みと思う。市民の生活

が安定してから議論してもよいのではないか。安定した生活

が送れなければ、机上の空論にすぎないのではないでしょう

か。 

女性 35～39歳 夫婦のみ 家事従事者 

合併前上越市 男女共同参画という名前からして難しい。実際の取り組みも

知らず。誰もが分かり易いTV等のメディアを使い、気軽に

参加できるような場を設けて欲しい。 

女性 35～39歳 親と子 パートなど 

合併前上越市 女性側も男性を尊敬して、甘えをなくすように気持ちを変え

ていかないと…。子育て中は仕事に限りがあり、社会全体で

ワーキングシェアできるとよい。みんなで少しづつ働けると

よい。（少ない収入でもあるとないでは大違い）。男性（世

帯主）の仕事の負担が減らないと家事、育児参加はなかなか

難しいと思う。 

女性 35～39歳 親と子 家事従事者 

合併前上越市 子を持つ親として、性的犯罪を根絶していく地域づくりを願

う。力なき子どもや女性をねらう男性が起こす犯罪に、一番

の憤りを感じる。本（雑誌やマンガ、アニメ）やメディアを

通して、弱者をいたぶり性的興奮を得て、バーチャルではあ

きたらず、現実に行動する人を育成する様な社会を嘆かわし

く思う。こういった媒体は規制すべき。又、インターネット

で何にでも簡単に情報が入る時代は、不幸だ。知る事がイコ

ール幸せとは限らない。簡単に手に入るモノは簡単に壊して

しまう。自由に何でも与えていいモノではない。今はモラル

について、考える時だと思う。 

女性 35～39歳 親と子 家事従事者 

合併前上越市 仕事を探したいが、保育園等に入っていないと仕事に就けな

い。保育園に入れたいが、仕事をしていないと入れない。矛

盾しているような気がする。 

女性 35～39歳 親と子 無職 

合併前上越市 女性を重要なポジションに登用しても、男性社会の悪しき因

習（女なんて…）によって潰されたり、精神的にダメージを

受ける場合があるかと思うので、男性側への啓発が必要にな

ってくると思う。情報等で。 

育児休暇を男性側は取りにくい環境にあると思うので、職場

の法的整備や理解が必要だと思う。育休や介護休暇を取得し

ても所得保障があれば、やれ男が休む、やれ女が休むとか、

それ程気にならなくなると思う。 

女性 40～44歳 夫婦のみ パートなど 
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お住まい 回答 性別 年齢 世帯 職業 

合併前上越市 ・管理職の考え方一つで、子どものための休み（式典、授業

参観、PTAなど）が取りやすくなったり、そうでなくなった

りする。そういったことに振り回されない社会にしたい。

・働く女性のために、子どもを預かる場の整備は進んでいる

が、子どもの立場での議論が足りないと思う。子どもの世話

は、やはり両親でするべきで、保育士がするものではないと

思う。ある程度大きくなってから、再就職できる、復帰でき

るように、社会制度を整えるべきだと思う。 

女性 40～44歳 親と子 管理職以外の勤め人

合併前上越市 一般の人が入りやすい、やさしい楽しい雰囲気を持つと同時

に問題解決型の物や意識の高い人を育成するなど2面性に取

り組む。共生まちづくり課に属するので地域という視野に立

ち地域組織と協働をしていく。又は、通常、一般の正社員の

人が入り込むのは就労時間に縛られて困難な為、アンペイド

ワークの評価をあげ就労についてない人（離職者、シニア、

ニート、フリーター）の力を活用しながら推進する。 

女性 40～44歳 親と子 家事従事者 

合併前上越市 今は男性の保育士や看護士などもおられ若い人たちには、男

だから、女だから、という意識は薄いのではないでしょうか。

もちろんDV等の暴力や労働環境の整備は必要ですが、それ

は女性に限らず、暴力であれば子ども、ご老人等、力の弱い

人など全ての人が対象ですし、労働環境の整備であれば全て

の働く人が対象です。「男女共同参画」という言葉に違和感

があります。人権を守る基本計画、健康を守る基本計画…等、

様々な基本計画があろうかと思います。その中にそれぞれ女

性の人権や女性の健康についての項目を入れたのではだめ

なのですか？わざわざ「女性の…」みたいな計画は、逆に男

女共同参画でないように感じるのは私だけでしょうか。 

女性 40～44歳 親と子と孫 自営（農業） 

合併前上越市 日本の文化、男性女性の身体の違い、気持ちの違いですべて

が同じというのは難しい。個人の考えが大事で、男性の良い

ところ、女性の良いところを理解し、男女関係なく尊重しあ

えるのが望ましいです。「男女共同参画」という言葉を強調

しなくても、良い世の中であればと思います。悪い犯罪など

前に出さず、明るい世の中や、人と思い、人と関わる事で、

気持ちは暖かく変わっていかないかと思います。漠然とした

回答ですが…。男女ではなく「人」だと思います。会社も世

の中も男性・女性関係なく、前へ上へと進める強さが欲しい

です。 

女性 40～44歳 その他 管理職以外の勤め人

合併前上越市 男尊女卑世代が第一線からいなくならない限り、無理なこと

だと思います。そういう考えにシフトするのは有り得ない。

特にこのような地方だと、よけいだと思います。 

女性 40～44歳 その他 管理職以外の勤め人

合併前上越市 女性の意見を実行して、成果をあげていただきたいです。 女性 45～49歳 夫婦のみ パートなど 

合併前上越市 このアンケートは世帯主の名前できましたが、きっと他の家

庭でも妻（女の方）がつけられることが多いと思います。本

当に考えるのであるなら一人一人個人名にして別々にアン

ケートに答えるようにした方がいいと思います。男性の方の

意識を高めることがまず一歩かも…。 

女性 45～49歳 親と子 管理職以外の勤め人

合併前上越市 男と女は平等であるが、男と女は根本的に違うものだと思い

ます。画一的に例えば、同数を雇用するというようなことで

なく、役割に応じた人員配置をすべきだと思います。育児休

暇等を男性が取れることも知っていますか。現実は、男（正

規の職員でも）が一定期間仕事を休みまた復職するという体

制がありません。自分の担当の仕事が残されたり、周囲に迷

惑をかけるなど休めない状況です。同じように正規職員とし

て夫婦が働いている場合、例えば子どもの急な発熱といった

場合に、休みを取るのは女性というのが現状だと思います。

女性 45～49歳 親と子 管理職以外の勤め人
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お住まい 回答 性別 年齢 世帯 職業 

合併前上越市 ・H14年～今までの取り組みの成果、実行されたこと、実行

された事業などを紹介してほしいです（今までに紹介があっ

たのかもしれませんが）。 

・保育園に病気の子どもをあずかってもらうことはできませ

ん。塚田こども医院の塚田先生が行ってくださっている病児

保育室はとっても助かりました。働く者にとってこのような

施設は不可欠です。なかなか行政の支援がうけられず、ボラ

ンティアでやってくださっていたことご存知でしょう

か！！ 

・男女ともにサービス残業などが行われている実態を制度で

変えていってほしいと思います。勤務時間は絵にかいたモチ

で、本気でサービス残業を強いられている現実があります。

例えば学校現場も勤務時間が短くなっているのに（H20年度

よりH21年度は15分短縮されている）サービス残業時間が

長くなっています。 

女性 45～49歳 親と子 管理職以外の勤め人

合併前上越市 よく分かりませんが、男というだけで給料（条件）が良かっ

たり年齢制限（再就職の場合）が少なかったりします。女性

でも結婚・出産後も仕事を続けたいと思うような条件等があ

ればうれしいです。社会だけでなく、皆の意識も変わらなけ

れば無理でしょう。 

女性 45～49歳 親と子 パートなど 

合併前上越市 家庭の事を誰かがしてくれるから仕事ができる。男性の場

合、女性が家庭を受けもつことで仕事ができる。女性の場合

は、仕事から帰っても自分でしなければならないのが現状で

ある。まだまだ会社でも社会でも、それが当たり前のところ

がある。町内会でも会長、副会長と男性が中心であり、家事

と共にできないと思う。また、役員になることを男性は誇り

に思っている。女性がなればでしゃばりと思われる。女性に

対する意識の改革が必要である。 

女性 45～49歳 親と子と孫 管理職以外の勤め人

合併前上越市 幾度となく説明や呼びかけをされてきているのだろうが、ほ

とんどの人が何だかわからぬまま、市の事務的な計画の一つ

ですぎている様。それをすることで「どーなるの？」という

感じ。ということは今まで何かしらしてきてても変わりな

く、困る人は一部という具合で、税金がもったいない。 

女性 45～49歳 その他 パートなど 

合併前上越市 女性同士の中で「女のくせに」という意識、老人が女性の社

会進出を妨げる意識。－特に職場における年長者の女性は

「子ども」、「旦那」、「年寄」をほったらかして働く女性

を嫌悪している－があるため、イジメや嫌がらせがあり働き

づらいこともある。本人は全てクリアしてからの社会復帰の

ため、女性は皆そうすべきだと信じているから。その意識改

革。 

女性 50～54歳 親と子 パートなど 

合併前上越市 就活（中、高、大卒時）はいつも「この国は自転車の片輪の

み（女性は確か手すり程度）で進もうとして世界の全輪活躍

国と肩を並べて行けるのかな？」と思ってきましたから、そ

のような曲芸走行を続ける危険・不便を脱して全輪滑走のリ

ハビリに時を要するとしても区別差別抜きに互いの立場に

立って思いやる心有る（共に生きる）社会作りは幼少時から

の積み重ねが大切で、互いに感謝しつつ（言い表して）活路

を見い出し老若男女皆共に生きて行ける（息が詰まることな

く）ように気配りシステム（ルール）作り、（すぐ必要なこ

とと徐々に整備して行くべきことを考えて）やってみません

か？（老々介護の残された方への援助も必要ですが） 

女性 55～59歳 家族なし パートなど 

合併前上越市 子育てに関わる機関をもっと充実し、男女共に働きやすい職

場にしてほしいと思います。 

女性 55～59歳 夫婦のみ パートなど 

合併前上越市 地域で子育てを。放課後クラブ（学校のみ）をもっと拡大し

て、（こどもの家で）遊ぶ場所のみの提供ではなく、地域の

老人力を使って介護も一緒に支援したりされたり（アニマル

セラピーみたく、子どもが癒しになるように）理想郷のよう

なモデルハウス的な物を作ってほしい。実験的に実行される

とよいと思う。個人民間での希望はムリだと思うので、将来

を考え、行政で何か指針を。 

女性 55～59歳 親と子 家事従事者 
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お住まい 回答 性別 年齢 世帯 職業 

合併前上越市 今まで女性は男性に尽くす事が当たり前のごとくやって来

てしまいました。やってしまった私が悪いのですが、やり過

ぎはダメにしてしまう事が最近になってようやく気付きま

した。反省です。 

女性 55～59歳 親と子と孫 パートなど 

合併前上越市 私は60歳過ぎ。娘時代…結婚後…子育て中…パート勤め…。

全てにまだまだ女だから男を立て、一歩下がって内助の功の

立場で精一杯生きてきました。現在に至るまでピアノ教室の

教える身ですが、女でも存在感はありました。男女平等も良

いけど、やはり女性ならではの母性本能や美しさや感性の豊

かさは男性にはないものであり、尊いものです。女性は社会

活動しながら、結婚、子育ても男性の助けを受けて持続でき

る世の中を望みます。宇宙ステーションで空に飛んだ山崎さ

んの姿が理想の女性像です。 

女性 60～64歳 家族なし その他 

合併前上越市 個人的にあまり関係のない言葉で、ピンとこない事ばかりで

した。 

女性 60～64歳 家族なし － 

合併前上越市 人は男女に関係なく能力を伸ばして行く時に周囲が認める

事が出来ないのが問題です。能力が低いのに男だから、能力

が高いのに女だからで切る。男女ではなく人として認め合う

事が大切で有り、男だ女だと意識して接するのでなく人とし

て相対する事が大切ではないかと考えています。 

女性 60～64歳 親と子 自営（商業） 

合併前上越市 講演会ではなく、勉強会にしてほしい。一方的に講演されて

も興味を持つ人は少ないと思う。勉強会方式で自分の知りた

かった事・知らなかった事とかを分かりやすく事例等で説明

を受けた方が将来この男女共同参画に対して意見要望等が

生まれてくるかもしれない。 

女性 60～64歳 親と子 家事従事者 

合併前上越市 どれも全部文字が細かく、私たち老人に関係のない事ばか

り。読むのが大変。果たしてこんなアンケートがあなた方の

考えを現在の人達が本当に考えている事かと思うと、細かい

文字を読むのに困った次第。こんな数多くアンケートをとっ

ても果たしてどれだけ役に立つ事か？と思います。字を読む

のにも一苦労のアンケートどれだけ○で役に立つか考えて

見て下さい。 

女性 65～69歳 家族なし 無職 

合併前上越市 社会全体で男性・女性の立場を尊重できる生活ができれば、

住み良い町になると思います。 

女性 65～69歳 親と子 自営（農業） 

合併前上越市 上越市ではまず女性の指導者が足りないと思います。市会議

員など女性がもっと増えるとよいと思います。地方ではまだ

まだ女性なんてという偏見があると思います。 

女性 65～69歳 親と子 家事従事者 

合併前上越市 若い人の事ばかりで老体のことをもっと知って気遣ってい

ただきたい!!老体は生きにくいです。実感してます。毎日皆

さん苦しんでいます。 

女性 70歳以上 家族なし 無職 

合併前上越市 前から要望として出したかったことですが、現在若い人々は

働く所がなくて困っています。だからもっと市役所自体考え

直し、民間では55歳位になるとパートになったり、給料が

ダウン、賞与はなし、女性は若くても出産で休むと席がなか

ったりして働く所がありません。まして市役所など公務員は

男女問わず給料は一緒だから、55歳すぎたらパートにして、

もっと若い男の人が帰って来れるように一人でも多く働け

るようにしてほしいです。お願いします。上越市の為に…。

女性 70歳以上 家族なし － 

合併前上越市 仰げは尊しの時代に教育を受けた者ですので何も言えませ

ん。子どもの教育・子育ては両親の責任…。 

親の背を見て成長した者として何も言えない。 

女性 70歳以上 家族なし － 

合併前上越市 アンケートの内容が難解すぎる。多すぎる。全部まともに読

んで回答できる人が何人いるかギモン。少なくとも私は途中

でいい加減いやになってテキトーに答えました。 

女性 70歳以上 家族なし － 

合併前上越市 私には問題がむずかし過ぎてわからなくなりました。 女性 70歳以上 夫婦のみ 自営（農業） 

合併前上越市 できるだけ若い方々、30代～40代の方々に参加できる様、

計画された方が良いと思います。 

女性 70歳以上 夫婦のみ 家事従事者 

合併前上越市 女性は職場にでないこと。家庭に入ること。 女性 70歳以上 夫婦のみ 無職 

合併前上越市 戦中人間にはちょっと遅すぎます。早く目覚めていれば車に

も乗れ、社会に出られたのにと悔やまれます。 

女性 70歳以上 夫婦のみ 無職 
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お住まい 回答 性別 年齢 世帯 職業 

合併前上越市 老人なのに選んでもらってありがとうございました。男女も

さることながら老人の肩身の狭さを感ずるのです。男だ女だ

と言わず、老いも若きも男も女も子どもも病人も障害者も低

所得者も金持ちもお互い尊重し合って胸張って生き生きの

日々が過ごせたらいいなぁと思います。ひとりひとりの心身

の自立はどうしたら良いかキメ細かいあたたかい施策を望

みます。人々も頼るのみでなく勉強しましょう。 

女性 70歳以上 夫婦のみ 無職 

合併前上越市 男女一人一人の考え方の育成、自立の育成が基本になるかと

思います。要望にお答えできなくて申し訳ございません。

女性 70歳以上 夫婦のみ － 

合併前上越市 推進学習会（問31-8）を毎月公開にすると学習の機会が多

くなると思う。 

女性 70歳以上 親と子 無職 

合併前上越市 男女共同参画推進委員会とはどんなことをされているのか

全く知らなかった。この調査を基に、これからは今までの生

活と今後の課題に少しでも役立ちたい。男女平等とはいえ、

女は社会活動に積極的に参加し、自分の意見をのべ、よりよ

い地域活動の視野を広げていってほしい。この調査に当た

り、勉強になりました。 

女性 70歳以上 親と子 無職 

合併前上越市 少し書かせていただきます。家庭生活における一人ひとりの

自立の推進という内容の件なんですけど、60歳過ぎまして

御主人様が亡くなった方と色々お話ししますと、御夫婦健在

の方々は「まあ元気を出して頑張ってください」と言うけど、

言われた本人様は全然「嬉しい」とか「勇気がでる」気持ち

にはなれない方々が沢山います。そこで、女性の健康づくり

といいますか、ともかく御主人様が亡くなった方達の集いみ

たいな会合がありましたらと思います。家族がいる人も1人

の方も皆様、心になにか不安があると言っています。楽しく

元気が出る、勇気が湧くという、そんな取り組みがありまし

たら良いと思い書かせていただきました。 

女性 70歳以上 親と子 無職 

合併前上越市 もう少しわかりやすく、市民に広報などを通じて知ってもら

いたいです。 

女性 70歳以上 親と子と孫 家事従事者 

合併前上越市 アンケート調査票をもらいましたが、高齢のため諸行事に参

加できません。若い人達の意見を十分お聞きになられ、反省、

計画の立案に御努力下さい。十分な記入ができません。 

女性 70歳以上 親と子と孫 家事従事者 

合併前上越市 男女共同参画も大切な事だと思う。家庭はもちろん職場、町

内会等々、個々の受持をしっかりと責任を持つ事、今の世の

中、忍耐我慢が薄れている。日本には昔から良い事も沢山有

るはず。 

女性 70歳以上 親と子と孫 無職 

合併前上越市 難しくって私には何を言っているか理解が出来ない事ばか

りです。ごめんなさい。 

女性 70歳以上 親と子と孫 無職 

合併前上越市 現在、私は87歳です。このような難しいことに答えれるは

ずもないし、一般の人にも難しい質問です。このアンケート

に意味も感じませんし、税金の無駄遣いと思います。職員の

人の人件費を考えると、資料を作るために働いているとしか

思えません。男女共同参画を考えるなら簡単な質問にしてく

ださい。 

女性 70歳以上 その他 無職 

合併前上越市 不景気のため女性は大変だと思います。女性も何か資格を取

って社会へ出て行って活躍して下さい。 

－ 50～54歳 家族なし 無職 

合併前上越市 私は78歳の女性です。子育てで勤めに出たことはありませ

ん。今は1人暮らしです。娘は近くで勤めにでています。私

とは全く違った答えになると思います。 

－ 70歳以上 家族なし － 

－ 女性が安心して出産、育児できる環境にしてもらいたい。男

女平等よりお互いのできる所できない所を助けあう事で、よ

り良い関係を築き上げる事ができると思う。平等を求めると

できるできないでいがみ合い、助け合いがなくなる。 

男性 25～29歳 家族なし 管理職以外の勤め人
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付録 
１ 男女の地位の平等感 

（１）男女共同参画に関する市民意識調査（無回答を除く） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）男女共同参画社会に関する世論調査 
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(1)家庭生活 13.5% 49.6% 26.3% 5.8% 1.3% 3.5% 12.9% 53.0% 24.7% 4.0% 1.0% 4.3% 16.8% 51.2% 20.4% 4.6% 1.1% 5.9% 15.9% 52.3% 22.7% 4.5% 0.9% 3.8% 15.8% 58.7% 18.7% 3.8% 0.9% 2.0%

(2)職場 14.3% 43.4% 25.7% 4.1% 1.1% 11.4% 12.7% 42.0% 27.5% 5.2% 1.1% 11.6% 15.8% 49.2% 22.0% 5.6% 0.9% 6.4% 18.5% 51.2% 16.6% 4.7% 1.0% 8.0% 20.8% 47.9% 16.7% 7.3% 1.0% 6.3%

(3)学校教育の場 2.4% 13.8% 58.9% 3.0% 0.4% 21.5% 1.5% 12.5% 57.1% 3.5% 0.1% 25.3% 3.8% 13.4% 55.5% 3.6% 0.2% 23.4% 3.8% 16.7% 58.8% 3.8% 0.6% 16.3% 4.1% 20.0% 58.3% 3.2% 0.6% 13.7%

(4)地域社会 14.5% 40.4% 30.4% 5.5% 1.0% 8.3% 12.9% 43.6% 27.9% 4.1% 0.5% 10.9% 14.8% 44.7% 24.2% 3.9% 0.6% 11.8%

(5)政治の場 21.2% 44.1% 22.2% 1.8% 0.0% 10.7% 21.3% 44.9% 19.5% 1.4% 0.3% 12.7% 28.2% 43.9% 15.8% 1.9% 0.2% 10.0% 32.6% 40.7% 14.7% 1.6% 0.1% 10.2% 30.6% 42.6% 17.5% 1.0% 0.0% 8.4%

(6)法律や制度の上で 8.7% 31.1% 41.1% 6.5% 0.9% 11.7% 9.7% 29.9% 37.2% 5.9% 1.1% 16.3% 14.1% 31.3% 37.1% 5.5% 1.1% 10.9% 12.2% 34.6% 35.8% 5.1% 0.8% 11.5% 11.3% 37.0% 35.6% 5.8% 0.5% 9.8%

(7)社会通念・習慣・しきたりなどで 20.1% 56.3% 14.4% 2.3% 0.7% 6.3% 20.2% 57.2% 12.7% 2.3% 0.3% 7.4% 26.7% 54.0% 9.2% 3.0% 0.0% 7.1% 26.5% 56.0% 8.1% 2.3% 0.3% 6.7% 30.5% 56.9% 6.8% 1.7% 0.4% 3.6%

平均 13.5% 39.8% 31.3% 4.1% 0.8% 10.5% 13.0% 40.4% 29.5% 3.8% 0.6% 12.6% 17.2% 41.1% 26.3% 4.0% 0.6% 10.8% 18.2% 41.9% 26.1% 3.7% 0.6% 9.4% 18.8% 43.9% 25.6% 3.8% 0.6% 7.3%

社会全体で 10.0% 59.1% 17.4% 4.5% 0.7% 8.3% － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

出典：男女共同参画に関する市民意識調査（上越市共生まちづくり課）

平成22年度 平成19年度 平成16年度 平成12年度 平成09年度
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(1)家庭生活 7.8% 38.7% 43.1% 6.7% 1.7% 1.9% 10.8% 38.5% 39.9% 6.7% 1.4% 2.6% 11.5% 38.7% 40.4% 5.1% 1.0% 3.3% 10.5% 40.2% 39.7% 5.4% 1.0% 3.1% 11.0% 42.6% 39.0% 4.0% 0.9% 2.5% 13.3% 43.6% 35.2% 4.7% 0.6% 2.7%

(2)職場 15.6% 46.5% 24.4% 4.4% 0.9% 8.1% 16.7% 42.7% 25.0% 3.7% 0.5% 11.3% 18.0% 41.0% 25.9% 2.8% 0.3% 12.0% 16.4% 44.3% 24.5% 3.0% 0.3% 11.4% 17.3% 42.0% 25.2% 3.1% 0.5% 11.9% 17.2% 42.9% 21.9% 3.5% 0.5% 14.0%

(3)学校教育の場 1.9% 12.0% 68.1% 3.9% 0.9% 13.1% 2.6% 11.4% 66.8% 3.1% 0.4% 16.0% 2.8% 11.8% 63.1% 3.1% 0.5% 18.8% 2.5% 12.3% 63.9% 3.4% 0.4% 17.5% 1.7% 11.3% 65.2% 3.0% 0.5% 18.3% 2.6% 12.7% 60.6% 4.3% 0.6% 19.1%

(4)自治会やNPOなどの地域活動の場 6.5% 28.2% 51.0% 6.4% 0.6% 7.3%

(5)政治の場 23.7% 48.1% 21.0% 1.9% 0.3% 5.1% 30.9% 41.0% 19.7% 1.1% 0.2% 7.1% 30.2% 42.2% 18.8% 1.8% 0.3% 6.6% 29.2% 42.8% 19.0% 0.9% 0.2% 7.9% 22.7% 44.4% 22.4% 1.5% 0.0% 9.0% 37.9% 40.1% 13.1% 1.0% 0.2% 7.7%

(6)法律や制度の上で 7.8% 33.5% 44.4% 6.5% 0.9% 6.9% 11.7% 34.4% 39.3% 4.3% 0.8% 9.5% 13.0% 35.4% 36.0% 4.1% 0.6% 10.9% 11.8% 36.3% 38.6% 2.6% 0.3% 10.4% 9.2% 35.2% 40.4% 2.7% 0.3% 12.1% 14.0% 34.5% 38.5% 2.1% 0.3% 10.5%

(7)社会通念・習慣・しきたりなどで 18.7% 53.2% 20.6% 3.4% 0.5% 3.6% 24.1% 50.6% 17.2% 2.9% 0.3% 4.8% 22.7% 50.5% 18.4% 2.4% 0.6% 5.4% 23.8% 52.8% 15.8% 2.5% 0.4% 4.7% 21.5% 55.5% 15.6% 2.0% 0.3% 5.0% 24.8% 51.7% 15.3% 2.7% 0.4% 5.1%

平均 11.7% 37.2% 38.9% 4.7% 0.8% 6.6% 16.1% 36.4% 34.7% 3.6% 0.6% 8.6% 16.4% 36.6% 33.8% 3.2% 0.6% 9.5% 15.7% 38.1% 33.6% 3.0% 0.4% 9.2% 13.9% 38.5% 34.6% 2.7% 0.4% 9.8% 18.3% 37.6% 30.8% 3.1% 0.4% 9.9%

社会全体で 9.7% 61.9% 23.2% 3.4% 0.3% 1.6% － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

出典：男女共同参画社会に関する世論調査（内閣府大臣官房政府広報室）

平成12年度 平成07年度 平成04年度平成21年度 平成16年度 平成14年度

７
６
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２ アンケート調査表 
 
問１ あなたは、どちらにお住まいですか。 
１ 安塚区 ２ 浦川原区 ３ 大島区 ４ 牧区 ５ 柿崎区 ６ 大潟区 ７ 頸城区 

８ 吉川区 ９ 中郷区 10 板倉区 11 清里区 12 三和区 13 名立区 14 合併前上越市 

 
問２ あなたの性別をお知らせください。 
１ 男 性 ２ 女 性 

 
問３ あなたの年齢は何歳代ですか。 
１  20～24 歳 ２  25～29 歳 ３  30～34 歳 ４  35～39 歳 ５  40～44 歳 ６  45～49 歳 

７  50～54 歳 ８  55～59 歳 ９  60～64 歳 10  65～69 歳 11  70 歳以上  

 
問４ あなたは結婚していらっしゃいますか。 
１ 結婚している ２ 結婚していないがパートナーと暮らしている ３ 離別 ４ 死別 ５ 未婚 

 
問５ あなたに、お子さんはいらっしゃいますか。 
1 いる 2 いない 

 
問６ 現在同居しているご家族の構成について一つだけ○をつけてください。 
1 同居家族はいない 2 夫婦のみ 3 親と子 4 親と子と孫 5 その他 

 
問７ あなたの平日の生活時間についてお聞きします。それぞれ平均した時間をお書き下さい。（日
曜・休日などは含めずにお考えください。合計が２４時間に満たなくても結構です。） 
１ 家事･育児･介護などの

時間 
平均（  ）時間（  ）分

２ 収入を得る仕事の 
時間（通勤時間含む）

平均（  ）時間（  ）分

３ 睡眠時間 平均（  ）時間（  ）分 ４ 自由に使える時間 平均（  ）時間（  ）分

 
問８ あなたは、次のような分野で男女の地位は平等になっていると思いますか。１～８のそれぞ
れについて、一つだけ○をつけてください。 
 

男性の方が
非常に優遇
されている 

どちらかと
いえば男性
の方が優遇
されている 

平等に 
なっている 

どちらかと
いえば女性
の方が優遇
されている 

女性の方が
非常に優遇
されている 

わからない 

１ 家庭生活 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

２ 職場 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

３ 学校教育の場 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

４ 政治の場 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

５ 法律や制度上で １ ２ ３ ４ ５ ６ 

６ 社会通念・習慣・ 
しきたり等で 

１ ２ ３ ４ ５ ６ 

７ 町内会等の 
地域活動の場 

1 ２ ３ ４ ５ ６ 

８ 社会全体で 1 ２ ３ ４ ５ ６ 

 
問９ 結婚、家庭等について、あなたのご意見をお聞きします。１～４までのそれぞれについて、
一つだけ○をつけてください。 
 

賛成 
どちらか
といえば
賛成 

どちらか
といえば
反対 

反対 
わからな

い 

１ 結婚は個人の自由であるから、結婚してもしな
くてもどちらでもよい 

１ ２ ３ ４ ５ 

２ 夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである １ ２ ３ ４ ５ 

３ 結婚しても必ずしも子どもをもつ必要はない １ ２ ３ ４ ５ 

４ 結婚しても相手に満足できないときは離婚す
ればよい 

１ ２ ３ ４ ５ 
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問１０ 家庭での夫婦の役割分担について、１～６のうちあなたが望ましい姿だと考えるものを一
つ選び「理想」欄に○をつけてください。また、あなたが実際に経験した状況に最も近いものを
一つ選び「現実」欄に○をつけてください。（現実欄は結婚（事実婚を含む）している方のみお答
えください。） 
 理想 現実 

１ 夫は主に仕事をし、妻が主に家事等をする   

２ 妻は主に仕事をし、夫が主に家事等をする   

３ 夫も妻も仕事をし、妻が主に家事等をする   

４ 夫も妻も仕事をし、夫が主に家事等をする   

５ 夫も妻も仕事をし、共に家事等をする   

６ その他（具体的に：                           ）   

 
問１１ 結婚（事実婚を含む）している方にお聞きします。あなたのご家庭では次のような家事を
男性は分担していますか。１～６までのそれぞれについて、一つだけ○をつけてください。 

 分担している 分担していない  分担している 分担していない 該当なし 

１ 掃除 １ ２ ４ 食後の後片付け、食器洗い １ ２  

２ 洗濯 １ ２ ５ 子育て １ ２ ３ 

３ 食事のしたく １ ２ ６ 介護 １ ２ ３ 

 
問１２ あなたが、女性の人権が尊重されていないと感じるのは、どのようなことについてでしょ
うか。あてはまるもの全てに○をつけてください。 
１ 売春・買春 
２ 女性の働く風俗営業 
３ 家庭内での夫から妻への暴力（心や身体を傷つける暴言や暴力） 
４ 職場におけるセクシュアル・ハラスメント（性的いやがらせ） 
５ テレビや新聞・雑誌などで、商品とは直接関係がない女性のヌードや水着姿、媚びたポーズ・視線を、内容に関係

なく使用した広告など 
６ 女性の容ぼうを競うミス・コンテスト 
７ 固有名詞で呼ばれず、女性にだけ用いられる言葉（例…「○○さんの奥さん」、「○○女史」「女医」など） 
８ 女性に対する痴漢行為やストーカー（つきまとい行為） 
９ その他（具体的に：                                        ） 
10 特にない 

 
問１３ あなたは、次のようなことが夫婦間（事実婚を含む）で行われた場合、それを暴力だと思
いますか。あなたの考えに一番近いものを１～７のそれぞれについて、一つだけ○をつけてくだ
さい。 
 

暴力だと思う
暴力の場合と
そうでない場
合がある 

暴力にあたる
とは思わない 

１ 平手で打ったり、身体を傷つける可能性のあるもので殴る １ ２ ３ 

２ あなたの交友関係や電話を細かく監視する １ ２ ３ 

３ あなたが大切にしているものを、わざと壊したりすてたりする １ ２ ３ 

４ 大声でどなる、馬鹿だグズだ等言葉による中傷や批判など １ ２ ３ 

５ 誰のおかげで、お前は食べられると思っているのだと言う １ ２ ３ 

６ 相手の言うことや存在を無視する １ ２ ３ 

７ 相手が嫌がっているのに、性的な行為を要求する １ ２ ３ 

 
問１４ あなたは、夫婦間（元配偶者や事実婚を含む）で次のような暴力を受けたことがあります
か。１～３のそれぞれについて、一つだけ○をつけてください。 
 何度もあった 1、2度あった まったくない

１ 身体に対する暴行を受けた １ ２ ３ 

２ 精神的な嫌がらせや恐怖を感じるような脅迫を受けた １ ２ ３ 

３ 性的な行為を強要された １ ２ ３ 
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問１５ 生活の中での「仕事」、「家庭生活」、「地域・個人の生活（地域活動・学習・趣味・付き合
い等）」の優先度について、１～８のうちあなたが望ましい姿だと考えるものを一つ選び「理想」
欄に○をつけてください。また、あなたが実際に経験した状況に最も近いものを一つ選び「現実」
欄に○をつけてください。 
 理想 現実 
１ 「仕事」を優先   
２ 「家庭生活」を優先   
３ 「地域・個人の生活」を優先   
４ 「仕事」と「家庭生活」を共に優先   
５ 「仕事」と「地域・個人の生活」を共に優先   
６ 「家庭生活」と「地域・個人の生活」を共に優先   
７ 「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」を共に優先   
８ わからない   

 
問１６ あなたが、次にあげるような職業や役職において今後女性がもっと増えるほうがよいと思
うのはどれですか。あてはまるもの全てに○をつけてください。 
１ 都道府県、市区町村の首長 
２ 国家議員、都道府県議会議員、市区町村議会議員 
３ 国家公務委員、地方公務員の管理職 
４ 裁判官、検察官、弁護士 
５ 大学教授 
６ 国連などの国際機関の管理職 
７ 企業の管理職 
８ 起業家・経営者 
９ 労働組合の幹部 
10 農協の役員 
11 新聞・放送の記者 
12 自治会長、町内会長等 
13 その他（具体的に：                                   ） 
14 特にない 
15 わからない 
 
問１７ あなたは学校生活の中で、次のようなことを言われたり、経験したことがありますか。あ
てはまるもの全てに○をつけてください。 
１ 生徒会や学級委員の選出などで、会長・委員長は男子、副会長や書記は女子と役割分担ができていた 
２ 進学指導で女子なのだから文系に（男子なのだから理系に）進むようにといわれた 
３ 進学指導で女子なのだから短大に（男子なのだから４年制に）進むようにといわれた 
４ 共学で、クラスの出席簿が男女で別々になっていた 
５ 「女らしく」「男らしく」ふるまうようにいわれた 
６ 同じことをして、男子だけ（女子だけ）がとがめられた 
７ その他（具体的に：                                   ） 
８ 特にない 

 
問１８ ＰＴＡや町内会などの地域団体の役員の長に女性が就くことの妨げとなっている主な原
因は何だと思いますか。主なもの３つを選んで○をつけてください。 
１ 女性自身が責任ある地位につきたがらないから 
２ 女性は家事・育児が忙しく、地域活動に専念できないから 
３ 女性は組織活動の経験が少ないから 
４ 指導力のある女性が少ないから 
５ 女性では相手に軽く見られるから 
６ 男性が会長・副会長などでは、みんながついてくるが、女性だとついてこないから 
７ 男性が会長・副会長などとなるのが社会慣行だから 
８ その他（具体的に：                                   ） 
９ わからない 
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問１９ 女性が職業を持つことについて、１～７のうちあなたが望ましい姿だと考えるもの一つを
選び、「理想」欄に○をつけてください。また、あなたの経験や今後の予定、身近な女性で最も近
いもの一つを選び、「現実」欄に○をつけてください。 
 理想 現実 

１ 女性は職業を持たない   

２ 結婚するまでは、職業を持つ   

３ 子どもができるまでは、職業を持つ   

４ 子どもができても、ずっと職業を持つ   

５ 子どもができたら職業をやめ、育児が終わったら再び職業を持つ   

６ その他（具体的に：                        ）   

７ わからない   

 
問２０ 男性が育児休暇を取得しづらい（しない）理由として考えられるもの全てに○をつけてく
ださい。 
１ 男性ひとりでの育児に不安がある 
２ 仕事が中断できない 
３ 職場に理解がない 
４ 職場に制度がない 
５ 仕事を休みたくなかった 
６ 経済面が不安 
７ 男性も育児休暇を取得できることを知らなかった 
８ 近所の目が気になる 
９ 男性が育児休暇を取得する意識がない 
10 その他（具体的に：                                   ） 
11 特にない 
12 わからない 

 
問２１ あなたは現在どのような職業にお就きですか。一つだけ選んで○をつけてください。 
１ 勤め人 
（管理職の正規社員・職員） 

２ 勤め人 
（管理職以外の正規社員・職員） 

３ 勤め人 
（臨時・パート・派遣・契約社員等）

４ 自営業・家族従事者（農業） ５ 自営業・家族従事者（商業） ６ 自営業・家族従事者（工業）

７ 経営者などの有職者 ８ 内職 ９ 家事従事者 

10 学生 11 無職  

12 その他（具体的に：                                                       ） 

 
問２２ （問２１で「１ 勤め人（管理職の正規社員・職員）」、「２ 勤め人（管理職以外の正規
社員・職員）」とお答えされた方のみお答えください。） 
あなたの職場では次のようなことがありますか。１～１０までのそれぞれについて、一つだけ

○をつけてください。 
 ある ない 

１ 募集や採用人数で、女性は男性より不利である １ ２ 

２ 女性が配属されない職種がある １ ２ 

３ 女性は昇進、昇格が遅い、または望めない １ ２ 

４ 女性は同期、同年齢で入社した男性との賃金・昇格の差がある １ ２ 

５ 女性は同じポストの男性より、研修等の教育を受ける機会が少ない。 １ ２ 

６ 定年の年齢に男女差がある １ ２ 

７ 女性は結婚すると退職しなくてはいけない、または、職場結婚をすると退職しなく
てはいけない 

１ ２ 

８ 女性は出産すると退職しなくてはいけない １ ２ 

９ 家族手当が女性につかない １ ２ 

10 職種にかかわらず、お茶くみなどの雑用は、女性がすることが多い １ ２ 
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問２３ （全員の方がお答えください。）あなたは、今までに仕事を辞めたり中断したり、あるい
は転職したことがありますか。また、その理由は何ですか。主なもの一つを選んで○をつけてく
ださい。 
１ ない  
２ ある（次の中から主な理由を一つ選んで○をつけてください。） 
 
（仕事を辞めた、中断した理由） 
 ａ 結婚のため                ｉ 長期勤続しにくい職場の雰囲気があったため 
 ｂ 出産・育児のため             ｊ 家業につくため 
 ｃ 自分の健康や体力の問題          ｋ 会社側の都合 
 ｄ 高齢になったため             ｌ 配偶者の転勤のため 
 ｅ 仕事の内容があわなかったため       ｍ 家族の理解、協力が得にくいため 
 ｆ 親や病気の家族の世話のため        ｎ 大学その他で勉強するため 
 ｇ 労働条件に対する不満があったため     ｏ 特に理由はない 
 ｈ よりよい条件の仕事があったため      ｐ その他（具体的に：            ）

 
問２４ 「育児・介護などの家庭で担われている役割は社会的にも重要であるため、社会全体で評
価していこう」という考えがありますが、あなたは具体的にどのような形で評価することが必要
だと思いますか。１～５までのそれぞれについて、一つだけ○をつけてください。 

 

手当の支給
や税制上で
の優遇など
で経済的に
評価する 

表彰などで
社会的に評
価する 

経済的・社
会的に評価
する必要は
ない 

その他 
（※欄外に
具体的な考
えを記述し
て く だ さ
い） 

わからない

１ 育児 １ ２ ３ ４ ５ 

２ 介護 １ ２ ３ ４ ５ 

３ 育児・介護以外の家事 １ ２ ３ ４ ５ 

４ 町内会などの地域活動 １ ２ ３ ４ ５ 

※その他について具体的な考えの記述をお願いします。 
（                                          ） 
 
問２５ あなたは、テレビ、新聞、雑誌、インターネット、コンピュータゲームなどでのメディア
における性・暴力表現について、問題があると思いますか。 
１ そう思う           → 問２６へ 

２ どちらかといえばそう思う   → 問２６へ 

３ どちらかといえばそう思わない → 問２７へ 

４ そう思わない         → 問２７へ 

５ わからない          → 問２７へ 

 
問２６ （問２５で１又は２とお答えされた方のみお答えください。）テレビ、新聞、雑誌、イン
ターネット、コンピュータゲームなどでのメディアにおける性・暴力表現について、どのような
点で問題があると思いますか。あてはまるもの全てに○をつけてください。 
１ 女性の性的側面を過度に強調するなど、女性の人権が侵害されている 
２ 社会全体の性に関する道徳観・倫理観が損なわれている 
３ 女性に対する暴力を助長する 
４ そのような表現を望まない人や子どもの目に触れている 
５ 児童に対する性犯罪を助長する 
６ その他（具体的に：                                    ）
７ わからない 

 



 82

 
問２７ （全員の方がお答えください。）テレビ、新聞、雑誌、インターネット、コンピュータゲ
ームなどのメディアにおける性・暴力表現について制限をする場合、どのような方法で制限する
のがよいと思いますか。あてはまるもの全てに○をつけてください。 
１ メディアや制作会社が加盟している業界団体による自主規制 
２ フィルタリングの設定などによる受信側の制限 
３ メーカーによるフィルタリング（※１）技術の開発 
４ インターネット接続業者によるブロッキング（※２）の実施 
５ 有害情報通報相談窓口の活用促進 
６ 行政機関による指導・管理体制の強化 
７ 法改正や新しい法律の制定による規制 
８ 特に制限の必要はない 
９ その他（具体的に：                                  ） 
10 わからない 
 
※１「フィルタリング」とは、携帯電話やパソコンなどでインターネットを利用する際に、有害なサイト（イ

ンターネット上で情報が掲載されている場所）へのアクセス（接続）を制限する機能です。 
※２「ブロッキング」とは、インターネットにアクセスするためのサービスを提供している接続業者におい

て、有害なサイトへのアクセスを遮断する手法です。 

 
問２８ 女性が抱えている悩みを相談するところについて、ご存知の機関全てに○をつけてくださ
い。 
（暴力・ストーカーなど） 
１ 女性被害１１０番（県警察本部） 
２ 配偶者暴力相談支援センター（県女性福祉相談所） 
３ ＤＶ・児童虐待相談フリーダイヤル（県中央福祉相談センター） 
４ 男女平等推進相談室（新潟県） 
５ 女性の人権ホットライン（法務局） 
 
（労働関係） 
６ マザーズコーナー（ハローワーク上越） 
７ 新潟労働局企画室総合労働相談コーナー 
 
（女性相談全般） 
８ 市民相談室（市） 
９ 女性相談（市男女共同参画推進センター） 
10 その他の機関（具体的に：                              ） 

 
問２９ 上越市では、各小学校区に２人ずつ男女共同参画地域推進員を委嘱しています。このこと
について、一つだけ○をつけてください。 
１ 地域推進員の役割や、自分の地域の推進員が誰かを知っている 
２ 地域推進員の役割は知っているが、自分の地域の推進員が誰かは知らない 
３ 地域推進員の役割は知らないが、自分の地域の推進員が誰かは知っている 
４ 全く知らない 
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問３０ あなたは、次に掲げるものの名称やことばについてご存知ですか。１～２０のそれぞれに
ついて、一つだけ○をつけてください。 
 言葉も内容

も知ってい
る 

言葉と一部
の内容を 
知っている 

言葉は知っ
ている 

知らない 

１ 男女共同参画社会 １ ２ ３ ４ 

２ ＤＶ…ドメスティック・バイオレンス（配偶者や
パートナー等からの暴力） 

１ ２ ３ ４ 

３ ポジティブ・アクション（積極的改善措置） １ ２ ３ ４ 

４ アンペイドワーク（無償労働） １ ２ ３ ４ 

５ リプロダクティブ・ヘルス／ライツ（性と生殖に
関する女性の健康・権利） 

１ ２ ３ ４ 

６ ジェンダー（社会的性別） １ ２ ３ ４ 

７ ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和） １ ２ ３ ４ 

８ 上越市男女共同参画都市宣言（市） １ ２ ３ ４ 

９ 上越市男女共同参画基本条例（市） １ ２ ３ ４ 

10 上越市男女共同参画基本計画（市） １ ２ ３ ４ 

11 上越市男女共同参画推進センター（市） １ ２ ３ ４ 

12 上越市女性相談事業（市） １ ２ ３ ４ 

13 上越市男女共同参画フェスタ（市） １ ２ ３ ４ 

14 男女共同参画推進情報誌『カスタネット』（市） １ ２ ３ ４ 

15 市の各種審議会等へのクオータ制導入（市） １ ２ ３ ４ 

16 ハッピーパートナー企業（県） １ ２ ３ ４ 

17 男女共同参画社会基本法（国） １ ２ ３ ４ 

18 男女雇用機会均等法（国） １ ２ ３ ４ 

19 ＤＶ防止法…配偶者からの暴力の防止及び被害
者の保護に関する法律（国） 

１ ２ ３ ４ 

20 女性差別撤廃条約（国連） １ ２ ３ ４ 

 
問３１ 「男女共同参画社会」を実現するために、今後、行政はどのようなことに力を入れていく
べきだと思いますか。あてはまるもの全てに○をつけてください。 
１ 法律や制度の面で見直しを行う 
２ 国・地方公共団体の審議会委員や管理職など、政策決定の場に女性を積極的に登用する 
３ 民間企業・団体等の管理職に女性の登用が進むよう支援する 
４ 女性や男性の生き方や悩みに関する相談の場を提供する 
５ 従来、女性が少なかった分野（研究者等）への女性の進出を支援する 
６ 保育の施設・サービスや、高齢者や病人の施設や介護サービスを充実する 
７ 男女の平等と相互の理解や協力についての学習機会を充実する（参加者が１００人規模の講演会等） 
８ 男女の平等と相互の理解や協力についての学習機会を充実する（参加者が少人数のセミナー等） 
９ 学校教育において男女共同参画社会についての学習を充実する 
10 労働時間の短縮や在宅勤務の普及など男女共に働き方の見直しを進める 
11 子育てや介護中であっても仕事が続けられるよう支援する 
12 子育てや介護等でいったん仕事を辞めた人の再就職を支援する 
13 男女の平等と相互の理解や協力について広報・ＰＲする 
14 その他（具体的に：                                  ） 
15 特にない 
16 わからない 

 
問３２ 講演会等を行う場合に、あなたが最も参加しやすいと思う日時について、一つだけ○をつ
けてください。 
１ 平日の１０時から１２時 
２ 平日の１３時から１８時 
３ 平日の１８時から２０時 
４ 土曜日の１０時から１２時 
５ 土曜日の１３時から１８時 
６ 土曜日の１８時から２０時 
７ 日曜日、祝日の１０時から１２時 
８ 日曜日、祝日の１３時から１８時 
９ 日曜日、祝日の１８時から２０時 
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問３３ 上越市では、男女共同参画基本計画を策定しています。基本計画は、２２年度において第
１次計画が終了し、第２次計画の策定を行うこととしていますが、第１次計画に引き続きより一
層推進することが必要と思うもの３つに○をつけてください。 

基本目標 重点目標 必要と思うもの

１ 男女平等の視点に立った社会制度・慣行の見直し  

２ 個人の尊厳の尊重と男女の固定的役割分担意識の解消  

３ 女性に対するあらゆる暴力の根絶  

Ⅰ 女性の人権が確保される社
会づくり 

４ メディアにおける女性の人権の尊重  

１ リプロダクティブ・ヘルス／ライツ(性と生殖に関する健康
／権利)に関する意識の浸透 

 
Ⅱ 生涯を通じた女性の心身の

健康づくり 
２ 生涯を通じた女性の健康支援  

１ 学校等における男女平等教育の強化  Ⅲ 男女平等の意識づくりをめ
ざす教育環境の整備 ２ 男女平等と個の確立をめざした生涯学習の推進  

１ 女性人材の積極的な育成  

２ 市の施策･方針決定過程への女性の参画拡大  

３ 企業、団体、学校、地域等における方針決定の場への女性の
参画促進 

 
Ⅳ 政策・方針決定の場への女

性参画の推進 

４ 国際社会の男女平等に向けた取組の理解・促進  

１ 労働の場における男女の均等な機会と待遇の確保  

２ 職業生活と家庭生活が両立できる就業環境の整備  

３ 女性の能力開発・育成と発揮のための支援  

４ 農林水産業に従事する女性の社会的・経済的地位の向上  

Ⅴ 男女平等の労働環境づくり 

５ 商工自営業に従事する女性の経営等への参画  

１ 家庭生活における一人ひとりの自立の推進  

２ 地域社会への男女共同参画の促進  
Ⅵ 家庭生活と職業・地域活動

等に男女が共に参画できる
くらしづくり 

３ 地域における子育てや介護の支援など安心して暮らせる環
境の整備 

 

 
問３４ 今後、男女共同参画を推進していくためには、どのように取り組んでいけばよいかご意
見・ご要望・ご提案などございましたら、自由にご記入ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ご協力ありがとうございました。お手数ですが、記入もれがないかもう一

度ご確認ください。 

記入いただきました調査票は、同封の返信用封筒に入れて、４月２０日(火)

までにご投函くださいますようよろしくお願いいたします。 
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